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大
学
昇
格
前
後
の
関
西
大
学
運
動
場
用
地
の
取
得
と
建
設
経
過

熊
　
　
　
博
　
毅

は
じ
め
に

「
東
洋
第
一
」
の
栄
光
の
大
運
動
場

　

現
在
、
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中

で
、
総
合
図
書
館
や
尚
文
館
（
大
学
院
棟
）
が

建
っ
て
い
る
場
所
に
は
、
か
つ
て
南
北
に
１
０

０
メ
ー
ト
ル
の
直
線
コ
ー
ス
を
も
つ
４
０
０
メ

ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
の
ほ
か
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、

ラ
グ
ビ
ー
な
ど
の
施
設
を
有
す
る
総
合
大
運
動

場
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
が
存
在
し
た
。
ま
た
、
運

動
場
の
北
側
か
ら
西
側
に
か
け
て
は
自
然
の
地

形
を
利
用
し
て
１
万
人
の
観
客
を
収
容
で
き
る

扇
形
ス
タ
ン
ド
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。

　

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
８
月
に
建
設
工
事

が
完
了
し
、
10
月
23
日
と
24
日
に
運
動
場
の
開

場
式
を
兼
ね
て
第
一
回
大
学
祭
が
開
催
さ
れ
た

折
、
当
時
の
新
聞
は
「
関
大
ス
タ
ヂ
ア
ム　

六
千
六
百
坪
の
運
動
場　

十
三
段
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ス
タ
ン
ド
」
と
い
う
見
出
し
を
つ
け
、
そ
の
威
容
を
報
じ
た
（
（
（

。

そ
し
て
、
こ
の
大
運
動
場
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
関
西
大
学
の
運
動
各
部
は
大
正

末
か
ら
昭
和
初
期
に
黄
金
時
代
を
現
出
さ
せ
た
。
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
の
ロ

ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
三
段
跳
び
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
大
島
鎌

吉
を
は
じ
め
、
戸
上
研
之
（
三
段
跳
び
）、
長
尾
三
郎
（
槍
投
げ
）、
谷
口
睦
生
（
短

距
離
）、
福
田
時
雄
（
障
碍
）、
古
田
康
治
（
障
碍
）
な
ど
、
数
多
く
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
や
名
選
手
が
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
育
っ
て
い
っ
た
。
同
じ
こ
ろ
、
野

球
部
や
サ
ッ
カ
ー
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
な
ど
も
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
海
外
遠
征

を
行
い
、
好
成
績
を
残
し
た
の
は
大
運
動
場
で
練
習
を
積
ん
だ
成
果
と
言
え
る
。

用
地
取
得
交
渉
記
録
「
京
阪
土
地
に
関
す
る
文
書
」

　

こ
の
「
栄
光
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
の
建
設
計
画
は
、
千
里
山
学
舎
の
敷
地
が
取
得

さ
れ
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
運
動
場
用
地
は
簡
単
に
は

入
手
で
き
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
関
西
大
学
年
史
編
纂
室
が
所
蔵
す
る
「
京
阪
土
地
に
関
す
る
文
書
」

写真 1　完成した大運動場（第一回関西大学大学祭記念絵はがき）
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と
い
う
表
題
の
つ
い
た
簿
冊
（
（
（

を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
詳
細
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
運
動
場
用
地
の
取
得
経
過
を
検
証
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
簿
冊
の
中

に
は
京
阪
土
地
株
式
会
社
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
前
に
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会

社
と
や
り
取
り
し
た
文
書
も
一
緒
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
必
ず
し
も
内
容
を

正
確
に
表
し
た
タ
イ
ト
ル
で
は
な
い
（
（
（

が
、
大
学
昇
格
前
後
に
お
け
る
千
里
山
学
舎

の
運
動
場
用
地
取
得
経
過
を
知
る
の
に
最
適
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

簿
冊
に
は
、
大
学
な
ら
び
に
会
社
の
公
印
や
代
表
者
の
署
名
・
捺
印
の
あ
る
正

式
な
文
書
（
覚
書
、
契
約
書
な
ど
）
の
ほ
か
に
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
案
文
、
関

係
者
が
や
り
と
り
し
た
書
簡
や
書
類
、
事
務
担
当
者
の
メ
モ
な
ど
も
一
緒
に
綴
じ

ら
れ
て
い
る
。
事
務
用
の
簿
冊
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
契
約
書
な
ど
の

本
書
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
上
席
に
い
た
人
間
が
編
綴
、
管

理
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
基
本
的
に
は
古
い
時
期
の
文
書
が
下

の
方
に
、
新
し
い
も
の
が
上
の
方
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
付
入
り
文
書
の
順

番
が
入
れ
代
わ
っ
て
い
た
り
、
同
じ
も
の
（
カ
ー
ボ
ン
複
写
）
が
別
々
の
と
こ
ろ

に
複
数
存
在
し
た
り
し
て
、
必
ず
し
も
時
系
列
に
沿
っ
て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
重
複
す
る
も
の
を
ま
と
め
、
時
系
列
順
に
整
理
し
た
の
が
、
本
文
の

あ
と
に
掲
載
す
る
「
千
里
山
学
舎
運
動
場
用
地
取
得
関
係
文
書
一
覧
」
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
文
書
は
全
部
で
35
種
類
に
の
ぼ
る
。

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
と
京
阪
土
地
株
式
会
社

　

用
地
の
取
得
に
関
し
て
文
書
を
取
り
交
わ
し
た
相
手
は
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株

式
会
社
と
京
阪
土
地
株
式
会
社
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式

会
社
関
係
の
文
書
は
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
３
月
か
ら
９
月
ま
で
で
、
大
学
（
旧

制
）
設
立
認
可
前
後
の
運
動
場
用
地
に
関
す
る
も
の
（「
一
覧
表
」
の
№
１
か
ら
12

ま
で
と
15
か
ら
19
、
21
）、
学
生
の
乗
車
賃
に
関
す
る
文
書
（
同
№
13
、
14
と
20
）

と
に
分
け
ら
れ
る
。
一
方
、
京
阪
土
地
株
式
会
社
に
関
係
す
る
文
書
（
同
№
22
か

ら
35
ま
で
）
は
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
９
月
か
ら
１
９
２
５
（
同
14
）
年
11
月

に
か
け
て
や
り
と
り
さ
れ
た
、
す
べ
て
運
動
場
用
地
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

文
書
の
検
証
に
入
る
前
に
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
と
京
阪
土
地
株
式
会

社
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。

　

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
は
、
も
と
も
と
千
里
丘
陵
で
土
地
経
営
を
行
う
た

め
に
設
立
さ
れ
た
千
里
山
土
地
株
式
会
社
と
一
緒
の
発
起
人
た
ち
が
計
画
し
た
会

社
で
あ
る
（
（
（

。
線
路
敷
設
の
認
可
に
つ
い
て
は
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
１
９
１
８
（
大

正
７
）
年
11
月
24
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
電
気
鉄
道
と
し
て
の
会
社
が
設
立
さ
れ

た
。
千
里
山
土
地
株
式
会
社
と
の
関
係
が
強
い
た
め
、
沿
線
に
住
宅
経
営
の
た
め

の
土
地
を
多
く
所
有
し
て
い
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
が
十
三
駅
と
豊
津
駅
の
間
で
営
業
運
転
を
開
始
す

る
の
は
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
４
月
１
日
で
あ
る
が
、
ま
だ
線
路
の
敷
設
工
事

写真 2　京阪土地に関する文書
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も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
な
い
会
社
設
立
直
後
の
「
第
壱
期
決
算
」
報
告
書
（
（
（

に
は
、
１

９
１
８
（
大
正
７
）
年
11
月
24
日
か
ら
１
９
１
９
（
同
８
）
年
３
月
31
日
ま
で
の

損
益
計
算
書
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　

損　

益　

計　

算　

書

　
　
　

収
入
ノ
部

一
金
八
千
七
百
参
拾
五
圓
七
拾
九
銭　
　
　
　

土
地
賣
却
益
金

一
金
弐
千
九
百
拾
七
圓
参
銭　
　
　
　
　
　
　

雑　

収　

入

　
　
　

計　

金　
　

壱
萬
千
六
百
五
拾
弐
圓
八
拾
弐
銭

　
　
　

支
出
ノ
部

一
金
壱
千
五
百
四
拾
壱
圓
弐
拾
八
銭　
　
　
　

諸　

経　

費

一
金
壱
萬
百
拾
壱
圓
五
拾
四
銭　
　
　
　
　
　

當
期
純
益
金

　
　
　

計　

金　
　

壱
萬
千
六
百
五
拾
弐
圓
八
拾
弐
銭

　

収
入
ノ
部
、
支
出
ノ
部
を
検
証
す
る
と
、
会
社
設
立
直
後
の
北
大
阪
電
気
鉄
道

株
式
会
社
は
、
土
地
の
売
却
に
よ
り
９
千
円
近
い
利
益
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
電
鉄
会
社
と
銘
打
っ
て
い
る
が
、
設
立
時
の
企
業
実
態
は
不
動
産
業
が
主

た
る
業
務
内
容
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
千
里
山
の
住
宅
開
発
を
目

的
と
し
て
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
３
月
10
日
に
設
立
さ
れ
た
大
阪
住
宅
経
営
株

式
会
社
（
社
長
・
山
岡
順
太
郎
、
専
務
取
締
役
・
柿
崎
欽
吾
）
は
、
設
立
に
あ
た

っ
て
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
が
所
有
す
る
千
里
山
の
土
地
を
譲
り
受
け
る
支

援
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
１
月
末
現
在
で
２
千

株
以
上
を
保
有
し
た
発
起
人
お
よ
び
賛
成
人
の
中
で
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会

社
は
大
阪
住
宅
経
営
株
式
会
社
の
筆
頭
株
主
（
３
万
株
保
有
）
に
な
っ
て
い
る
（
（
（

。

　

関
西
大
学
は
、
大
学
令
に
基
づ
く
大
学
に
昇
格
す
る
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
る

学
舎
敷
地
（
千ち

里さ
と

村
の
土
地
１
万
５
７
６
２
坪
３
合
５
勺
）
の
売
買
契
約
を
１
９

２
１
（
大
正
10
）
年
２
月
３
日
に
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
と
取
り
交
わ
し
て

い
る
。
そ
の
間
の
経
緯
は
別
稿
「
都
市
の
郊
外
化
か
ら
見
た
大
正
、
昭
和
前
期
の

千
里
山
開
発
と
関
西
大
学
（
（
（

」
に
し
る
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
も
北

大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
路
線
は
建
設
中
で
（
十
三
駅
と
豊
津
駅
間
の
開
業
は

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
４
月
１
日
）、
こ
の
点
か
ら
も
初
期
の
北
大
阪
電
気
鉄
道

株
式
会
社
は
不
動
産
業
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

　

そ
の
後
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
は
、
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
４
月
１

日
に
運
輸
事
業
部
門
を
新
京
阪
鉄
道
株
式
会
社
（
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
６
月

28
日
設
立
）
に
譲
渡
し
、
土
地
住
宅
部
門
だ
け
を
独
立
さ
せ
、
京
阪
土
地
株
式
会

社
と
名
称
を
変
え
て
新
展
開
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
京
阪
土
地
株
式
会
社
も

１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
３
月
に
は
新
京
阪
鉄
道
株
式
会
社
に
合
併
さ
れ
て
い
く
。

ち
な
み
に
、
山
岡
順
太
郎
が
社
長
と
な
っ
て
開
発
を
進
め
た
大
阪
住
宅
経
営
株
式

会
社
も
、
京
阪
土
地
株
式
会
社
が
新
京
阪
鉄
道
株
式
会
社
に
合
併
さ
れ
た
の
と
同

じ
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
の
11
月
に
会
社
を
解
散
し
、
新
京
阪
鉄
道
株
式
会
社

と
合
併
し
て
い
る
。

　

年
史
編
纂
室
が
所
蔵
し
て
い
る
「
京
阪
土
地
に
関
す
る
文
書
」
と
い
う
簿
冊
に

綴
じ
ら
れ
て
い
る
書
類
は
、
ま
さ
し
く
こ
う
し
た
時
期
に
関
西
大
学
と
北
大
阪
電

気
鉄
道
株
式
会
社
、
な
ら
び
に
京
阪
土
地
株
式
会
社
と
の
間
で
重
ね
ら
れ
た
運
動

場
用
地
の
取
得
交
渉
記
録
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
具
体
的
に
資
料
の
中
身
を
見
て
い
き
た
い
。
な
お
、
簿
冊
に
収
め
ら

れ
て
い
る
文
書
は
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
翻
刻
し
、
資
料
番
号
を
付
し
て
本
文
の
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あ
と
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
（
た
だ
し
、
重
複
し
て
い
る
も
の
や
、
最
終
的
な
決

定
文
書
と
細
部
だ
け
が
異
な
る
案
文
状
態
の
も
の
は
、
か
え
っ
て
煩
雑
に
な
り
、

理
解
を
妨
げ
る
こ
と
か
ら
除
外
し
た
）。
本
稿
で
は
、
各
文
書
の
内
容
を
、
基
本
的

に
は
逐
条
的
に
確
認
し
て
い
く
が
、
相
互
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
文
書
は
、
ま

と
め
て
解
説
す
る
。

第
一
節
　
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
時
代
の
文
書

資
料
１
か
ら
３
（�

地
図
、関
西
大
学
運
動
場
設
計
書
、北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

宛
回
答
書
）

　

資
料
１
か
ら
３
は
、
内
容
か
ら
見
て
一
連
の
文
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

資
料
１
の
地
図
は
、
運
動
場
が
予
定
さ
れ
た
敷
地
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
面

積
に
関
す
る
書
き
込
み
か
ら
、
関
西
大
学
の
ほ
か
に
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

と
土
井
伊
三
郎
、
阪
本
熊
蔵
両
氏
の
所
有
す
る
土
地
が
用
地
と
し
て
想
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

地
図
中
の
運
動
場
予
定
地
で
大
き
な
面
積
を
占
め
る
の
は
、
北
大
阪
電
気
鉄
道

株
式
会
社
所
有
地
（
約
２
５
６
５
坪
）
と
土
井
氏
所
有
地
（
約
２
２
２
２
坪
）
で

あ
る
。
阪
本
氏
の
所
有
地
は
、
運
動
場
予
定
地
の
北
側
に
大
き
く
広
が
っ
て
い
る

が
、
こ
の
計
画
の
場
合
は
該
当
面
積
が
約
３
４
０
坪
と
少
な
い
。
そ
れ
に
引
き
換

え
、
土
井
氏
の
所
有
地
は
運
動
場
の
中
央
部
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
土
井
氏
所

有
地
を
入
手
で
き
る
か
否
か
が
、
運
動
場
を
建
設
で
き
る
か
ど
う
か
を
左
右
す
る

決
め
手
に
な
る
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
土
井
氏
と
の
交
渉
は
難
航
し
、
最
終
的
に

は
土
地
収
用
法
を
適
用
す
る
と
い
う
事
態
に
ま
で
発
展
す
る
。

　

資
料
２
は
関
西
大
学
運
動
場
設
計
書
で
、
土
砂
の
切
り
取
り
や
盛
り
土
、
観
覧

席
階
段
の
基
礎
や
設
置
に
関
す
る
工
事
な
ど
、
総
額
６
万
３
０
０
０
円
の
施
工
内

容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

資
料
３
は
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
２
月
10
日
付
で
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式

会
社
か
ら
関
西
大
学
に
対
し
て
な
さ
れ
た
照
会
に
対
す
る
３
月
４
日
付
の
回
答
書

で
、
内
容
は
四
項
目
に
わ
た
っ
て
い
る
。
項
目
一
に
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
ニ
必
要

ナ
ル
地
域
坪
數
并
ニ
豫
算
書
等
ハ
別
紙
圖
面
及
設
計
豫
算
書
ニ
テ
御
承
知
相
成

度
」
と
あ
る
が
、
簿
冊
の
中
で
こ
の
三
点
の
資
料
が
、
１（
地
図
）、
２（
設
計
書
）、

３（
回
答
書
）
の
順
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、「
別
紙
図
面
及
設

計
予
算
書
」
が
資
料
１
と
２
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

地
図
と
設
計
書
が
作
成
さ
れ
た
年
月
日
は
不
詳
で
あ
る
が
（
設
計
書
は
北
大
阪
電

気
鉄
道
株
式
会
社
の
用
紙
が
使
わ
れ
て
い
る
）、
３
の
回
答
書
に
記
載
さ
れ
た
発
信

日
（
大
正
11
年
３
月
４
日
）
か
ら
、
地
図
と
設
計
書
は
、
こ
の
回
答
書
の
少
し
前

か
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
完
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

回
答
項
目
の
二
か
ら
四
に
か
け
て
は
、
大
学
の
将
来
構
想
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

項
目
二
は
、
大
学
と
商
業
学
校
（
関
西
甲
種
商
業
学
校
な
ら
び
に
第
二
商
業
学
校

を
指
す
）
の
学
生
数
は
、
数
年
以
内
に
全
部
千
里
山
へ
移
転
し
た
場
合
、
六
千
人

以
上
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。
項
目
三
は
、
関
西
大
学
は
中
学
校
設
置
の
希

望
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
項
目
四
で
は
、
夜
学
が
中
心
に
な
る
の
で
交
通

の
便
さ
え
確
保
さ
れ
れ
ば
、
と
い
う
条
件
付
き
に
は
な
る
も
の
の
、
福
島
に
あ
る

専
門
部
も
将
来
は
千
里
山
へ
併
置
す
る
考
え
を
持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
乗
車
人
数
が
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
北
大
阪
電
気
鉄
道
株

式
会
社
に
対
し
、
学
生
の
乗
客
数
を
前
提
と
し
た
将
来
構
想
を
示
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
歴
史
の
事
実
が
示
す
よ
う
に
、
商
業
学
校
や
専
門
部
は
、

結
果
的
に
千
里
山
へ
は
移
転
せ
ず
、
１
９
２
９（
昭
和
４
）年
に
竣
工
し
た
天
六
学
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写真 3　運動場建設計画地図
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舎
へ
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、大
学
昇
格
の
認
可
を
受
け
る
前
に
は
、千
里
山

に
す
べ
て
を
統
合
す
る
構
想
が
存
在
し
た
こ
と
の
分
か
る
興
味
深
い
記
述
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
三
点
の
書
類
か
ら
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
に
完
成

す
る
運
動
場
は
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
３
月
時
点
で
基
本
設
計
が
終
わ
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

資
料
４
と
５
（
関
西
大
学
と
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
と
の
や
り
取
り
）

　

内
容
的
に
見
て
、
資
料
４
と
５
は
相
互
に
関
連
し
て
い
る
。

　

資
料
４
は
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
４
月
１
日
付
で
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式

会
社
が
関
西
大
学
に
宛
て
て
出
し
た
文
書
で
あ
る
。
運
動
場
の
設
置
に
関
し
て
Ａ
・

Ｂ
両
案
の
う
ち
か
ら
、
い
ず
れ
か
を
採
択
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
る
も
の
で
、
そ
の

後
の
設
置
場
所
を
決
定
す
る
重
要
な
提
案
と
な
っ
て
い
る
（
北
大
阪
電
気
鉄
道
株

式
会
社
と
し
て
は
Ｂ
案
が
採
択
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
）。
Ａ
・
Ｂ
両
案
の

内
容
を
確
認
し
て
い
こ
う
。

　

Ａ
案
で
は
、
運
動
場
の
設
置
場
所
は
関
西
大
学
と
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
、

土
井
伊
三
郎
氏
、
阪
本
熊
蔵
氏
の
所
有
地
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
す

で
に
関
西
大
学
が
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
提
出
し
て
い
る
地
図
に
描
か
れ

て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

　

Ａ
案
に
は
次
の
四
点
が
条
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
、
所
有
地
に
関
し
て
は
、
関
西
大
学
と
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
は
そ
れ
ぞ

れ
の
所
有
地
を
提
供
し
、
さ
ら
に
土
井
氏
と
阪
本
氏
の
所
有
地
に
関
し
て
は

必
要
な
地
域
を
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
が
買
収
し
、
そ
の
後
、
無
償
で

運
動
場
用
地
に
提
供
す
る
。

二
、
土
井
、
阪
本
両
氏
が
相
当
価
格
で
の
買
収
に
応
じ
な
い
場
合
は
、
関
西
大
学

で
土
地
収
用
法
を
適
用
し
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
買
収
を
援
助
す

る
。

三
、
運
動
場
地
盛
地
点
法
式
一
帯
は
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
所
有
と
す
る
。

四
、
関
西
大
学
の
表
門
通
路
に
沿
っ
た
五
間
幅
の
地
域
を
除
き
、
そ
の
南
側
の
関

西
大
学
所
有
地
は
す
べ
て
無
償
で
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
譲
渡
す
る
。

　

Ｂ
案
は
、
Ａ
案
の
奥
に
接
続
し
た
阪
本
氏
所
有
地
内
に
Ａ
案
と
同
じ
大
き
さ
の

運
動
場
を
設
置
す
る
も
の
で
、
五
点
の
条
件
が
つ
い
て
い
る
。

一
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
は
、
Ａ
案
と
同
じ
大
き
さ
の
運
動
場
敷
地
の
全

部
を
所
有
者
で
あ
る
阪
本
氏
か
ら
買
収
し
、
無
償
で
関
西
大
学
へ
提
供
す
る
。

二
、
阪
本
氏
が
相
当
価
格
で
買
収
に
応
じ
な
い
時
は
、
関
西
大
学
で
土
地
収
用
法

を
適
用
し
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
買
収
を
援
助
す
る
。

三
、
Ａ
案
の
土
井
氏
所
有
地
は
す
べ
て
関
西
大
学
で
買
収
し
た
上
で
北
大
阪
電
気

鉄
道
株
式
会
社
へ
無
償
で
提
供
す
る
。

四
、
関
西
大
学
所
有
地
の
う
ち
、
表
門
通
路
か
ら
南
側
は
す
べ
て
無
償
で
北
大
阪

電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
譲
渡
す
る
。

五
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
は
、
土
井
氏
所
有
地
と
、
関
西
大
学
か
ら
譲
り

受
け
た
土
地
の
う
ち
、
学
校
の
正
門
か
ら
南
に
接
続
す
る
地
域
二
千
坪
を
割

い
て
関
西
大
学
中
学
校
の
敷
地
と
し
て
無
償
で
関
西
大
学
に
提
供
す
る
。

　

ま
た
、
Ａ
・
Ｂ
両
案
に
共
通
す
る
条
件
と
し
て
は
次
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。

一
、
運
動
場
の
名
称
は
千
里
山
運
動
場
と
す
る
。

二
、
運
動
場
完
成
後
、
満
三
年
を
経
過
し
た
の
ち
は
、
敷
地
の
所
有
権
を
関
西
大

学
に
移
転
す
る
。

三
、
運
動
場
は
一
般
に
開
放
す
る
。
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四
、
運
動
場
使
用
料
を
徴
収
す
る
場
合
は
関
西
大
学
と
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会

社
の
双
方
で
協
定
を
結
ぶ
。

　

こ
の
資
料
４
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
土
地
所
有
者
で
あ
る
土
井
氏
と
阪
本
氏
の

存
在
で
あ
る
。
は
っ
き
り
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
両
氏
と
も
所
有
地
の
譲

渡
に
難
色
を
示
し
た
よ
う
で
、
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会

社
は
関
西
大
学
に
対
し
、
両
氏
が
相
応
な
価
格
で
の
買
収
に
応
じ
な
い
と
き
は
、

関
西
大
学
が
土
地
収
用
法
を
適
用
す
る
と
い
っ
た
法
的
手
段
を
用
い
て
で
も
北
大

阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
買
収
交
渉
を
援
助
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
（
Ａ
案
・
Ｂ

案
と
も
に
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
の
条
件
文
が
つ
い
て
い
る
）。

　

Ａ
案
と
Ｂ
案
が
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、
複
数
の
所
有
者
の
土
地
で
運
動
場
を

作
る
の
か
（
Ａ
案
）、
単
独
の
所
有
者
（
阪
本
氏
）
の
土
地
で
運
動
場
を
作
る
の
か

（
Ｂ
案
）
の
違
い
で
あ
る
。
資
料
１
の
地
図
を
見
る
と
、
運
動
場
を
作
る
の
に
必
要

な
面
積
は
７
２
０
９
坪
で
あ
る
が
、
Ａ
案
で
は
阪
本
氏
所
有
地
は
約
３
４
０
坪
と
、

最
も
少
な
い
面
積
で
あ
る
。
阪
本
氏
の
所
有
地
は
Ａ
案
の
運
動
場
予
定
地
の
奥
に

広
が
っ
て
い
る
た
め
、
一
部
だ
け
買
収
さ
れ
る
こ
と
に
阪
本
氏
は
異
を
唱
え
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
買
収
交
渉
に
あ
た
っ
た
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
が
阪
本
氏

の
所
有
地
だ
け
で
運
動
場
を
作
る
と
提
案
す
る
背
景
に
は
、
土
井
氏
と
の
交
渉
が

か
な
り
難
航
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
、
そ
の
打
開
策
と
し
て
Ｂ
案
が
提
案
さ

れ
た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
提
案
に
対
し
、
資
料
５
の
と
お

り
、
関
西
大
学
と
し
て
は
、
や
は
り
Ａ
案
が
妥
当
と
考
え
る
と
い
う
回
答
を
約
２

週
間
後
の
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
４
月
17
日
付
で
返
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｂ

案
が
Ａ
案
以
上
に
有
利
な
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
そ
の
調
査
材
料
を
提
出
し

て
も
ら
い
た
い
こ
と
。
さ
ら
に
Ａ
案
の
条
件
そ
の
三
に
「
満
三
年
後
、
す
べ
て
の

所
有
権
を
無
償
で
関
西
大
学
へ
移
転
す
る
」
と
い
う
但
し
書
き
を
追
加
し
て
ほ
し

い
こ
と
。
以
上
の
ほ
か
、
細
か
な
事
項
に
つ
い
て
は
別
途
協
議
し
て
決
定
す
る
と

い
う
文
言
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
こ
の
あ
と
も
土
井
、
阪
本
両
氏
が
所
有
す
る
土
地
の
買
収
交
渉
は
大
き

な
争
点
と
な
っ
て
続
い
て
い
く
。

資
料
６
（
電
鉄
評
価
の
根
拠
）

　

運
動
場
用
地
の
準
備
に
つ
い
て
は
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
が
中
心
に
な
っ

て
進
め
て
き
た
が
、
冒
頭
に
も
し
る
し
た
と
お
り
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

は
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
４
月
１
日
に
運
輸
事
業
部
門
を
新
京
阪
鉄
道
株
式
会

社
に
譲
渡
し
、
土
地
住
宅
部
門
だ
け
を
独
立
さ
せ
、
京
阪
土
地
株
式
会
社
と
名
称

を
変
え
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
く
。

　

資
料
６
は
運
輸
事
業
部
門
の
譲
渡
に
あ
た
り
、
電
鉄
会
社
を
ど
う
評
価
す
る
か

を
し
る
し
た
文
書
で
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
が
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

作
成
年
月
日
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
鉄
道
部
門
を
譲
渡
す
る
先
の
新
京
阪
鉄

道
株
式
会
社
の
設
立
年
月
日
が
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
６
月
28
日
で
あ
り
、
文

中
の
収
支
比
較
表
に
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
の
月
別

成
績
が
列
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
新
京
阪
鉄
道
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ

る
直
前
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
有
す
る
北
大
阪
線
が
い
か
に
収
益
の
見
込
め
る

優
良
路
線
で
あ
り
、
新
京
阪
鉄
道
側
か
ら
す
る
と
垂
涎
の
的
と
な
る
存
在
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
譲
渡
に
あ
た
っ
て
は
、
価
値
が
下
が
る
可
能
性

の
あ
る
新
京
阪
鉄
道
の
株
式
な
ど
で
は
な
く
、
現
金
で
授
受
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
強
調
し
て
い
る
。
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資
料
７
（
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
と
新
京
阪
鉄
道
株
式
会
社
と
の
「
覚
」）

　

資
料
７
は
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
と
新
京
阪
鉄
道
株
式
会
社
と
の
間
で

交
わ
さ
れ
た
「
覚
」
で
あ
る
。
実
物
を
見
て
み
る
と
、
タ
イ
プ
の
字
体
や
書
面
に

残
っ
て
い
る
綴
じ
穴
の
跡
な
ど
か
ら
、
資
料
６
と
同
じ
時
に
作
ら
れ
た
と
想
像
さ

れ
る
。

　
「
鐡
道
分
離
ノ
方
法
ニ
就
テ
ハ
京
阪
側
ニ
於
テ
鐡
道
會
社
ヲ
新
設
シ
本
會
社
電
鐡

部
一
切
ノ
財
産
及
權
利
義
務
ヲ
下
ニ
記
載
ス
ル
條
項
ニ
ヨ
リ
買
収
相
成
度
」
と
記

し
た
あ
と
に
十
一
項
目
の
条
件
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
関
西
大
学
に
と
っ
て
、
こ

の
「
覚
」
は
一
見
無
関
係
の
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
条
件
三
の
ロ
と
ハ
が
大

い
に
影
響
す
る
た
め
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
側
か
ら
提
供
さ
れ
た
と
想
像

さ
れ
る
。
事
実
、
お
そ
ら
く
関
西
大
学
関
係
者
の
手
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
こ
が
重
要
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
条
件
三
の
ロ
と
ハ
の
上
部
に
は
、
墨
で

書
か
れ
た
二
重
線
が
引
か
れ
、
さ
ら
に
丸
で
囲
ん
だ
ロ
と
ハ
の
文
字
が
書
き
込
ま

れ
て
い
る
。
条
件
三
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
、
左
記
ノ
支
出
ハ
鐡
道
建
設
費
ニ
準
シ
電
鐡
部
ノ
負
擔
タ
ル
ヘ
キ
コ
ト

　

イ　

電
鐡
営
業
費
缺
損
補
給
（
前
々
期
及
前
期
分
）
約
金
拾
貮
萬
圓
也

　

ロ　

關
西
大
學
寄
附
金
四
萬
圓
也

　

ハ　

�

千
里
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
（
本
社
分
擔
分
）
約
五
千
坪
ノ
代
金
約
五

萬
圓
也

　

ニ　

花
壇
設
備
費
約
七
萬
餘
圓
ノ
半
額
金
參
萬
五
千
圓
ノ
補
給

　

ロ
の
「
關
西
大
學
寄
附
金
四
萬
圓
」
と
い
う
の
は
、
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年

２
月
３
日
に
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
千
里
山
学
舎
の
敷
地
１
万
５
７
６

２
坪
３
合
５
勺
を
５
万
２
６
８
５
円
38
銭
で
買
い
受
け
る
契
約
を
取
り
交
わ
し
た

際
、
関
西
大
学
は
内
金
と
し
て
１
万
円
を
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
納
め
、

残
り
は
登
記
の
完
了
と
と
も
に
速
や
か
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
実
際

は
残
金
す
べ
て
（
４
万
円
余
）
を
借
り
受
け
る
措
置
を
取
っ
て
い
た
（
（
（

。
し
か
し
、

こ
の
残
金
の
う
ち
の
４
万
円
を
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
は
関
西
大
学
へ
寄
付

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

ハ
は
、
今
ま
さ
に
進
行
し
て
い
る
運
動
場
用
地
の
買
収
に
関
わ
る
経
費
で
あ
る

が
、
約
５
０
０
０
坪
の
代
金
約
５
万
円
を
電
鉄
側
が
負
担
す
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
点
を
新
会
社
で
も
引
き
継
ぐ
よ
う
指
示
す
る
も
の
で
、
関

西
大
学
に
と
っ
て
は
そ
の
約
束
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
最
重
要
と
し
て
大
学

関
係
者
が
欄
外
に
印
を
つ
け
て
強
調
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

写真 4　「覚」欄外の書き込み
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資
料
８
と
９
（
関
西
大
学
か
ら
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
対
す
る
願
い
書
）

　

資
料
８
と
９
は
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
７
月
５
日
に
関
西
大
学
専
務
理
事

の
宮
島
綱
男
が
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
技
師
長
で
あ
る
鎌
田
樟
次
郎
と
常

務
取
締
役
の
鷲
野
米
太
郎
に
出
し
た
願
い
書
で
あ
る
。

　

相
手
の
立
場
に
よ
っ
て
文
章
表
現
は
若
干
違
っ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
、

要
す
る
と
こ
ろ
、
大
学
の
表
門
に
沿
っ
た
大
学
所
有
地
の
譲
渡
に
関
す
る
件
（「
本

大
學
表
門
ニ
沿
ヘ
ル
本
大
學
所
有
地
讓
渡
ニ
関
ス
ル
件
」）
と
運
動
場
所
有
権
移
転

の
時
期
に
関
し
て
希
望
条
件
を
し
る
し
た
付
箋
を
つ
け
て
お
い
た
の
で
（「
運
動
場

敷
地
所
有
権
移
轉
ノ
時
期
ニ
関
ス
ル
件
ニ
関
シ
希
望
條
件
符
箋
」）、
格
別
の
配
慮

を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

宮
島
の
名
前
で
出
さ
れ
た
願
い
書
に
し
る
さ
れ
た
大
学
所
有
地
の
譲
渡
と
、
運

動
場
所
有
権
移
転
の
時
期
に
関
す
る
希
望
条
件
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

こ
の
あ
と
の
資
料
12
で
明
ら
か
に
な
る
。

資
料
10
（
関
西
大
学
か
ら
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
対
す
る
願
い
書
）

　

資
料
10
と
11
は
、
資
料
８
、
９
と
同
じ
７
月
５
日
付
の
文
書
で
あ
る
が
、
関
西

大
学
総
理
事
山
岡
順
太
郎
か
ら
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
常
務
取
締
役
鷲
野
米

太
郎
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
願
い
書
で
あ
る
。

　

資
料
10
は
、
大
学
敷
地
代
金
の
う
ち
未
払
い
で
あ
っ
た
４
万
円
に
つ
い
て
、
北

大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
株
式
会
社
は
大
学
へ
寄
付
す
る
こ
と
に
し
て
く
れ
た
が
、

こ
れ
に
対
し
、
取
り
扱
い
手
続
き
の
都
合
上
、
別
紙
の
寄
付
申
込
書
を
使
っ
て
大

学
へ
申
し
込
ん
で
ほ
し
い
と
依
頼
す
る
文
書
で
あ
る
。
大
学
と
し
て
は
寄
付
者
に

手
間
を
か
け
さ
せ
る
の
と
、
総
額
５
万
２
６
８
５
円
38
銭
（
う
ち
１
万
円
は
北
大

阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
へ
支
払
済
み
）
の
う
ち
の
大
半
で
あ
る
４
万
円
を
寄
付
し

て
も
ら
う
こ
と
か
ら
総
理
事
の
名
前
で
願
い
書
を
し
た
た
め
た
の
で
あ
る
。

資
料
11
（�

運
動
場
設
置
に
関
す
る
関
西
大
学
か
ら
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に

対
す
る
願
い
書
）

　

資
料
11
は
、
運
動
場
の
設
置
に
つ
い
て
、
今
般
大
学
理
事
会
の
決
議
と
し
て
４

月
１
日
付
の
文
書
の
う
ち
の
Ａ
案
を
正
式
に
選
択
し
た
の
で
覚
書
（
資
料
12
）
を

交
換
し
た
い
と
願
う
文
書
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
７
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
関
西
大
学
の

理
事
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
決
議
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
る
（
（
（

。

理
事
會
決
議
事
項

一
、
運
動
場
設
置
ニ
関
ス
ル
件

　

�

大
正
十
一
年
四
月
一
日
付
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
北
電
ト
略

称
ス
）
ノ
回
答
中
Ａ
案
を
選
擇
シ
該
案
ニ
関
シ
北
電
ノ
提
案
セ
ル
條
件
全

部
ヲ
承
認
ス
ル
旨
北
電
ニ
通
告
シ
覺
書
ヲ
交
換
ス

　

但
同
覺
書
ニ
ハ

　
（
イ
）�

本
大
學
表
門
通
路
ニ
沿
ヘ
ル
本
大
學
所
有
地
ヲ
北
電
ニ
譲
渡
セ
サ
ル

コ
ト
及

　
（
ロ
）�

運
動
場
敷
地
所
有
権
カ
大
正
十
四
年
七
月
五
日
ヲ
以
テ
本
大
學
ニ
移

轉
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
本
大
學
希
望
條
件
ト
シ
テ
符
箋
ス

�（
筆
者
注
、
決
議
事
項
の
二
以
降
は
本
稿
と
関
係
な
い
た
め
、
記
載
を
省
略
）

　

こ
の
理
事
会
決
議
を
受
け
て
出
さ
れ
た
の
が
資
料
11
で
あ
り
、取
り
交
わ
さ
れ
た

の
が
資
料
12
の
覚
書
で
あ
る
。
資
料
12
で
は
付
箋
の
内
容
も
具
体
的
に
判
明
す
る
。



大学昇格前後の関西大学運動場用地の取得と建設経過　20

資
料
12（
運
動
場
設
置
に
関
す
る
関
西
大
学
と
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
覚
書
）

　

覚
書
の
条
文
は
全
部
で
八
項
目
に
の
ぼ
る
が
、
基
本
的
に
は
資
料
４
で
Ａ
案
と

し
て
提
案
さ
れ
た
四
項
目
と
、
Ａ
Ｂ
両
案
に
共
通
の
条
件
四
項
目
を
あ
わ
せ
た
内

容
に
な
っ
て
い
る
。
覚
書
の
第
四
項
と
第
六
項
に
は
欄
外
に
付
箋
が
つ
い
て
お
り
、

こ
れ
は
資
料
４
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
先
に
記
述
し
た
理
事
会
決
議
を
受
け
て
つ

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
欄
外
の
付
箋
と
対
比
す
る
た
め
、
第
四
項
の
本
文
を
あ

わ
せ
て
し
る
し
て
お
く
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
、�

關
大
ハ
關
西
大
學
表
門
通
路
ニ
沿
ヘ
ル
五
間
幅
ノ
地
積
ヲ
除
キ
其
南
部

ニ
位
ス
ル
關
大
所
有
地
ヲ
無
償
ニ
テ
北
電
ニ
譲
渡
ス
コ
ト

（
欄
外
付
箋
）�

本
項
ノ
土
地
ハ
関
大
ニ
於
テ
將
來
利
用
ヲ
要
ス
ル
地
域
ニ
付
譲

渡
ヲ
爲
サ
サ
ル
コ
ト
ヲ
希
望
ス
已
ム
ナ
ク
ン
ハ
之
ニ
對
ス
ル
相

當
金
額
ヲ
支
拂
フ
モ
妨
ケ
ナ
シ

　

表
門
道
路
に
沿
っ
た
五
間
幅
の
場
所
を
除
い
た
南
側
の
関
大
所
有
地
を
無
償
で

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
譲
渡
す
る
こ
と
と
い
う
本
文
に
対
し
、
関
西
大
学

は
、
将
来
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
場
所
な
の
で
譲
渡
し
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
。

ま
た
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
相
応
の
金
額
を
支
払
っ
て
も
よ
い
、
と

土
地
の
譲
渡
を
避
け
た
い
と
い
う
意
向
を
示
し
て
い
る
。

　

同
様
に
、
第
六
項
の
本
文
な
ら
び
に
欄
外
の
付
箋
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

六
、�

運
動
場
完
成
後
満
参
ケ
年
ヲ
經
過
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
敷
地
ノ
所
有
権
ヲ

関
大
ニ
移
轉
ス
ル
コ
ト

（
欄
外
付
箋
）�

關
大
ハ
本
項
ノ
運
動
場
敷
地
所
有
権
カ
大
正
十
四
年
七
月
五
日

ヲ
以
テ
関
大
ニ
移
轉
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
希
望
ス

　

第
六
項
の
本
文
と
付
箋
で
決
定
的
に
異
な
る
の
は
運
動
場
敷
地
所
有
権
の
移
転

時
期
で
あ
る
。
本
文
は
運
動
場
が
完
成
し
た
満
三
年
後
で
あ
る
の
に
対
し
、
付
箋

は
運
動
場
の
完
成
は
別
に
し
て
、
こ
の
覚
書
締
結
の
三
年
後
で
あ
る
大
正
十
四
年

七
月
五
日
に
所
有
権
移
転
を
希
望
し
て
い
る
。
土
地
の
取
得
交
渉
が
難
航
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
完
成
が
い
つ
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
完
成
後
三
年
と
い
う

条
件
を
関
西
大
学
と
し
て
は
受
け
入
れ
に
く
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
付
箋
は
あ
く
ま
で
も
関
西
大
学
側
の
希
望
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
実
際

は
覚
書
の
本
文
の
内
容
で
締
結
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
た
め
、
翌
１
９
２
３
（
大
正

12
）
年
６
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
は
、
無
償
で
譲
渡
す
べ
き
土
地
を
大

学
に
買
い
戻
す
旨
の
決
議
を
行
っ
て
い
る
（
（1
（

。

Ａ
案
を
選
択
し
た
理
由

　

と
こ
ろ
で
、
関
西
大
学
は
な
ぜ
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
が
提
案
す
る
Ｂ

案
で
は
な
く
、
あ
え
て
所
有
権
が
複
数
に
わ
た
る
Ａ
案
を
選
択
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ら
び
に
運
動
場
の
デ
ザ
イ
ン
の
関

係
か
ら
Ａ
案
を
選
択
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
れ
を
説
明
す
る
前
に
、

こ
の
時
期
の
用
地
や
校
舎
に
関
す
る
事
項
の
流
れ
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

１
９
２
１（
大
正
10
）年
２
月
３
日	

�

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
と
の
間
で
千
里

山
学
舎
敷
地
売
買
契
約
を
締
結

１
９
２
１（
大
正
10
）年
２
月
５
日	

大
学
設
立
認
可
申
請
書
を
文
部
省
に
提
出

１
９
２
１（
大
正
10
）年
７
月	

予
科
校
舎
建
設
着
工
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１
９
２
２（
大
正
11
）年
３
月
４
日	

�

運
動
場
の
地
割
、
完
成
設
計
図
を
添
え
て
グ

ラ
ウ
ン
ド
設
置
に
必
要
な
地
域
と
面
積
を
北

大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
回
答
（
資
料

１
・
２
・
３
）

１
９
２
２（
大
正
11
）年
４
月
下
旬	

予
科
校
舎
竣
工

１
９
２
２（
大
正
11
）年
５
月
３
日	

�

運
動
場
敷
設
に
つ
い
て
、
北
大
阪
電
気
鉄
道

に
Ａ
案
で
の
速
や
か
な
契
約
を
照
会
す
る
こ

と
を
役
員
会
で
決
議

１
９
２
２（
大
正
11
）年
６
月
５
日	
大
学
令
に
依
る
関
西
大
学
設
立
の
認
可

１
９
２
２（
大
正
11
）年
７
月
５
日	

�

基
本
的
に
Ａ
案
に
基
づ
く
覚
書
を
締
結
（
資

料
12
）

　

千
里
山
の
学
舎
用
敷
地
を
入
手
し
た
の
が
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
２
月
３
日

で
、
そ
の
２
日
後
に
大
学
設
立
認
可
申
請
書
を
文
部
省
に
提
出
し
、
そ
れ
か
ら
５

カ
月
後
の
同
年
７
月
に
は
千
里
山
で
最
初
の
建
物
と
な
る
予
科
校
舎
の
建
設
に
着

工
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
か
ら
８
カ
月
後
の
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
３
月

４
日
に
は
運
動
場
の
設
計
図
が
完
成
し
て
い
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
学
舎
用
の

敷
地
を
入
手
し
て
か
ら
１
年
後
に
は
運
動
場
の
地
割
と
設
計
図
が
で
き
あ
が
っ
て

い
る
わ
け
で
、
か
な
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
準
備
が
進
ん
で
い
る
。
校
舎
や
運
動
場
と

い
っ
た
学
び
の
場
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
を
配
置
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
デ

ザ
イ
ン
が
、
学
舎
敷
地
の
取
得
交
渉
と
並
行
し
て
進
行
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

Ａ
案
の
運
動
場
は
予
科
校
舎
の
東
側
に
位
置
し
、
一
段
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
４

０
０
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
を
中
心
と
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る
と
い
う
配
置
で
、

勉
強
を
す
る
建
物
と
運
動
を
す
る
エ
リ
ア
が
近
い
所
に
存
在
し
、
双
方
を
利
用
す

る
学
生
の
立
場
か
ら
見
て
動
線
に
無
理
が
な
い
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
か
つ
、
校
舎

か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
に
下
り
て
い
く
斜
面
を
利
用
し
て
観
覧
席
を
設
け
る
と
い
う
デ

ザ
イ
ン
は
、
自
然
の
地
形
を
活
か
す
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
大
学
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
運
動
場
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
資

料
が
残
っ
て
い
る
。『
千
里
山
学
報
』
第
３
号
の
中
に
「
運
動
場
新
設
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
つ
い
た
記
事
が
あ
り
、
そ
こ
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
（1
（

。

（
前
略
）
本
学
は
、
近
く
範
を
歐
米
各
大
學
に
採
り
一
大
グ
リ
ー
ク
、
シ
エ
タ

ー
を
建
設
せ
ん
と
企
畫
し
つ
ゝ
あ
り
。
即
ち
附
近
の
大
窪
地
を
利
用
し
て
圖

の
如
き
圓
場
を
築
造
し
て
露
天
の
大
演
説
会
場
若
く
は
大
演
奏
會
場
と
な
し

得
る
の
み
な
ら
ず
、
内
部
の
長
椅
子
を
取
り
除
く
時
は
廣
大
な
る
半
圓
形
の

運
動
場
と
成
り
其
所
に
於
て
爲
さ
る
ゝ
各
種
の
演
技
を
周
邊
の
ス
タ
ン
ド
か

ら
見
物
し
得
る
設
備
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
完
成
の
暁
は
我
國
否
な
東
洋
一
と

稱
し
得
る
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
記
述
の
下
に
「
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
グ
リ
ー
ク
、
シ

エ
タ
ー
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
つ
い
た
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
半

円
形
の
ス
タ
ン
ド
か
ら
各
種
の
演
技
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
大
学
関
係
者

は
想
定
し
て
お
り
、
そ
れ
が
完
成
し
た
暁
に
は
、
日
本
は
言
う
に
及
ば
ず
、
東
洋

で
も
第
一
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
Ｂ
案
の
場
合
、
阪
本
氏
が
所
有
す
る
土
地
に
運
動
場
を
設
置
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
予
科
校
舎
か
ら
は
少
し
離
れ
た
エ
リ
ア
に
な
る
（
資
料
１
の
地
図
か

ら
想
像
す
る
と
、
現
在
の
第
１
学
舎
４
号
館
か
ら
誠
之
館
、
さ
ら
に
千
里
山
中
央

体
育
館
あ
た
り
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
）。
こ
ち
ら
の
場
所
で
は
、
Ａ
案
の
よ
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う
に
、
も
と
か
ら
あ
る
地
形
を
活
か
し
て
す
り
鉢
状
の
ス
タ
ン
ド
を
作
れ
な
い
可

能
性
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
新
た
に
土
地
を
造
成
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
資
料
５

で
関
西
大
学
が
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
「
Ｂ
案
が
Ａ
案
以
上
に
有
利

な
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
そ
の
調
査
材
料
を
提
出
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
回

答
し
た
の
は
、
用
地
買
収
費
用
の
多
寡
だ
け
で
な
く
、
グ
リ
ー
ク
・
シ
ア
タ
ー
を

模
し
た
運
動
場
の
デ
ザ
イ
ン
や
、
観
覧
席
の
建
設
に
あ
た
っ
て
、
も
と
か
ら
の
地

形
を
利
用
で
き
る
点
な
ど
か
ら
も
Ａ
案
の
方
が
勝
っ
て
い
る
と
大
学
関
係
者
は
考

え
た
の
で
あ
る
。

資
料
15
と
16
（
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
関
西
大
学
に
対
す
る
回
答
）

　

資
料
13
、
14
な
ら
び
に
20
は
、
学
生
・
生
徒
の
乗
車
賃
に
関
す
る
文
書
な
の
で
、

本
稿
で
の
検
証
か
ら
は
除
外
し
、
土
地
取
得
に
関
す
る
こ
と
に
限
定
し
た
い
。

　

資
料
15
と
16
は
、
い
ず
れ
も
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
７
月
12
日
付
で
北
大
阪

電
気
鉄
道
株
式
会
社
常
務
取
締
役
の
鷲
野
米
太
郎
が
関
西
大
学
総
理
事
山
岡
順
太

郎
に
宛
て
て
送
っ
た
文
書
で
あ
る
。

　

資
料
15
は
、
７
月
５
日
付
で
照
会
の
あ
っ
た
運
動
場
設
置
条
件
に
つ
い
て
回
答

す
る
も
の
で
、
土
井
、
阪
本
両
氏
の
所
有
地
買
収
に
あ
た
り
、
関
西
大
学
の
名
で

買
収
す
る
際
は
土
地
収
用
法
を
適
用
す
る
く
ら
い
に
ま
で
尽
力
し
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
と
、
付
箋
に
記
載
さ
れ
て
い
る
希
望
条
件
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
回
答

し
が
た
い
が
、
こ
の
文
書
は
仮
に
提
出
す
る
も
の
で
、
追
っ
て
新
重
役
が
就
任
し

た
時
点
で
再
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

資
料
16
は
、
７
月
５
日
付
で
照
会
が
あ
り
、
か
ね
て
か
ら
交
渉
し
て
い
る
関
西

大
学
拡
張
資
金
と
し
て
４
万
円
を
寄
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
支
出
す
る
こ
と
は

す
で
に
重
役
会
で
決
議
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
重
役
の
多
数
が
異
動
し
、
近
々

写真 5　運動場のモデルとなったカリフォルニア大学のグリーク・シアター（『千里山学報』第 3号）
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新
重
役
が
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
役
職
者
が
就
任
し
た

上
で
寄
付
申
込
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

資
料
17
（
所
有
地
買
収
交
渉
に
関
す
る
願
い
書
）

　

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
地
所
課
長
で
あ
る
鎌
田
樟
次
郎
か
ら
関
西
大
学

の
専
務
理
事
で
あ
る
宮
島
綱
男
宛
に
出
さ
れ
た
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
８
月
２

日
付
の
願
い
書
が
資
料
17
で
あ
る
。

　

土
井
、
阪
本
両
氏
の
所
有
地
買
収
の
件
に
つ
い
て
は
折
衝
を
重
ね
て
き
た
が
協

議
が
ま
と
ま
ら
な
い
た
め
、
誠
に
遺
憾
で
は
あ
る
が
、
関
西
大
学
か
ら
交
渉
さ
れ

る
よ
う
願
う
文
書
で
、
接
続
地
の
買
収
価
格
（
公
簿
面
で
は
１
坪
あ
た
り
14
円
95

銭
、
実
測
で
は
１
坪
あ
た
り
８
円
91
銭
）
を
示
し
、
そ
の
範
囲
内
で
協
議
し
て
も

ら
い
た
い
と
し
る
し
て
い
る
。

資
料
18
（
土
地
収
用
法
の
適
用
手
続
き
を
願
う
文
書
）

　

資
料
17
が
出
さ
れ
て
約
１
カ
月
後
、
鎌
田
地
所
課
長
に
宛
て
た
文
書
で
あ
る
。

差
出
人
は
不
明
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
見
て
先
の
文
書
を
受
け
て
の
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
宮
島
綱
男
専
務
理
事
で
あ
ろ
う
。

　
「
運
動
場
の
敷
地
に
必
要
な
土
井
氏
所
有
地
に
関
し
て
は
、
す
で
に
二
回
直
接
交

渉
を
試
み
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
要
領
を
得
ず
、
時
間
だ
け
が
経
過
し
て
い
る
の
は

遺
憾
で
あ
る
た
め
、
不
本
意
で
は
あ
る
が
こ
の
際
、
土
地
収
用
法
に
よ
る
こ
と
も

や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
。
つ
い
て
は
、
運
動
場
の
設
計
に
関
す
る
材
料
を
貴
社

で
配
慮
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
、
土
地
収
用
法
適
用
の
手
続
き
に
つ
い
て
も
然

る
べ
く
貴
社
で
手
配
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

用
地
買
収
交
渉
は
デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
に
乗
り
上
げ
、
い
よ
い
よ
土
地
収
用
法
を
適

用
せ
ざ
る
を
得
な
い
局
面
に
ま
で
至
っ
た
の
で
あ
る
。

資
料
19
（
安
封
宇
吉
宛
願
い
書
）

　

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
９
月
13
日
付
で
安あ

封ぶ

宇う

吉き
ち

氏
宛
に
出
さ
れ
た
書
面
で
、

千
里
山
新
校
舎
敷
地
に
隣
接
し
て
一
大
運
動
場
を
建
設
す
る
べ
く
準
備
を
進
め
て

い
る
件
に
関
し
、
近
日
中
に
面
会
し
た
い
の
で
日
時
に
つ
い
て
ご
一
報
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
内
容
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
３
（
１
９
２
８
）
年
７
月
版
の
『
人
事
興
信
録
（
（1
（

』
に
よ
る
と
、
安
封
宇
吉

は
そ
の
当
時
、
東
京
開
成
館
株
式
会
社
の
取
締
役
で
、
大
阪
府
豊
能
郡
豊
津
村
に

住
ん
で
い
た
。
お
そ
ら
く
土
井
氏
の
土
地
に
関
し
て
の
相
談
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の

書
面
か
ら
だ
け
で
は
具
体
的
な
用
件
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

資
料
21
（
運
動
場
敷
地
提
供
に
関
す
る
承
諾
書
）

　

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
取
締
役
社
長
秋
岡
義
一
か
ら
関
西
大
学
総
理
事
山

岡
順
太
郎
宛
に
出
さ
れ
た
承
諾
書
で
あ
る
。
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
７
月
５
日

に
取
り
交
わ
し
た
「
関
西
大
学
運
動
場
設
置
ニ
関
ス
ル
覚
書
」（
資
料
12
）
を
も
と

に
、
そ
の
後
の
経
過
を
踏
ま
え
て
条
文
を
整
備
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

全
部
で
八
項
目
の
条
文
の
う
ち
、
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
の
は
第
三
項
と
第
五

項
、
第
七
項
、
第
八
項
の
四
項
目
、
細
か
な
字
句
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
内
容
的

に
変
わ
っ
て
い
な
い
の
は
第
一
項
で
あ
る
。
残
る
第
二
項
と
第
四
項
、
第
六
項
が

覚
書
締
結
後
２
カ
月
余
り
の
時
間
経
過
に
伴
っ
て
内
容
を
修
正
し
た
条
文
で
あ
る
。

ど
こ
が
変
わ
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
を
比
較
し
て
み
た
い
（
承
諾
書
の
中
の

傍
線
は
筆
者
が
つ
け
た
）。
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第
二
項

（
覚　

書
）
二
、�

土
井
、
阪
本
両
氏
カ
其
所
有
地
ヲ
相
當
價
格
ニ
テ
賣
渡
ヲ
爲
サ
サ

ル
ト
キ
ハ
關
大
ハ
其
名
ニ
於
テ
北
電
ノ
買
収
ヲ
援
助
ス
ル
コ
ト

（
承
諾
書
）
二
、�

土
井
、
阪
本
兩
氏
カ
其
所
有
地
ヲ
相
當
價
格
ニ
テ
賣
渡
ヲ
爲
サ
ヽ

ル
ト
キ
ハ
關
大
ハ
其
名
ニ
於
テ
北
電
ノ
買
収
ヲ
援
助
ス
ル
コ
ト
此

ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
土
地
収
用
法
ヲ
適
用
ス
ル
程
度
迄
盡
力
ス
ル
コ

ト

第
四
項

（
覚　

書
）
四
、�

關
大
ハ
關
西
大
學
表
門
通
路
ニ
沿
ヘ
ル
五
間
幅
ノ
地
積
ヲ
除
キ
其

南
部
ニ
位
ス
ル
關
大
所
有
地
ヲ
無
償
ニ
テ
北
電
ニ
譲
渡
ス
コ
ト

	
�（

欄
外
付
箋
）
本
項
ノ
土
地
ハ
関
大
ニ
於
テ
將
來
利
用
ヲ
要
ス
ル

地
域
ニ
付
譲
渡
ヲ
爲
サ
サ
ル
コ
ト
ヲ
希
望
ス
已
ム
ナ
ク
ン
ハ
之
ニ

對
ス
ル
相
當
金
額
ヲ
支
拂
フ
モ
妨
ケ
ナ
シ

（
承
諾
書
）
四
、�

關
大
ハ
關
大
表
門
通
路
ニ
沿
ヘ
ル
五
間
幅
ノ
地
積
ヲ
除
キ
其
南
部

ニ
位
ス
ル
關
大
所
有
地
ヲ
無
償
ニ
テ
北
電
ニ
讓
渡
ス
ル
コ
ト
（
約

壱
千
弐
百
坪
）

	

（
欄
外
付
箋
）
は
却
下

第
六
項

（
覚　

書
）
六
、�

運
動
場
完
成
後
満
参
ケ
年
ヲ
經
過
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
敷
地
ノ
所
有

権
ヲ
関
大
ニ
移
轉
ス
ル
コ
ト

	
�（

欄
外
付
箋
）
關
大
ハ
本
項
ノ
運
動
場
敷
地
所
有
権
カ
大
正
十
四

年
七
月
五
日
ヲ
以
テ
関
大
ニ
移
轉
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
希
望
ス

（
承
諾
書
）
六
、�

運
動
場
敷
地
ノ
所
有
権
ハ
適
當
ノ
時
機
ニ
於
テ
關
大
ニ
移
轉
ヲ
爲

ス
モ
若
シ
關
大
ニ
於
テ
將
來
運
動
場
ヲ
癈
止
ス
ル
場
合
ハ
北
電
ヨ

リ
提
供
シ
タ
ル
土
地
（
土
井
、
阪
本
兩
氏
ノ
土
地
ヲ
關
大
名
義
ニ

テ
買
収
セ
ル
場
合
モ
含
ム
）
ハ
之
レ
ヲ
無
償
ヲ
以
テ
北
電
ニ
返
戻

讓
渡
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
此
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
同
地
上
ノ
建
設
物
ハ
一

切
北
電
ニ
於
テ
補
償
ヲ
認
メ
サ
ル
コ
ト

　

第
二
項
の
前
半
部
は
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
後
半
に
「
土
井
、
阪
本
両
氏
の
土

地
買
収
に
あ
た
っ
て
関
西
大
学
は
、
土
地
収
用
法
を
適
用
す
る
程
度
に
ま
で
尽
力

す
る
こ
と
」
と
い
う
一
文
が
付
け
加
わ
っ
て
い
る
の
が
相
違
点
で
あ
る
。
両
氏
に

対
す
る
土
地
売
買
交
渉
が
進
展
し
な
い
た
め
、
土
地
収
用
法
を
適
用
す
る
く
ら
い

ま
で
尽
力
す
べ
し
と
い
う
強
い
協
力
と
覚
悟
を
関
西
大
学
に
求
め
、
そ
れ
を
改
め

て
明
記
し
て
い
る
。

　

第
四
項
は
、
関
西
大
学
所
有
地
を
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
譲
渡
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
面
積
が
示
さ
れ
た
の
と
、
大
学
の
希
望
と
し
て
出
さ
れ

て
い
た
付
箋
の
内
容
に
つ
い
て
は
却
下
し
た
こ
と
が
覚
書
と
変
わ
っ
た
点
で
あ
る
。

　

第
六
項
は
、
運
動
場
敷
地
所
有
権
の
移
転
期
日
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
相

違
点
で
あ
る
。
覚
書
で
は
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
は
運
動
場
が
完
成
し
た

満
３
年
後
に
譲
渡
す
る
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
関
西
大
学
は
完
成
後
で
は

な
く
、
覚
書
を
締
結
し
た
満
３
年
後
に
し
て
ほ
し
い
と
す
る
付
箋
を
つ
け
て
い
た
。

そ
れ
が
こ
の
承
諾
書
で
は
「
運
動
場
敷
地
ノ
所
有
権
ハ
適
當
ノ
時
機
ニ
於
テ
關
大

ニ
移
轉
ヲ
爲
ス
」
と
具
体
的
な
期
日
を
明
記
し
な
い
こ
と
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

土
地
買
収
が
難
航
し
、
完
成
時
期
が
見
通
せ
な
い
た
め
条
文
を
変
更
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
も
し
、
関
西
大
学
が
運
動
場
を
廃
止
し
た
場
合
は
、
北
大
阪
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電
気
鉄
道
株
式
会
社
が
提
供
し
て
い
た
土
地
は
も
と
よ
り
、
関
西
大
学
名
義
で
買

収
し
て
い
た
土
井
、
阪
本
両
氏
の
土
地
も
無
償
で
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に

返
却
な
ら
び
に
譲
渡
す
る
こ
と
。
そ
し
て
運
動
場
の
上
の
建
設
物
に
対
し
て
北
大

阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
は
一
切
補
償
し
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
覚
書
締
結

後
の
推
移
を
踏
ま
え
た
上
で
の
条
件
設
定
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
節
　
京
阪
土
地
株
式
会
社
時
代
の
文
書

　

簿
冊
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
文
書
の
う
ち
、
資
料
22
以
降
は
京
阪
土
地
株
式
会
社

と
取
り
交
わ
し
た
文
書
に
な
る
。
資
料
21
（
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
９
月
16
日

付
）
と
資
料
22
（
１
９
２
４
（
大
正
13
年
）
９
月
３
日
付
）
の
間
に
は
２
年
ほ
ど

の
年
月
が
流
れ
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
文
書
が
綴
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
１
９
２

３
年
（
大
正
12
）
年
４
月
１
日
に
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
が
運
輸
事
業
部
門

を
新
京
阪
鉄
道
株
式
会
社
へ
譲
渡
す
る
と
と
も
に
、
土
地
住
宅
部
門
を
独
立
さ
せ
、

社
名
を
京
阪
土
地
株
式
会
社
と
改
め
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
土
地
の
買
収
交
渉
は
継
続
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

資
料
22
（
運
動
場
敷
地
寄
付
の
願
い
書
）

　

資
料
22
は
、
１
９
２
４（
大
正
13
年
）
９
月
３
日
付
で
関
西
大
学
総
理
事
山
岡
順

太
郎
か
ら
京
阪
土
地
株
式
会
社
社
長
秋
岡
義
一
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。

　
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
と
し
て
寄
付
し
て
い
た
だ
け
る
他
人
所
有
地
の
土
地
収
用

価
格
が
今
般
、
大
阪
府
審
査
会
で
別
紙
裁
決
書
の
と
お
り
決
定
し
た
の
で
、
ご
承

知
お
き
願
い
た
い
。
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
は
関
西
大
学
の
施
設
の
中
で
も
最
も

緊
急
を
要
す
る
も
の
な
の
で
、
格
別
の
ご
理
解
を
賜
る
と
同
時
に
、
こ
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
建
設
は
地
域
の
開
発
と
も
重
大
な
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
敷
地
の
寄

付
に
つ
い
て
は
至
急
ご
高
配
を
賜
る
べ
く
、
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

内
容
で
あ
る
。

　

土
地
収
用
価
格
を
し
る
し
た
「
別
紙
裁
決
書
」
が
簿
冊
の
中
に
綴
じ
ら
れ
て
い

な
い
た
め
、
価
格
が
い
く
ら
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

大
阪
府
審
査
会
で
土
地
収
用
法
の
適
用
が
決
定
し
た
の
は
間
違
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
ま
で
「
京
阪
土
地
に
関
す
る
文
書
」
と
題
す
る
簿
冊
に
綴
じ

ら
れ
て
い
る
文
書
を
中
心
に
運
動
場
用
地
の
取
得
経
過
を
検
証
し
て
き
た
が
、
年

史
編
纂
室
に
は
も
う
一
点
、
土
地
取
得
に
関
す
る
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
関

西
大
学
施
設
課
（
現
在
の
管
財
課
）
が
作
成
し
た
「
資
産
台
帳
」
で
あ
る
（
（1
（

。
こ
の

中
に
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
取
得
し
た
土
地
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち
、
大
正
時
代
に
取
得
し
た
の
は
次
の
５
件
で
あ
る
。

代
表
所
在
地

取
得
日

登
記
日

面　

積

買
い
入
れ
先

取
得
価
格

備　

考

１
三
島
郡
千
里

村
大
字
千
里

山
８
１
８
他

大
正
10
年

２
月
３
日

大
正
10
年

５
月
24
日

３
町
２
反

８
畝
８
歩

北
大
阪
電
気

鉄
道

５
２
６
８
５

円
38
銭

２
吹
田
市
大
字

片
山
１
７
０

５
他

大
正
13
年

８
月
26
日

大
正
13
年

10
月
14
日

２
反
９
畝

19
歩

土
居
伊
三
郎

（
豊
能
郡
豊
津

村
垂
水
１
１

７
６
）

５
４
７
９
５

円
31
銭

土
地
収
用
法
に
よ
り

収
容
し
た
る
も
の
に

て
、土
地
代
金
は
京

阪
電
気
鉄
道
株
式

会
社
よ
り
支
出
を
受

け
た
る
も
の
な
り

３
吹
田
市
大
字

片
山
１
７
１

３
他

大
正
14
年

９
月
１
日

大
正
14
年

10
月
５
日

１
反
５
畝

12
歩

阪
本
熊
蔵

（
三
島
郡
千
里
村

大
字
佐
井
寺
）

６
９
０
６
円

90
銭

４
吹
田
市
片
山

１
８
０
０

大
正
15
年

４
月
22
日

大
正
15
年

４
月
27
日

９
畝
11
歩

阪
本
熊
蔵

（
三
島
郡
千
里
村

大
字
佐
井
寺
）

４
２
０
０
円

95
銭

５
吹
田
市
片
山

１
８
０
２
の

1
他

大
正
15
年

４
月
22
日

大
正
15
年

４
月
27
日

４
畝
25
歩

岸
田
久
蔵

（
三
島
郡
千
里

村
大
字
片
山
）

２
１
６
７
円

75
銭
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第
一
項
目
は
、
運
動
場
用
地
で
は
な
く
、
学
舎
用
地
と
し
て
北
大
阪
電
気
鉄
道

株
式
会
社
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
、
す
で
に
何
度
も
触
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
表
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
第
二
項
目
で
、
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
８

月
26
日
に
土
井
伊
三
郎
氏
の
所
有
地
２
反
９
畝
19
歩
を
５
万
４
７
９
５
円
31
銭
で

取
得
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
備
考
欄
に
は
「
土
地
収
用
法
に
よ
り
収
容
し
た
る

も
の
に
て
、
土
地
代
金
は
京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
よ
り
支
出
を
受
け
た
る
も
の

な
り
」
と
い
う
注
意
書
き
が
残
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。

　

資
料
22
に
「
他
人
所
有
土
地
収
用
價
格
今
回
大
阪
府
審
査
會
ニ
於
テ
別
紙
裁
決

書
ノ
通
リ
決
定
相
成
候
」
と
あ
る
の
は
、
ま
さ
に
土
井
伊
三
郎
氏
所
有
地
を
８
月

26
日
に
土
地
収
用
法
に
よ
っ
て
収
容
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
、
そ
の
う
え
で
早
急
に

敷
地
の
寄
付
を
依
頼
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
時
系
列
的
に
は
少
し
さ
か
の
ぼ
る
が
、『
千
里
山

学
報
』
第
15
号
（
（1
（

に
は
「
新
設
運
動
場
の
土
地
収
用
認
可
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

「
本
學
千
里
山
學
舎
に
新
設
す
べ
き
運
動
場
用
敷
地
買
収
の
件
に
關
し
、
土
地
収
用

法
適
用
の
件
政
府
當
局
に
出
願
中
の
と
こ
ろ
過
般
無
事
認
可
せ
ら
れ
た
」
と
い
う

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
15
号
が
発
行
さ
れ
た
の
は
１
９
２
４
（
大
正
13
）

年
１
月
１
日
な
の
で
、
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
末
ご
ろ
に
は
土
地
収
用
法
適
用

の
認
可
を
受
け
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
末
ご
ろ
に
土
地
収
用
法
の

適
用
が
認
可
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
土
井
氏
と
の
交
渉
が
続
け
ら
れ
た
結
果
、

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
８
月
26
日
に
土
地
収
用
価
格
に
基
づ
い
て
所
有
地
が
京

阪
土
地
株
式
会
社
に
買
収
さ
れ
、
そ
の
後
、
関
西
大
学
へ
提
供
さ
れ
て
10
月
14
日

付
で
登
記
が
行
わ
れ
た
と
い
う
流
れ
が
見
え
て
く
る
。

資
料
23
（
鎌
田
樟
次
郎
か
ら
宮
島
綱
男
に
宛
て
た
書
状
）

　

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
時
代
に
技
師
長
か
ら
地
所
課
長
と
な
り
、
京
阪
土

地
株
式
会
社
で
も
用
地
取
得
に
関
係
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
鎌
田
樟
次
郎
が
１

９
２
４
（
大
正
13
）
年
９
月
18
日
付
で
宮
島
綱
男
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
。
手
紙

の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
の
ち
ほ
ど
改
め
て
し
る
す
が
、
鎌
田
と
宮
島
の
親

密
な
関
係
が
想
像
で
き
る
書
状
で
あ
る
。

資
料
24
（
関
西
大
学
と
京
阪
土
地
株
式
会
社
と
の
仮
契
約
書
）

　

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
２
月
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
運
動
場
の
設
置
に
関
す
る

取
り
組
み
は
、
土
井
伊
三
郎
氏
の
土
地
を
取
得
し
た
こ
と
で
大
き
な
山
を
越
え
た
。

資
料
24
は
関
西
大
学
と
京
阪
土
地
株
式
会
社
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
１
９
２
４

（
大
正
13
）
年
９
月
26
日
付
の
仮
契
約
書
で
あ
る
。
契
約
内
容
は
全
部
で
十
一
条
に

の
ぼ
っ
て
い
る
。
条
文
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

第
一
条　

運
動
場
の
区
域
は
別
紙
図
面
の
と
お
り
。

第
二
条　

会
社
（
京
阪
土
地
株
式
会
社
）
は
、
運
動
場
区
域
内
に
あ
る
会
社
所

有
地
（
約
２
５
６
５
坪
）
を
大
学
に
提
供
し
、
無
償
で
使
用
に
供
す

る
。

第
三
条　

会
社
は
、
運
動
場
区
域
内
に
あ
る
他
人
所
有
地
（
約
２
５
６
２
坪
）

を
買
収
の
上
、
大
学
に
提
供
し
、
無
償
で
使
用
に
供
す
る
。

第
四
条　

第
二
条
と
第
三
条
に
記
載
し
た
土
地
は
、
運
動
場
完
成
後
三
年
を
経

過
し
た
と
き
無
償
で
大
学
に
譲
渡
す
る
。
な
お
、
期
間
に
関
し
て
は
、

会
社
に
支
障
が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
短
縮
す
る
こ
と
も
あ
る
。

第
五
条　

会
社
が
相
当
と
認
め
た
価
格
で
他
人
所
有
地
を
買
収
す
る
こ
と
が
で
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き
な
い
と
き
は
、
大
学
で
土
地
収
用
法
に
よ
り
こ
れ
を
収
用
す
る
。

そ
の
場
合
、
会
社
は
収
用
補
償
金
額
を
第
四
条
第
一
項
の
期
間
（
運

動
場
完
成
後
三
年
）
満
了
と
同
時
に
大
学
に
寄
付
す
る
。
た
だ
し
、

収
用
補
償
金
の
払
い
渡
し
ま
た
は
供
託
に
あ
た
り
、
大
学
の
要
求
が

あ
っ
た
と
き
、
会
社
は
収
用
補
償
金
額
寄
付
の
時
ま
で
無
利
息
で
そ

れ
を
立
替
え
る
。
第
四
条
二
項
の
定
め
（
譲
渡
期
間
短
縮
）
は
こ
の

場
合
に
も
準
用
す
る
。

第
六
条　

会
社
は
、
運
動
場
の
区
域
に
接
続
す
る
会
社
所
有
地
で
、
運
動
場
の

法
敷
に
相
当
す
る
部
分
に
大
学
が
盛
土
を
す
る
こ
と
を
承
諾
す
る
。

第
七
条　

大
学
は
、
校
舎
表
門
通
路
に
沿
っ
た
幅
員
五
間
の
地
積
を
除
き
、
そ

の
南
側
に
位
置
す
る
所
有
地
（
約
１
２
０
０
坪
）
を
無
償
で
会
社
に

譲
渡
す
る
。

第
八
条　

大
学
は
、
運
動
場
を
「
千
里
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
名
づ
け
る
。

第
九
条　

大
学
は
、
一
定
の
使
用
規
則
の
も
と
に
運
動
場
を
一
般
に
開
放
す
る
。

第
十
条　

大
学
が
運
動
場
の
使
用
料
を
徴
収
す
る
と
き
は
、
そ
の
額
に
つ
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
会
社
の
同
意
を
得
る
。

第
十
一
条　

大
学
が
運
動
場
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
会
社
か
ら
無
償
で
譲
渡
さ

れ
た
土
地
、
お
よ
び
会
社
か
ら
寄
付
さ
れ
た
土
地
収
用
補
償
金
額
、

ま
た
は
当
該
収
用
土
地
を
無
償
で
会
社
に
返
戻
す
か
譲
渡
す
る
。

　

基
本
的
に
は
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
時
代
に
取
り
交
わ
さ
れ
た
１
９
２
２

（
大
正
11
）
年
９
月
16
日
付
の
承
諾
書
（
資
料
21
）
を
踏
ま
え
た
内
容
に
な
っ
て
い

る
が
、
変
更
し
た
り
、
よ
り
具
体
的
に
規
定
し
た
り
す
る
箇
所
が
生
じ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
第
四
条
で
は
以
前
、
大
学
と
会
社
双
方
の
折
り
合
い
が
つ
か
な
い

た
め
、
資
料
21
で
は
「
敷
地
ノ
所
有
権
ハ
適
当
ノ
時
機
ニ
於
テ
関
大
ニ
移
転
ヲ
為

ス
」
と
し
て
い
た
土
地
の
無
償
譲
渡
時
期
が
、
運
動
場
完
成
後
３
年
に
明
記
し
直

さ
れ
た
。
こ
れ
は
土
地
収
用
法
の
適
用
に
よ
り
、
運
動
場
の
完
成
予
想
時
期
が
見

通
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
五
条
で
土
地
収
用
補
償
金
に

関
す
る
取
り
決
め
が
追
加
さ
れ
た
の
も
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
資
料
24
の
あ
と
に
は
仮
契
約
締
結
か
ら
３
年
半
が
経
過
し
た
１
９

２
８
（
昭
和
３
）
年
２
月
29
日
付
の
文
書
が
一
緒
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
京
阪
土

地
株
式
会
社
が
新
京
阪
鉄
道
株
式
会
社
と
合
併
す
る
た
め
、
仮
契
約
で
取
り
交
わ

し
た
権
利
や
義
務
を
継
承
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
旨
を
知
ら
せ
る
文
書
で
あ
る
。

資
料
25
（
京
阪
土
地
株
式
会
社
へ
の
領
収
書
）

　

資
料
24
の
第
五
条
但
し
書
き
に
よ
り
、
京
阪
土
地
株
式
会
社
が
立
替
え
た
土
地

収
用
補
償
金
２
万
３
２
１
０
円
20
銭
に
対
す
る
領
収
書
で
、
仮
契
約
書
締
結
の
翌

日
（
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
９
月
27
日
）
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。

資
料
26
と
27
（�

京
阪
土
地
株
式
会
社
へ
の
領
収
書
と
白
川
法
律
事
務
所
か
ら
の
領

収
書
）

　

資
料
26
は
、
関
西
大
学
と
土
井
伊
三
郎
氏
と
の
訴
訟
費
用
（
５
０
０
円
）
に
対

す
る
領
収
書
で
、
１
９
２
５
（
大
正
14
年
）
４
月
９
日
付
で
京
阪
土
地
株
式
会
社

に
提
出
さ
れ
た
。

　

資
料
27
は
、
白
川
法
律
事
務
所
か
ら
関
西
大
学
に
対
し
、
同
日
付
で
発
行
さ
れ

た
同
額
の
領
収
書
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
土
井
伊
三
郎
氏
と
の
訴
訟
費
用
は
京
阪
土
地
株
式
会
社

が
出
し
、
関
西
大
学
を
介
し
て
白
川
法
律
事
務
所
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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ち
な
み
に
、
白
川
法
律
事
務
所
と
い
う
の
は
、
後
年
、
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年

11
月
か
ら
１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
８
月
ま
で
関
西
大
学
理
事
長
を
務
め
る
白
川

朋
吉
が
代
表
す
る
法
律
事
務
所
で
あ
る
。

資
料
28
（
京
阪
土
地
株
式
会
社
に
対
す
る
本
契
約
締
結
願
い
書
）

　

仮
契
約
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
約
１
年
近
く
が
経
過
し
よ
う
と
す
る
１
９
２
５
（
大

正
14
）
年
７
月
24
日
付
で
関
西
大
学
総
理
事
山
岡
順
太
郎
か
ら
京
阪
土
地
株
式
会

社
社
長
渡
邊
嘉
一
宛
に
出
さ
れ
た
本
契
約
締
結
の
願
い
書
で
あ
る
。
な
お
、
１
年

前
と
事
情
が
変
わ
っ
て
き
た
た
め
、
資
料
24
の
条
文
に
次
の
点
を
訂
正
し
た
上
で

本
契
約
を
結
ぶ
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
。

第
七
条　

第
二
項
と
し
て
「
大
学
は
別
に
定
め
る
契
約
に
よ
り
こ
れ
を
買
い
戻

す
も
の
と
す
る
」
を
付
け
加
え
る
。

第
八
条　

大
学
は
運
動
場
を
「
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
名
づ
け
る
。

第
十
条　

削
除
す
る
。

第
十
一
条　

第
二
項
と
し
て
「
第
七
条
に
よ
り
大
学
が
会
社
か
ら
買
い
戻
し
た

土
地
の
価
格
と
相
当
利
息
を
大
学
に
支
払
う
」
を
付
け
加
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
変
更
か
ら
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
。

　

第
七
条
で
規
定
す
る
の
は
、
校
舎
表
門
通
路
に
沿
っ
た
幅
五
間
の
地
積
を
除
い

た
南
側
の
土
地
（
約
１
２
０
０
坪
）
を
無
償
で
会
社
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
対
し
、

大
学
は
買
い
戻
せ
る
規
定
を
付
け
加
え
る
も
の
で
、
以
前
か
ら
大
学
が
繰
り
返
し

主
張
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　

第
八
条
は
、
そ
れ
ま
で
「
千
里
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
言
っ
て
い
た
も
の
を
「
大

学
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
に
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
十
条
の
削
除
に
よ
り
、
運
動
場
の
使
用
料
徴
収
に
あ
た
っ
て
事
前
に
会
社
の

同
意
を
得
る
こ
と
は
必
要
な
く
な
る
。

　

第
十
一
条
は
、
運
動
場
を
廃
止
す
る
場
合
、
そ
れ
ま
で
に
無
償
譲
渡
を
受
け
た

土
地
や
、
会
社
か
ら
寄
付
を
受
け
た
土
地
収
用
補
償
金
、
な
ら
び
に
収
用
地
な
ど

を
無
償
で
会
社
に
返
却
、
ま
た
は
譲
渡
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
第

二
項
と
し
て
追
記
す
る
の
は
、
第
七
条
に
よ
っ
て
大
学
が
会
社
か
ら
買
い
戻
し
た

土
地
に
対
し
て
は
、
土
地
の
代
金
な
ら
び
に
そ
の
間
の
利
息
を
大
学
に
支
払
う
と

規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

資
料
29
（
契
約
書
修
正
案
）

　

こ
れ
は
、
資
料
28
の
後
半
で
訂
正
を
希
望
し
た
第
七
条
、
第
八
条
、
第
十
条
、

第
十
一
条
が
、
そ
こ
に
至
る
前
の
段
階
で
案
文
と
し
て
検
討
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

資
料
30
（
阪
本
熊
蔵
氏
所
有
地
に
関
す
る
件
）
と
31
（
地
図
）

　

こ
れ
ま
で
の
ほ
と
ん
ど
の
資
料
は
タ
イ
プ
等
で
清
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

資
料
30
は
手
書
き
の
文
書
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
実
務
担
当
者
が
作
成
し
た
も
の

で
、
残
る
阪
本
熊
蔵
氏
所
有
地
を
買
収
す
る
際
の
経
費
を
い
く
つ
か
の
条
件
を
変

え
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
な
が
ら
算
出
し
て
い
る
。

　

同
じ
く
資
料
31
は
、
資
料
30
で
示
さ
れ
た
阪
本
熊
蔵
氏
の
土
地
を
番
地
ご
と
に

色
分
け
し
て
示
し
た
地
図
で
あ
る
。
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資
料
32
（
京
阪
土
地
株
式
会
社
へ
の
領
収
書
）

　

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
９
月
26
日
付
の
仮
契
約
書
（
資
料
24
）
の
趣
旨
に
基

づ
き
、
阪
本
熊
蔵
氏
へ
支
払
う
土
地
代
金
は
会
社
が
立
て
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
領
収
書
は
、
そ
の
内
金
と
し
て
受
け
取
っ
た
７
０
０
円
に
対
す
る
も

の
で
、
１
９
２
５
（
大
正
14
）
９
月
１
日
付
で
京
阪
土
地
株
式
会
社
に
提
出
さ
れ

て
い
る
。

資
料
33
（
京
阪
土
地
株
式
会
社
へ
の
覚
書
）
と
34
、
35
（
領
収
書
）

　

先
の
「
資
産
台
帳
」
の
第
三
項
目
か
ら
、
阪
本
熊
蔵
氏
の
所
有
地
は
１
９
２
５

（
大
正
14
）
年
９
月
１
日
に
６
９
０
６
円
90
銭
で
取
得
し
、
10
月
５
日
に
登
記
を
済

ま
せ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

資
料
33
は
、
資
料
32
の
領
収
書
が
出
さ
れ
た
翌
日
の
９
日
２
付
で
京
阪
土
地
株

式
会
社
に
提
出
さ
れ
た
覚
書
で
あ
る
。
阪
本
熊
蔵
氏
が
所
有
す
る
土
地
を
便
宜
上
、

関
西
大
学
の
名
で
売
買
契
約
締
結
し
た
た
め
、
資
料
32
同
様
、
京
阪
土
地
株
式
会

社
が
代
金
６
９
０
６
円
90
銭
を
無
利
子
で
立
て
替
え
手
続
き
を
取
る
た
め
の
覚
書

で
あ
る
。

　

資
料
34
は
、
先
に
受
け
取
っ
た
内
金
７
０
０
円
を
差
し
引
い
た
６
２
０
６
円
90

銭
に
対
す
る
領
収
書
で
、
こ
ち
ら
は
登
記
が
完
了
し
た
10
月
５
日
付
に
な
っ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
資
料
35
は
、
阪
本
熊
蔵
氏
所
有
地
買
収
に
尽
力
し
た
吉
田
由
吉
氏
へ

の
謝
礼
と
し
て
支
払
わ
れ
た
40
円
に
対
す
る
領
収
書
（
11
月
20
日
付
）
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
３
月
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
運
動
場
用
地

の
取
得
交
渉
は
、
足
か
け
３
年
半
あ
ま
り
の
年
月
を
か
け
、
１
９
２
５
（
大
正
14
）

10
月
に
よ
う
や
く
終
了
し
た
。

　

な
お
、
資
料
31
の
地
図
の
中
に
黄
色
で
色
づ
け
さ
れ
た
１
８
０
０
番
地
の
土
地

（
９
畝
17
歩
）
は
、
運
動
場
予
定
地
か
ら
わ
ず
か
に
外
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
地
図

か
ら
見
て
取
れ
る
）、
こ
の
時
の
売
買
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、「
資

産
台
帳
」
第
四
項
目
を
見
る
と
、
翌
１
９
２
６
（
大
正
15
）
４
月
22
日
に
改
め
て

４
２
０
０
円
95
銭
で
購
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
番
か
ら
類
推
し
て
、
そ
の
隣
接

地
と
思
わ
れ
る
１
８
０
２
番
地
の
１
ほ
か
の
土
地
４
畝
25
歩
も
岸
田
久
蔵
氏
か
ら

２
１
６
７
円
75
銭
で
購
入
し
て
い
る
。

第
三
節
　
簿
冊
の
作
成
・
管
理
者

簿
冊
の
特
徴

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
簿
冊
を
編
綴
な
ら
び
に
管
理
し
た
人
物
は
誰
で
あ
ろ
う
か
、

と
い
う
疑
問
が
浮
か
ん
で
く
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

　

こ
の
簿
冊
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
財
団
法
人
関
西
大
学
や
北
大
阪
電
気
鉄
道
株

式
会
社
、
京
阪
土
地
株
式
会
社
の
公
印
、
な
ら
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
者
印
（
関

西
大
学
総
理
事
印
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
常
務
取
締
役
印
、
京
阪
土
地
株

式
会
社
取
締
役
社
長
印
な
ど
）
が
捺
さ
れ
た
、
い
わ
ば
公
文
書
の
本
書
が
い
く
つ

か
綴
じ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
公
印
の
あ
る
文
書
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

関
西
大
学	

資
料
12
・
14

　

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社	

資
料
４
・
15
・
16
・
20
・
21

　

京
阪
土
地
株
式
会
社	

資
料
24

　

公
文
書
の
、
し
か
も
本
書
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
事
務
文
書
と

し
て
日
常
的
に
利
活
用
す
る
簿
冊
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
万
一
、
破
損

や
紛
失
し
た
場
合
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ

な
り
の
役
職
に
あ
る
者
が
、
そ
の
立
場
上
の
責
任
に
お
い
て
編
綴
、
管
理
、
利
用
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し
た
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
そ
う
し
た
人
物
と
は
一
体
誰
で
あ
っ
た
の
か
。

　

結
論
を
先
に
述
べ
よ
う
。
私
は
、
こ
の
簿
冊
を
編
綴
、
管
理
し
た
の
は
専
務
理

事
の
宮
島
綱
男
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

一
覧
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
簿
冊
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
文
書
は
、
１
９

２
２
（
大
正
11
）
年
３
月
か
ら
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
11
月
に
か
け
て
作
成
さ

れ
て
い
る
。

　

関
西
大
学
で
は
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
５
月
20
日
に
理
事
の
改
選
が
行
わ
れ
、

山
岡
順
太
郎
が
総
理
事
に
就
任
、
同
じ
日
に
池
尾
芳
蔵
、
佐
竹
三
吾
、
宮
島
綱
男

の
三
名
が
理
事
に
選
ば
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
宮
島
は
理
事
就
任
と
同
時
に
専
務

理
事
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
た
だ
一
人
専
務
理
事
で
あ
っ
た
柿
崎
欽
吾
と
と
も
に
関

西
大
学
運
営
の
中
枢
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

専
務
理
事
・
宮
島
綱
男

　

宮
島
綱
男
は
、
早
稲
田
大
学
在
学
中
か
ら
全
学
に
鳴
り
響
い
た
秀
才
で
、
そ
の

有
能
を
高
く
評
価
し
た
大
学
は
、
在
外
研
究
員
と
し
て
宮
島
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
派

遣
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
で
経
済
学
を
研
究
し
た
宮
島
は
、

特
に
１
９
１
１
（
明
治
44
）
年
、
パ
リ
大
学
で
経
済
学
の
権
威
シ
ャ
ル
ル
・
ジ
イ

ド
（
作
家
ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
の
叔
父
）
に
つ
い
て
金
融
経
済
学
を
学
ん
だ
。
１

９
１
２
（
大
正
元
）
年
に
帰
国
し
、
翌
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
、
母
校
早
稲
田

大
学
の
教
授
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
に
お
き
た
早
稲
田

騒
動
で
恩
賜
館
組
の
一
人
と
し
て
連
袂
辞
職
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
大
阪
へ
移
り
、

大
阪
商
業
会
議
所
会
頭
で
あ
っ
た
山
岡
順
太
郎
の
ブ
レ
イ
ン
の
一
人
に
な
っ
た
。

　

１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
、
関
西
大
学
拡
張
後
援
会
長
に
推
さ
れ
、
そ
の
後
、

総
理
事
と
な
る
山
岡
は
、
自
身
が
大
学
教
育
に
あ
ま
り
知
識
を
有
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
に
関
西
大
学
教
授
に
就
任
し
、
経
済
学
を
教

え
る
こ
と
に
な
っ
た
宮
島
を
相
談
役
と
し
て
事
を
は
か
る
よ
う
に
な
る
。

　

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
５
月
20
日
に
専
務
理
事
と
な
っ
た
宮
島
は
学
務
を
、

も
う
一
人
の
専
務
理
事
で
あ
る
柿
崎
は
財
務
を
管
掌
し
、
昇
格
前
後
で
多
忙
を
極

め
た
関
西
大
学
の
経
営
を
巧
み
に
行
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
柿
崎
が
１
９
２
４

（
大
正
13
）
年
12
月
30
日
に
逝
去
し
た
た
め
、
そ
の
後
、
宮
島
は
財
務
ま
で
見
る
こ

と
に
な
っ
た
。
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
か
ら
１
９
２
５
（
同
14
）
年
に
か
け
て

進
め
ら
れ
た
運
動
場
用
地
の
取
得
交
渉
は
、
宮
島
が
関
西
大
学
経
営
陣
の
中
核
的

存
在
に
な
っ
て
い
く
の
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

文
書
差
出
人
の
名
前
が
明
確
で
あ
る
文
書
の
う
ち
、
資
料
３
は
「
関
西
大
学
理

事
垂
水
善
太
郎
」
の
名
で
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
常
務
取
締
役
鷲
野
米
太
郎

宛
に
送
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
宮
島
が
専
務
理
事
に
就
任
す
る
前
の
も
の
で
あ

り
、
宮
島
が
就
任
し
た
の
ち
は
、
契
約
の
締
結
な
ど
総
理
事
の
名
に
よ
る
重
要
か

写真 6　専務理事・宮島綱男
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つ
最
終
的
な
文
書
を
除
け
ば
、
基
本
的
に
は
専
務
理
事
宮
島
綱
男
の
名
前
で
多
く

の
文
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
す
で
に
見
て
き
た
と
お
り
で
あ

る
。

宮
島
宛
書
簡
の
存
在

　

と
こ
ろ
で
、
簿
冊
の
中
に
は
異
質
と
も
思
え
る
も
の
が
混
じ
っ
て
い
る
。
１
９

２
４
（
大
正
13
）
年
９
月
18
日
に
鎌
田
樟
次
郎
が
宮
島
綱
男
に
宛
て
た
書
簡
（
資

料
23
）
で
あ
る
。

　

こ
の
手
紙
の
中
で
鎌
田
は
「
豫
々
懸
案
之
グ
ラ
ウ
ン
ト
用
地
も
審
査
會
ニ
て
決

定
致
し
過
般
来
よ
り
野
村
幹
事
長
よ
り
御
交
渉
之
趣
拝
参
期
日
一
週
間
前
迄
ニ
準

備
致
し
御
手
悶
不
致
候
間
御
安
神
被
成
下
度
候
」
と
、
懸
案
で
あ
っ
た
運
動
場
用

地
の
収
用
に
関
す
る
件
が
審
査
会
で
決
定
し
、
少
し
前
か
ら
野
村
幹
事
長
と
当
社

が
交
渉
を
進
め
て
お
り
、
拝
参
期
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
は
準
備
を
整
え
る
の
で

安
心
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
野
村
幹
事
長

と
い
う
の
は
、
関
西
大
学
の
会
計
課
主
任
を
務
め
る
野
村
吉
蔵
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
続
け
て
、「
御
令
閨
ニ
次
い
で
貴
下
も
御
不
例
之
よ
し
其
後
の
御
経
過
奈

何
ニ
御
座
候
哉
次
第
ニ
御
良
好
と
は
存
じ
候
共
充
分
の
御
療
養
切
ニ
祷
上
候
」
と
、

宮
島
の
体
調
不
良
を
心
配
す
る
文
面
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

　

手
紙
を
し
た
た
め
た
鎌
田
樟
次
郎
は
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
時
代
に
は

技
師
長
を
務
め
て
お
り
（
資
料
８
）、
そ
の
後
、
地
所
課
長
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る

（
資
料
18
）。
運
動
場
用
地
取
得
交
渉
が
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
京
阪
土

地
株
式
会
社
に
変
わ
っ
た
あ
と
の
鎌
田
の
待
遇
は
不
明
で
あ
る
が
、
宮
島
宛
書
簡

の
中
の
「
準
備
を
進
め
る
の
で
安
心
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
文
面
か
ら
す
る
と
、

京
阪
土
地
株
式
会
社
で
引
き
続
き
用
地
取
得
業
務
を
担
当
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
時
代
に
は
宮
島
と
鎌
田
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
文
書
も

存
在
す
る
こ
と
か
ら
（
資
料
８
・
17
・
18
）、
二
人
の
関
係
は
以
前
か
ら
親
密
で
あ

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

専
務
理
事
と
い
う
立
場
で
あ
れ
ば
、
宮
島
が
公
印
の
捺
さ
れ
た
文
書
の
本
書
を

手
に
す
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
は
な
く
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
そ
う
し
た
公
文
書
と
一
緒
に
、
宮
島
以
外
手
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
個
人

的
な
事
情
に
触
れ
た
私
信
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
、
こ
の
簿
冊
を
編
綴
、

保
管
し
た
の
が
宮
島
で
あ
っ
た
と
考
え
る
理
由
で
あ
る
。

第
四
節
　「
東
洋
第
一
」
の
運
動
場
建
設

グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
委
員
会
規
定
の
制
定

　

以
上
、
年
史
編
纂
室
に
残
っ
て
い
る
「
京
阪
土
地
に
関
す
る
文
書
」
と
い
う
簿

冊
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
書
類
を
逐
条
的
に
検
証
し
つ
つ
、「
資
産
台
帳
」
の
記
録
も

参
考
に
し
て
、
運
動
場
用
地
の
取
得
経
過
を
明
ら
か
に
し
た
。
最
後
に
１
９
２
４

（
大
正
13
）
年
10
月
以
降
の
運
動
場
建
設
経
過
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
工
事

の
詳
細
な
進
み
具
合
は
分
か
ら
な
い
が
、『
千
里
山
学
報
』
の
記
事
な
ど
か
ら
大
ま

か
な
進
捗
状
況
は
把
握
で
き
る
。

　
『
千
里
山
学
報
』
第
23
号
（
（1
（

に
は
「
本
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
委
員
規
定
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
記
事
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

敷
地
買
収
そ
の
他
の
手
續
を
這
般
漸
く
完
了
し
た
本
學
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建

設
工
事
は
、
愈
近
く
着
手
さ
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
設
置
に
關
し
て
、

本
學
教
授
、
講
師
、
本
學
關
係
者
及
び
土
木
又
は
運
動
に
關
す
る
専
門
家
諸

氏
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
委
員
を
委
嘱
し
、
以
て
該
工
事
完
成
の
上
に
萬
遺



大学昇格前後の関西大学運動場用地の取得と建設経過　32

憾
な
き
を
期
す
こ
と
と
し
た
。
因
に
過
般
理
事
會
に
於
て
決
定
し
た
右
規
定

は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
あ
と
に
全
三
条
か
ら
な
る
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
委
員
規
定
」
を

掲
げ
て
い
る
。

　
『
千
里
山
学
報
』
第
23
号
が
発
行
さ
れ
た
の
は
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
10
月
15

日
で
、
簿
冊
の
文
書
で
い
う
と
資
料
24
や
25
が
作
成
さ
れ
た
時
期
、
す
な
わ
ち
、

関
西
大
学
と
京
阪
土
地
株
式
会
社
の
間
で
「
仮
契
約
書
」
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
こ

ろ
に
あ
た
る
。『
学
報
』
は
「
敷
地
買
収
そ
の
他
の
手
続
き
が
よ
う
や
く
完
了
し
、

近
々
建
設
工
事
に
着
手
さ
れ
る
は
ず
」
と
し
て
い
る
が
、
土
井
伊
三
郎
氏
の
所
有

地
は
土
地
収
用
法
に
よ
っ
て
取
得
で
き
た
も
の
の
、
阪
本
熊
蔵
氏
所
有
地
の
買
収

手
続
き
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
工
事
に
着
手
で
き
る
の
は
も
う
少
し

先
の
こ
と
に
な
る
。
近
い
将
来
に
始
ま
る
建
設
工
事
に
備
え
、
規
定
を
整
備
し
て

専
門
家
の
英
知
を
集
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

運
動
場
工
事
進
行

　

そ
の
次
に
『
千
里
山
学
報
』
で
運
動
場
に
関
す
る
記
事
が
出
る
の
は
、
１
９
２

６
（
大
正
15
）
年
２
月
15
日
発
行
の
第
36
号
で
あ
る
。
こ
の
号
は
、
表
紙
に
建
設

工
事
中
の
運
動
場
の
写
真
を
掲
げ
、
本
文
中
に
も
「
運
動
場
工
事
進
行
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
（
（1
（

。

　

本
學
千
里
山
學
舎
東
隣
の
低
地
を
卜
し
て
グ
リ
ー
ク
シ
ェ
タ
ー
式
の
大
運

動
場
を
建
設
せ
ん
と
の
豫
て
の
計
劃
が
漸
く
具
體
化
し
、
昨
秋
よ
り
愈
そ
の

工
事
に
着
手
し
た
が
、
着
着
進
行
し
て
来
る
四
月
の
新
學
年
に
は
既
に
使
用

に
堪
ゆ
る
程
度
に
達
す
べ
く
、
九
月
に
は
ス
タ
ン
ド
そ
の
他
の
設
備
も
完
成

す
る
筈
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
昨
秋
、
つ
ま
り
、
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
秋
に
建
設
工
事
が

始
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
年
９
月
１
日
に
阪
本
熊
蔵
氏
の
所
有
地
を
取
得
で

き
た
の
で
着
工
し
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
同
号
に
は
「
総
説
」「
位
置
」「
設
計

の
大
要
」
の
三
項
目
か
ら
な
る
「
關
西
大
學
ス
テ
ィ
デ
ィ
ア
ム
の
設
計
に
就
て
」

と
題
す
る
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
設
計
者
が
執
筆
、
解
説
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
読
む
と
、
こ
の
運
動
場
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
設
計
さ
れ
た
の
か
が

よ
く
分
か
る
。

「
關
西
大
學
ス
テ
ィ
デ
ィ
ア
ム
の
設
計
に
就
て
」

　

最
初
の
「
総
説
」
に
は
、
関
西
大
学
に
ス
タ
ジ
ア
ム
を
作
ろ
う
と
し
た
経
緯
と

目
的
が
次
の
よ
う
に
し
る
さ
れ
て
い
る
。

写真 7　�運動場建設工事中の写真を掲げ
た『学報』第36号
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運
動
競
技
の
向
上
に
は
規
則
正
し
い
練
習
と
適
切
な
指
導
が
大
切
で
あ
る

が
、
練
習
す
る
に
は
き
ち
ん
と
し
た
計
画
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
ス
タ
ジ
ア

ム
が
必
要
で
あ
る
。
世
界
で
最
も
優
秀
な
選
手
を
一
番
多
く
擁
し
て
い
る
ア

メ
リ
カ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
州
立
大
学
が
数
万
人
を
収
容
で
き
る
立

派
な
ス
タ
ジ
ア
ム
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
わ
が
国
で
は
、
二
三
の

営
利
会
社
が
経
営
す
る
も
の
と
、
明
治
神
宮
外
苑
を
除
け
ば
ス
タ
ジ
ア
ム
は

ほ
と
ん
ど
な
い
に
等
し
く
、
そ
れ
ら
も
い
つ
で
も
自
由
に
使
用
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
。
野
球
場
に
関
し
て
は
早
慶
明
の
大
学
に
あ
る
が
、
野
球
だ
け
の

施
設
で
、
す
べ
て
の
競
技
に
適
し
た
ス
タ
ジ
ア
ム
は
一
つ
も
な
い
。

　

そ
こ
で
こ
の
た
び
関
西
大
学
で
ス
タ
ジ
ア
ム
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

折
角
な
ら
ば
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
陸
上
競
技
そ
の
他
、
何
種
類
も
の
競
技

が
で
き
る
完
全
な
も
の
を
作
ろ
う
と
考
え
た
。
各
種
競
技
を
行
う
場
合
、
そ

れ
ぞ
れ
の
競
技
を
同
時
に
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
各
施
設
の
位
置
を
定

め
、
ス
タ
ジ
ア
ム
全
体
の
形
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

　
「
位
置
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
千
里
山
学
舎
に
隣
接
し
た
と
こ
ろ
に
設
置
す
る
。
北
に

学
舎
を
背
負
い
、
南
に
面
し
た
丘
陵
上
に
あ
る
。
こ
の
丘
陵
を
造
成
し
て
平

坦
に
し
、
約
六
千
坪
の
敷
地
内
に
全
部
を
包
含
し
よ
う
と
考
え
た
。

　
「
設
計
の
大
要
」
の
説
明
に
は
、
最
も
多
く
の
字
数
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
陸
上
競
技
場
と
し
て
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
全
長
を
４
０
０
メ
ー
ト
ル
と

写真 8　運動場計画平面図（『学報』第36号）
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し
た
。
８
０
０
メ
ー
ト
ル
や
１
６
０
０
メ
ー
ト
ル
競
技
の
場
合
に
も
計
算
が

し
や
す
い
の
と
、
ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
が
観
覧
席
の
前
に
来
る
利
点
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
は
、
両
端
に
半
径
１
０
０
呎
（
フ
ィ
ー
ト
、
１
フ

ィ
ー
ト
は
30
・
48
セ
ン
チ
）
の
円
弧
を
有
す
る
楕
円
形
を
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
形
で
作
っ
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
・
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
の
ス
タ
ジ
ア

ム
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
日
本
で
は
京

阪
電
車
の
寝
屋
川
競
技
場
と
大
阪
市
設
競
技
場
が
４
０
０
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ

ク
で
あ
る
。
全
体
の
方
向
を
東
北
に
向
け
た
の
は
、
選
手
と
審
判
員
等
を
日

光
に
相
対
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
る
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
の
内
側
は
、
蹴
球
（
サ
ッ
カ
ー
）
場
に
充
当
さ
せ
る
。
蹴
球

場
と
し
て
は
３
３
０
呎
×
１
６
０
呎
の
面
積
が
必
要
で
あ
る
が
、
ち
ょ
う
ど

フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
に
納
ま
り
、
両
側
に
20
呎
の
余
裕
が
で
き
る
。
表
面
に
は

芝
を
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

次
に
野
球
場
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
広
い
と
、
見
物
人
は
小
さ
く
見
え
る

選
手
の
動
き
に
興
味
が
そ
が
れ
て
し
ま
う
。
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
広
さ
と

し
て
は
、
本
塁
か
ら
フ
ァ
ー
ル
ラ
イ
ン
に
沿
う
最
短
距
離
を
３
０
０
呎
に
す

る
こ
と
を
考
え
た
。
本
塁
は
、
規
則
ど
お
り
に
ト
ラ
ッ
ク
の
外
周
か
ら
90
呎

を
と
っ
た
位
置
と
す
る
。
投
手
の
方
向
を
真
北
に
向
け
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
お

よ
び
フ
ィ
ー
ル
ド
と
交
差
す
る
の
で
、
こ
れ
で
野
球
場
の
位
置
が
決
定
す
る
。

ホ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
と
ピ
ッ
チ
ャ
ー
プ
レ
ー
ト
は
規
定
ど
お
り
地
中
に
埋
め
る

が
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
マ
ウ
ン
ド
は
高
く
す
る
と
蹴
球
競
技
に
差
し
支
え
る
た
め
、

や
む
を
得
ず
平
坦
な
ま
ま
と
す
る
。
外
野
に
は
や
は
り
芝
を
張
り
た
い
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
は
適
宜
、
フ
ィ
ー

ル
ド
内
に
規
定
の
寸
法
を
取
れ
ば
挙
行
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
理
想
を
言
え
ば
周
囲
を
見
物
席
で
囲
ん
だ
形
、
す
な
わ

ち
、
す
り
鉢
状
の
周
囲
に
観
覧
席
を
設
け
、
そ
の
底
部
に
競
技
場
を
作
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
外
国
の
ス
タ
ジ
ア
ム
は
全
部
そ
う
い
う
形
で
、
見
物
人

と
試
合
選
手
が
融
合
統
一
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
形
に
限
る
の
で
あ
る
。
関
西

大
学
の
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
残
念
な
が
ら
土
地
の
事
情
が
許
さ
ず
、
二
方
向
は

十
分
そ
の
形
態
を
尽
く
せ
る
が
、
他
の
二
方
向
は
如
何
と
も
し
が
た
い
。
た

だ
、
幸
い
な
こ
と
に
小
高
い
丘
が
前
面
に
あ
る
た
め
、
少
し
は
ま
と
ま
り
が

つ
い
た
感
じ
が
す
る
と
思
わ
れ
る
。
見
物
人
の
収
容
人
員
に
つ
い
て
は
、
あ

ま
り
に
大
き
な
ス
タ
ン
ド
を
作
っ
て
空
席
が
め
だ
つ
よ
り
は
、
気
持
ち
よ
く

見
物
で
き
る
５
千
人
ク
ラ
ス
の
ス
タ
ン
ド
を
築
造
す
る
の
が
最
も
策
を
得
た

も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

構
造
の
問
題
で
あ
る
が
、
平
坦
な
場
所
に
建
設
す
る
の
な
ら
階
段
を
作
り
、

そ
の
裏
に
種
々
の
設
備
を
作
る
方
法
を
と
る
が
、
関
西
大
学
の
場
合
は
土
地

を
切
り
開
い
て
作
る
の
で
、
そ
の
時
に
勾
配
を
つ
け
て
お
け
ば
表
面
に
わ
ず

か
な
補
装
を
す
る
だ
け
で
完
全
な
ス
タ
ン
ド
に
な
る
。
表
面
の
補
装
に
は
二

通
り
あ
り
、
一
つ
は
表
面
に
芝
を
張
り
、
そ
の
ま
ま
座
っ
て
見
物
す
る
の
と
、

も
う
一
つ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
階
段
を
作
る
方
法
で
あ
る
。
関
西
大
学
の
場

合
は
両
方
を
用
い
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
ス
タ
ン
ド
の
長
さ
を
50
呎
ご
と
に

区
画
し
た
の
は
、
通
路
を
設
置
す
る
た
め
と
見
物
人
の
整
理
を
行
う
必
要
上

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
見
物
席
と
競
技
場
の
境
は
、
見
物
席
を
一
段
高
く
す

る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
は
、
試
合
の
最
中
や
試
合
後
に
見
物
人
が
ト
ラ
ッ
ク

や
球
場
に
入
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
荒
ら
す
の
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
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大
運
動
場
竣
成

　

そ
し
て
、
待
望
の
運
動
場
完
成
を
報
じ
る
の
は
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
９

月
15
日
発
行
の
『
千
里
山
学
報
』
第
42
号
で
あ
る
。
第
36
号
同
様
、
表
紙
に
は
「
竣

成
せ
る
本
学
運
動
場
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
つ
い
た
運
動
場
の
写
真
を
掲
げ
、
本

文
で
も
「
本
学
大
運
動
場
竣
成
」
と
報
じ
て
い
る
（
（1
（

。

　

そ
の
各
工
程
に
つ
き
屡
報
道
す
る
と
こ
ろ
あ
つ
た
千
里
山
に
於
け
る
本
學

大
運
動
場
は
、
去
月
中
旬
を
以
て
完
く
竣
成
を
見
、
新
學
期
開
始
と
共
に
愈

使
用
に
供
せ
ら
る
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　

大
学
昇
格
以
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
大
運
動
場
は
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）

年
８
月
中
旬
に
よ
う
や
く
完
成
し
た
。
用
地
の
取
得
交
渉
に
３
年
半
あ
ま
り
を
要

し
た
た
め
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
初
の
計
画
開
始
か
ら
完
成
ま
で
に
は
４
年

半
以
上
の
歳
月
が
流
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
そ
の
後
、
10
月
23
日
、
24
日
に
は
大
運
動
場
の
開
場
式
（
（2
（

と
創
立
40
周
年

記
念
式
、
大
学
令
に
依
る
大
学
昇
格
記
念
式
（
４
周
年
）
を
兼
ね
た
大
学
祭
が
挙

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
記
念
講
演
会
を
は
じ
め
、
運
動
競
技
会
な
ど
、
大
学
祭

の
行
事
は
多
彩
で
以
後
、
毎
年
開
催
さ
れ
、
大
阪
市
民
が
楽
し
み
に
す
る
関
西
大

学
名
物
と
な
っ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
運
動
場
で
練
習
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
国
内
だ
け
で
な
く
、

世
界
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
く
こ
と
は
本
稿
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
に
位
置
し
、
関
西
大
学
の
発
展
と
と
も
に
あ
っ
た
大
運
動
場

は
、
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
関
係
者
に
と
っ
て
、
関
西
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
長
く
心
に
刻
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

写真 9　完成した運動場のメインスタンド
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ま
と
め

　

本
稿
で
述
べ
て
き
た
要
点
を
も
う
一
度
ま
と
め
て
お
こ
う
。

①　

運
動
場
用
地
の
取
得
交
渉
は
、
関
西
大
学
が
学
舎
敷
地
の
売
買
契
約
を
取
り

交
わ
し
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
１
９
２
２
（
大
正
11
）
３
月
ご
ろ
か
ら
始

ま
り
、
最
終
的
に
は
登
記
が
完
了
す
る
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
10
月
ま
で
、

約
３
年
半
あ
ま
り
の
年
月
を
要
し
た
。

②　

運
動
場
用
地
に
関
し
て
は
、
土
井
伊
三
郎
、
阪
本
熊
蔵
両
氏
の
所
有
地
を
取

得
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
っ
た
が
、
仲
介
に
立
っ
た
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式

会
社
、
京
阪
土
地
株
式
会
社
と
も
に
交
渉
に
大
変
手
間
取
っ
た
。
そ
の
過
程

で
は
両
社
と
も
に
「
関
西
大
学
は
土
地
収
用
法
を
適
用
し
て
で
も
入
手
す
べ

く
、
買
収
を
援
助
す
る
こ
と
」
と
繰
り
返
し
主
張
す
る
ほ
ど
の
難
航
ぶ
り
で
、

実
際
、
土
井
氏
の
所
有
地
に
つ
い
て
は
土
地
収
用
法
を
申
請
し
て
取
得
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

③　

運
動
場
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
当
初
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
は

二
案
が
提
示
さ
れ
た
が
、
関
西
大
学
は
、
土
地
所
有
者
が
複
数
に
の
ぼ
り
、

交
渉
が
難
し
く
な
る
方
を
あ
え
て
選
択
し
た
。
そ
れ
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で

の
位
置
や
グ
リ
ー
ク
・
シ
ア
タ
ー
式
の
観
覧
席
を
有
す
る
デ
ザ
イ
ン
を
運
動

場
に
求
め
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

④　

運
動
場
用
地
の
取
得
に
必
要
な
経
費
は
、
土
井
、
阪
本
両
氏
の
訴
訟
費
用
も

含
め
、
最
終
的
に
京
阪
土
地
株
式
会
社
が
負
担
し
た
。
自
社
所
有
地
の
無
償

提
供
は
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
時
代
か
ら
の
既
定
事
項
で
あ
っ
た
が
、

土
井
氏
所
有
地
の
取
得
額
５
万
４
７
９
５
円
31
銭
、
阪
本
氏
所
有
地
の
取
得

額
６
９
０
６
円
90
銭
、
あ
わ
せ
て
６
万
１
７
０
２
円
21
銭
、
さ
ら
に
千
里
山

学
舎
の
敷
地
代
金
の
う
ち
の
４
万
余
円
に
つ
い
て
も
大
学
へ
寄
付
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
な
ら
び
に
京
阪
土
地
株
式
会
社
の

協
力
は
、
大
学
昇
格
当
時
の
関
西
大
学
に
と
っ
て
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き

な
援
助
と
な
っ
た
。

⑤　

運
動
場
用
地
の
取
得
経
過
を
知
る
の
に
最
適
な
資
料
で
あ
る
「
京
阪
土
地
に

関
す
る
文
書
」（
関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵
）
と
い
う
簿
冊
は
、
１
９
２
２

（
大
正
11
）
年
５
月
20
日
か
ら
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
11
月
30
日
ま
で
専
務

理
事
を
務
め
た
宮
島
綱
男
が
編
綴
、
管
理
し
た
可
能
性
が
強
く
想
像
さ
れ
た
。

注（
１
）	『
大
阪
毎
日
新
聞
』
大
正
15
年
10
月
13
日
付

（
２
）	

年
史
収
蔵
資
料
フ
ァ
イ
ル
№
181

－

7

（
３
）	

後
世
の
者
が
書
類
全
体
を
深
く
吟
味
せ
ず
、表
紙
に
近
い
所
の
文
書
、つ
ま
り
、

時
代
的
に
は
新
し
い
京
阪
土
地
株
式
会
社
の
も
の
だ
け
を
見
て
簿
冊
の
名
称
を

つ
け
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
簿
冊
の
表
紙
に
は
別
人
の
筆
跡
で
「
関
西
大

学
運
動
場
新
設
関
係　

大
正
11
・
７
～
14
・
９
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
も
つ
け
ら

れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
こ
ち
ら
の
表
題
の
方
が
よ
り
正
確
に
中
身

を
表
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
年
月
に
つ
い
て
は
「
大
正
11
・
３
～
14
・
11
」
に

修
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
４
）	『
吹
田
市
史　

第
三
巻
』p.184

（
５
）	

人
文
社
会
系
史
資
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
ジ
ャ
パ
ン
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
セ
ン
タ
ー
」
の
「
企
業
史
料
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（
６
）	
和
田
康
由
・
寺
内
信
「
山
岡
順
太
郎
と
大
阪
住
宅
経
営
株
式
会
社
」『
日
本
建

築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
４
８
６
号
（
１
９
９
６
年
８
月
発
行
）p.169

（
７
）	

熊　

博
毅
「
都
市
の
郊
外
化
か
ら
見
た
大
正
、
昭
和
前
期
の
千
里
山
開
発
と
関

西
大
学
」『
関
西
大
学
年
史
紀
要
』
第
27
号
（
２
０
２
０
年
３
月
31
日
発
行
）
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（
８
）	

注
（
７
）pp.29

－31
（
９
）	『
自
大
正
十
一
年
五
月
起　

至
大
正
十
三
年
二
月　

役
員
会
決
議
録　

関
西
大

学
』
に
収
め
ら
れ
た
大
正
十
一
年
七
月
三
日
開
催
理
事
会
の
決
議
事
項

（
10
）	
注
（
７
）
の
資
料
に
収
め
ら
れ
た
大
正
十
二
年
六
月
二
十
九
日
開
催
理
事
会
の

決
議
事
項
で
、
当
該
記
録
は
次
の
と
お
り
。

	

　

三
、
千
里
山
敷
地
ニ
関
ス
ル
件

	

　

�

運
動
場
建
設
ノ
結
果
京
阪
土
地
株
式
会
社
ニ
無
償
譲
渡
ス
ヘ
キ
土
地
ノ
買
戻

ヲ
ナ
ス

（
11
）	『
千
里
山
学
報
』
第
３
号
（
大
正
11
年
９
月
15
日
発
行
）p.7

（
12
）	『
人
事
興
信
録
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
昭
和
３
（
１
９
２
８
）
年
７
月
版
（
第
八
版
）

（
13
）	

年
史
収
蔵
資
料
フ
ァ
イ
ル
№
175

（
14
）	

土
地
代
金
を
出
し
た
の
は
、
厳
密
に
言
う
と
京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
で
は
な

く
、
京
阪
土
地
株
式
会
社
で
あ
る
が
、
京
阪
土
地
株
式
会
社
は
そ
の
後
、
新
京

阪
鉄
道
と
合
併
し
、
さ
ら
に
新
京
阪
鉄
道
も
最
終
的
に
は
京
阪
電
気
鉄
道
株
式

会
社
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
た
め
、
後
世
の
人
間
か
ら
は
京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会

社
か
ら
の
支
出
と
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
買
い
入
れ
先
の
氏
名
表

記
が
「
土
居
」
氏
と
な
っ
て
い
る
が
、
す
で
に
簿
冊
の
各
書
類
で
見
て
き
た
よ

う
に
、「
土
井
」
氏
が
正
確
な
表
記
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）	『
千
里
山
学
報
』
第
15
号
（
大
正
13
年
１
月
１
日
発
行
）p.13

（
16
）	『
千
里
山
学
報
』
第
23
号
（
大
正
13
年
10
月
15
日
発
行
）p.11

（
17
）	『
千
里
山
学
報
』
第
36
号
（
大
正
15
年
２
月
15
日
発
行
）p.12

（
18
）	

注
（
17
）p.21

－22

（
19
）	『
千
里
山
学
報
』
第
42
号
（
大
正
15
年
９
月
15
日
発
行
）p.10

（
20
）	

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
10
月
24
日
午
前
9
時
か
ら
開
始
さ
れ
た
大
運
動
場
の

開
場
式
は
、
神
官
に
よ
る
儀
式
の
の
ち
、
松
本
烝
治
学
長
と
山
岡
順
太
郎
総
理

事
が
式
辞
を
述
べ
、
運
動
場
建
設
に
力
を
尽
く
し
た
山
岡
倭
が
最
後
に
工
事
報

告
を
行
い
、
参
列
者
が
万
歳
を
三
唱
し
て
終
了
し
て
い
る
。
理
事
で
も
協
議
員

で
も
評
議
員
で
も
な
い
山
岡
倭
が
、
ど
う
い
う
立
場
で
工
事
報
告
を
し
た
の
か

は
不
明
で
あ
る
が
、
も
し
か
す
る
と
、
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
10
月
ご
ろ
に

設
置
さ
れ
た
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
委
員
」
の
委
員
長
を
務
め
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。「
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
委
員
規
定
」
の
第
二
条
は
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置

委
員
ハ
本
學
教
授
、
講
師
、
本
學
關
係
者
及
土
木
又
ハ
運
動
ニ
關
ス
ル
専
門
家

中
ヨ
リ
理
事
之
ヲ
委
嘱
ス
」、
第
三
条
は
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
委
員
ハ
理
事
ノ

諮
問
ニ
應
シ
本
學
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
ニ
關
シ
重
要
ナ
ル
事
項
ヲ
審
議
ス
」
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
総
理
事
の
長
男
で
、
か
つ
、
み
ず
か
ら
も
野
球
部
を
は
じ
め

と
す
る
学
生
の
課
外
活
動
に
物
心
両
面
で
強
力
な
支
援
を
行
っ
て
い
た
倭
に
対

し
、
父
・
順
太
郎
が
適
任
者
と
し
て
委
嘱
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
可
能
性

の
一
つ
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
く
ま
・
ひ
ろ
き　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室　

学
芸
員
）
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資料

会
社
時
系

列
順
編
綴
順

種 

類

年
月
日

差
出
人

宛 

先

備 

考

北大阪電気鉄道株式会社時代

1
（
30
）
地
図

不
詳（
大
正
11
年
3
月
頃
か
）
作
成
者
不
明

作
成
者
不
明

阪
本
氏
、
土
居
氏
等
の
所
有
区
画
を
示
す
も
の

2
（
31
）
関
西
大
学
運
動
場
設

計
書

不
詳（
大
正
11
年
3
月
頃
か
）

使
用
し
て
い
る
紙
か
ら
設
計
書
を
作
成
し
た
の
は
大
阪
住

宅
経
営
株
式
会
社

3
（
32
）
回
答

大
正
11
年
3
月
4
日

関
西
大
学 

理
事 

垂
水
善
太
郎

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

常
務
取
締
役 

鷲
野
米
太
郎

（
31
）「
関
西
大
学
運
動
場
設
計
書
」
の
末
尾
に
あ
り

4
（
28
）
回
答

大
正
11
年
4
月
1
日

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
関
西
大
学

運
動
場
設
置
に
つ
い
て

5
（
29
）
回
答

大
正
11
年
4
月
17
日

関
西
大
学

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

運
動
場
設
置
に
つ
い
て

6
（
24
）
電
鉄
評
価
の
根
拠

不
詳

作
成
者
不
明

作
成
者
不
明

7
（
25
）
覚

不
詳

作
成
者
不
明

作
成
者
不
明

8
（
23
）
願
書

大
正
11
年
7
月
5
日

財
団
法
人
関
西
大
学 

専
務
理
事 

宮
島
綱
男

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

技
師
長 

鎌
田
樟
次
郎

（
39
）と
同
じ

（
39
）

（
23
）と
同
じ

9
（
38
）
願
書

大
正
11
年
7
月
5
日

関
西
大
学 

専
務
理
事 

宮
島
綱
男

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

常
務
取
締
役 

鷲
野
米
太
郎

10
（
20
）
願
書

大
正
11
年
7
月
5
日

関
西
大
学 

総
理
事 

山
岡
順
太
郎

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

常
務
取
締
役 

鷲
野
米
太
郎

寄
付
申
込
書
記
入
願 

（
35
）と
同
じ

（
35
）

寄
付
申
込
書
記
入
願 

（
20
）と
同
じ

11
（
18
）
願
書

大
正
11
年
7
月
5
日

関
西
大
学 

総
理
事 

山
岡
順
太
郎

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

常
務
取
締
役 

鷲
野
米
太
郎

（
33
）と
同
じ

（
33
）

（
18
）と
同
じ

12
（
19
）
関
西
大
学
運
動
場
設

置
に
関
す
る
覚
書

大
正
11
年
7
月
5
日

関
西
大
学 

総
理
事 
山
岡
順
太
郎

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

案
文
1（
付
箋
付
き
） （
34
）と
同
じ

（
34
）

案
文
1（
付
箋
付
き
） （
19
）と
同
じ

（
43
）

本
書（
付
箋
付
き
） （
19
）（
34
）と
同
じ

13
（
21
）
願
書

大
正
11
年
7
月
5
日

関
西
大
学 

総
理
事 

山
岡
順
太
郎

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

常
務
取
締
役 

鷲
野
米
太
郎

学
生
・
生
徒
の
乗
車
賃
に
関
す
る
件 

（
36
）と
同
じ

（
36
）

学
生
・
生
徒
の
乗
車
賃
に
関
す
る
件 

（
21
）と
同
じ

14
（
22
）

覚
書

大
正
11
年
7
月
5
日

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
関
西
大
学 

総
理
事 

山
岡
順
太
郎

学
生
・
生
徒
の
乗
車
賃
に
関
す
る
件（
案
文
1
） （
37
）

（
46
）と
同
じ

（
37
）

学
生
・
生
徒
の
乗
車
賃
に
関
す
る
件（
案
文
1
） （
22
）と
同
じ

（
46
）

学
生
・
生
徒
の
乗
車
賃
に
関
す
る
件（
本
書
） （
22
）（
37
）と
同
じ

15
（
44
）
回
答

大
正
11
年
7
月
12
日

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

常
務
取
締
役 

鷲
野
米
太
郎
関
西
大
学 
総
理
事 

山
岡
順
太
郎
（
43
）と
一
緒
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
が
別
の
日
の
も
の

16
（
45
）
願
書

大
正
11
年
7
月
12
日

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

常
務
取
締
役 

鷲
野
米
太
郎
関
西
大
学 

総
理
事 
山
岡
順
太
郎

寄
付
申
込
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て

17
（
26
）
願
書

8
月
2
日（
大
正
11
年
）
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

地
所
課
長 

鎌
田
樟
次
郎

財
団
法
人
関
西
大
学 

専
務
理
事 

宮
島
綱
男

土
地
買
収
に
つ
い
て（
価
格
ほ
か
）

千
里
山
学
舎
運
動
場
用
地
取
得
関
係
文
書
一
覧
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資料

会
社
時
系

列
順
編
綴
順

種 

類

年
月
日

差
出
人

宛 

先

備 

考

北大阪電気鉄道株式会社時代

1
（
30
）
地
図

不
詳（
大
正
11
年
3
月
頃
か
）
作
成
者
不
明

作
成
者
不
明

阪
本
氏
、
土
居
氏
等
の
所
有
区
画
を
示
す
も
の

2
（
31
）
関
西
大
学
運
動
場
設

計
書

不
詳（
大
正
11
年
3
月
頃
か
）

使
用
し
て
い
る
紙
か
ら
設
計
書
を
作
成
し
た
の
は
大
阪
住

宅
経
営
株
式
会
社

3
（
32
）
回
答

大
正
11
年
3
月
4
日

関
西
大
学 

理
事 

垂
水
善
太
郎

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

常
務
取
締
役 

鷲
野
米
太
郎

（
31
）「
関
西
大
学
運
動
場
設
計
書
」
の
末
尾
に
あ
り

4
（
28
）
回
答

大
正
11
年
4
月
1
日

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
関
西
大
学

運
動
場
設
置
に
つ
い
て

5
（
29
）
回
答

大
正
11
年
4
月
17
日

関
西
大
学

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

運
動
場
設
置
に
つ
い
て

6
（
24
）
電
鉄
評
価
の
根
拠

不
詳

作
成
者
不
明

作
成
者
不
明

7
（
25
）
覚

不
詳

作
成
者
不
明

作
成
者
不
明

8
（
23
）
願
書

大
正
11
年
7
月
5
日

財
団
法
人
関
西
大
学 

専
務
理
事 

宮
島
綱
男

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

技
師
長 

鎌
田
樟
次
郎

（
39
）と
同
じ

（
39
）

（
23
）と
同
じ

9
（
38
）
願
書

大
正
11
年
7
月
5
日

関
西
大
学 

専
務
理
事 

宮
島
綱
男

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

常
務
取
締
役 

鷲
野
米
太
郎

10
（
20
）
願
書

大
正
11
年
7
月
5
日

関
西
大
学 

総
理
事 

山
岡
順
太
郎

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

常
務
取
締
役 

鷲
野
米
太
郎

寄
付
申
込
書
記
入
願 

（
35
）と
同
じ

（
35
）

寄
付
申
込
書
記
入
願 

（
20
）と
同
じ

11
（
18
）
願
書

大
正
11
年
7
月
5
日

関
西
大
学 

総
理
事 

山
岡
順
太
郎

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

常
務
取
締
役 

鷲
野
米
太
郎

（
33
）と
同
じ

（
33
）

（
18
）と
同
じ

12
（
19
）
関
西
大
学
運
動
場
設

置
に
関
す
る
覚
書

大
正
11
年
7
月
5
日

関
西
大
学 

総
理
事 

山
岡
順
太
郎

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

案
文
1（
付
箋
付
き
） （
34
）と
同
じ

（
34
）

案
文
1（
付
箋
付
き
） （
19
）と
同
じ

（
43
）

本
書（
付
箋
付
き
） （
19
）（
34
）と
同
じ

13
（
21
）
願
書

大
正
11
年
7
月
5
日

関
西
大
学 

総
理
事 

山
岡
順
太
郎

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

常
務
取
締
役 

鷲
野
米
太
郎

学
生
・
生
徒
の
乗
車
賃
に
関
す
る
件 

（
36
）と
同
じ

（
36
）

学
生
・
生
徒
の
乗
車
賃
に
関
す
る
件 

（
21
）と
同
じ

14
（
22
）

覚
書

大
正
11
年
7
月
5
日

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
関
西
大
学 

総
理
事 

山
岡
順
太
郎

学
生
・
生
徒
の
乗
車
賃
に
関
す
る
件（
案
文
1
） （
37
）

（
46
）と
同
じ

（
37
）

学
生
・
生
徒
の
乗
車
賃
に
関
す
る
件（
案
文
1
） （
22
）と
同
じ

（
46
）

学
生
・
生
徒
の
乗
車
賃
に
関
す
る
件（
本
書
） （
22
）（
37
）と
同
じ

15
（
44
）
回
答

大
正
11
年
7
月
12
日

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

常
務
取
締
役 

鷲
野
米
太
郎
関
西
大
学 

総
理
事 

山
岡
順
太
郎
（
43
）と
一
緒
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
が
別
の
日
の
も
の

16
（
45
）
願
書

大
正
11
年
7
月
12
日

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

常
務
取
締
役 

鷲
野
米
太
郎
関
西
大
学 

総
理
事 

山
岡
順
太
郎

寄
付
申
込
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て

17
（
26
）
願
書

8
月
2
日（
大
正
11
年
）
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

地
所
課
長 

鎌
田
樟
次
郎

財
団
法
人
関
西
大
学 

専
務
理
事 

宮
島
綱
男

土
地
買
収
に
つ
い
て（
価
格
ほ
か
）

北大阪電気鉄道株式会社時代

18
（
27
）
願
書

大
正
11
年
9
月
5
日

関
西
大
学

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

地
所
課
長 

鎌
田
樟
次
郎

土
地
収
用
法
の
適
用
に
つ
い
て

19
（
40
）
書
簡

大
正
11
年
9
月
13
日

関
西
大
学

安
封
宇
吉

面
談
申
込
み

20
（
41
）
承
諾
書

大
正
11
年
9
月
16
日

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

取
締
役
社
長 

秋
岡
義
一

関
西
大
学 

総
理
事
山
岡
順
太
郎

学
生
定
期
乗
車
賃
に
つ
い
て

21
（
42
）
承
諾
書

大
正
11
年
9
月
16
日

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

取
締
役
社
長 

秋
岡
義
一

関
西
大
学 

総
理
事 

山
岡
順
太
郎

運
動
場
敷
地
提
供
に
つ
い
て

京阪土地株式会社時代の文書

22
（
17
）
書
状

大
正
13
年
9
月
3
日

関
西
大
学 

総
理
事 

山
岡
順
太
郎

京
阪
土
地
株
式
会
社 

社
長 

秋
岡
義
一

23
（
16
）
書
状

9
月
18
日（
大
正
13
年
）
鎌
田
樟
次
郎

宮
島

24
（
9
）
契
約
書（
第
一
案
）
（
大
正
13
年
9
月
26
日
）

関
西
大
学

京
阪
土
地
株
式
会
社

本
契
約
に
至
る
第
一
案

（
10
）
契
約
書（
第
二
案
）
（
大
正
13
年
9
月
26
日
）

本
契
約
に
至
る
第
二
案

（
11
）
契
約
書（
第
三
案
）
（
大
正
13
年
9
月
26
日
）

本
契
約
に
至
る
第
三
案（
京
阪
か
ら
提
出
分
）

（
12
）
仮
契
約
書（
本
契
約
）
大
正
13
年
9
月
26
日

本
契
約
願（
昭
和
3
年
2
月
29
日
付
）・
地
図
付
き

25
（
15
）
領
収
證

大
正
13
年
9
月
27
日

財
団
法
人
関
西
大
学 

理
事 

宮
島
綱
男

京
阪
土
地
株
式
会
社

26
（
14
）
領
収
書

大
正
14
年
4
月
9
日

関
西
大
学

京
阪
土
地
株
式
会
社

27
（
13
）
領
収
証

大
正
14
年
4
月
9
日

白
川
法
律
事
務
所

関
西
大
学

28
（
8
）
本
契
約
締
結
願

大
正
14
年
7
月
24
日

関
西
大
学 

総
理
事 

山
岡
順
太
郎

京
阪
土
地
株
式
会
社 

社
長 

渡
邊
嘉
一

契
約
書
修
正
案
付
き

29
（
7
）
契
約
書
修
正
案

年
月
不
詳

京
阪
土
地
株
式
会
社

契
約
書
修
正
案
の
断
片

30
（
5
）
阪
本
熊
蔵
所
有
地
ニ

関
ス
ル
件（
メ
モ
）

年
月
不
詳

作
成
者
不
明

作
成
者
不
明

阪
本
氏
所
有
地
に
関
す
る
件

31
（
6
）
地
図

年
月
不
詳

作
成
者
不
明

作
成
者
不
明

阪
本
氏
、
土
居
氏
等
の
所
有
区
画
を
示
す
も
の

32
（
4
）
領
収
書

大
正
14
年
9
月
1
日

財
団
法
人
関
西
大
学 

理
事 

宮
島
綱
男

京
阪
土
地
株
式
会
社

33
（
3
）
覚
書

大
正
14
年
9
月
2
日

財
団
法
人
関
西
大
学 

理
事 

宮
島
綱
男

京
阪
土
地
株
式
会
社

34
（
2
）
領
収
書

大
正
14
年
10
月
5
日

財
団
法
人
関
西
大
学 

理
事 

宮
島
綱
男

京
阪
土
地
株
式
会
社

35
（
1
）
領
収
書

大
正
14
年
11
月
20
日

財
団
法
人
関
西
大
学

京
阪
土
地
株
式
会
社

時
系
列
順
は
、
簿
冊
に
閉
じ
ら
れ
て
い
る
順
と
は
関
係
な
く
、
時
代
が
古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
の
順
に
並
べ
た
。
書
類
の
作
成
年
月
日
が
不
明
な
も
の
は
、
簿
冊
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
位
置
や
記
述
内
容
か
ら

年
月
日
を
推
察
し
て
順
序
を
決
め
た
。

編
綴
順
で
は
、
数
字
の
小
さ
い
も
の
が
簿
冊
の
上
の
方
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
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北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
時
代
の
文
書

【
資
料
1
】
地
図
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
予
定
敷
地
、
年
月
日
不
詳
）

※
筆
者
注　

�
各
所
有
地
を
示
す
地
図
の
中
に
、
土
地
所
有
者
と
面
積
に
関
す
る
次

の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

	
北
大
阪
電
鐵
所
有
地	

約
弐
千
五
百
六
拾
五
坪

	

土
井
所
有
地	

約
弐
千
弐
百
弐
拾
弐
坪

グ
ラ
ウ
ン
ド
敷
地

	

阪
本
所
有
地	

約
参
百
四
拾
坪

	

　
　
　
　
　
　
　
　

 

合
計
五
千
百
弐
拾
七
坪

	

関
西
大
學
所
有
地	

約
弐
千
八
拾
弐
坪

	

関
西
大
學
ヨ
リ
北
大
阪
電
鐵
ニ
提
供
ス
ル
土
地　

約
壹
千
弐
百
坪

【
資
料
2
】
関
西
大
学
運
動
場
設
計
書
（
年
月
日
不
詳
）

　
　
　
　
　
　
　
關
西
大
學
運
動
場
設
計
書
（
表
紙
）

　
　

關
西
大
學
運
動
場
設
計
書

一　

金
六
萬
参
千
圓
也

　

但
六
千
七
百
参
面
坪
貮
合
切
取
盛
土
工
及
観
覧
席
設
備
暗
渠
伏
設
側
溝
設
置
其
他
施
設

内　
　
　

譯

名稱

品　

目

長（
間
）
高
巾
厚
經

員　

數

單
價（
円
）
金
額（
円
）

摘　

要

切　取
土　

砂

立
坪

八
、八
六

七
・
七
九

二
・
六
〇
〇
二
三
、〇
五

六
・
二
五
四
別
紙
土
坪
計
算
表
参
照

盛　土
同

（
立
坪
）

八
、八
七

五
・
五
一

〇
・
四
六
〇
四
、〇
八

二
・
七
三
五
同
上

切
取
土
砂
流
用
ニ
付
槝
固
費

計
上

基　礎
ブ
ロッ
ク
積
五
〇
・
〇

個三
〇
〇

一
・
九
三
〇
五
七
九
・
〇

〇
〇

観
覧
席
階
段
基
礎
及
側
溝
側

壁
兼
用
別
紙
第
八
號
単
價
表

ノ
通
リ

名稱

品　

目

長（
間
）
高
巾
厚
經

員　

數

單
價（
円
）
金
額（
円
）

摘　

要

階　段
同

五
〇
・
〇

個八
四
〇
〇
一
・
八
四
〇
一
五
、四
五

六
・
〇
〇
〇
観
覧
席
階
段
用
長
五
十
間
二

十
八
段
分　

別
紙
第
四
號
単

價
表
参
照

裏　込
混
凝
土

五
〇
・
〇
法
高　

尺

五
三
・
八

厚
〇
・
六

立
坪

四
四
・
八
三
一
四
六
・
〇

〇
〇

六
、五
四
五
・

一
八
〇

階
段
裏
込
用　

別
紙
第
二
號

混
凝
土
単
價
表
参
照

目　地
モ
ル
タ
ル

立
坪

二
〇
・
七
六
二
二
七
・
九

〇
〇

四
、七
三
一
・

二
〇
四

ブ
ロ
ッ
ク
目
地
用
観
覧
席
階

段
面
壹
坪
ニ
付
十
切
遣
ヒ
長

五
十
間
法
高
五
十
三
尺
八
寸

分　

別
紙
第
三
号
モ
ル
タ
ル

単
價
表
参
照

法　面
張
芝
工

七
六
・
七
法
高　

尺

六
一
・
二

面
坪

七
八
二
・
三

四

三
・
八
六
〇
三
、〇
一
九
・

八
三
二

法
面
補
装
并
ニ
観
覧
席
兼
用　

別
紙
第
九
号
単
價
表
参
照

側溝
ブ
ロッ
ク
工
五
〇
・
〇

四
・
九
七
〇
二
四
八
・
五

〇
〇

観
覧
席
階
段
下
側
溝
用　

別

紙
第
六
號
単
價
表
参
照

同
同

七
六
・
七

七
・
九
三
〇
六
〇
八
・
二

三
一

観
覧
席
兼
用
法
面
張
芝
工
下　

別
紙
第
五
號
単
價
表
参
照

暗渠
混
凝
土
工
四
二
・
〇

七
〇
・
二
六

〇

二
、九
五
〇
・

九
二
〇

用
水
及
谷
水
抜
キ
用　

別
紙

第
七
號
単
價
表
参
照

諸雑費

一
、七
二
二
・

一
四
四

暗
渠
混
凝
土
型
枠
損
料
並
ニ

測
量
丁
張
監
督
小
屋
其
他
附

帯
雑
工
費
一
切

計

六
三
、〇
〇

〇
・
〇
〇
〇

土
坪
計
算
表

測
点

巨　

离

切　

取

盛　

土

立　

坪

摘
要

断　

面

平
均
断
面

断　

面

平
均
断
面

切　

取

盛　

土

起
点

第
一
號

間五
・
七

〇
・
〇

〇
・
三
三

〇
・
一
六
五
〇
・
〇

一
五
二
・
七

三

七
六
・
三
六

五

〇
・
九
四
一
四
三
五
・
二

八
一

〃（
第
一

號
）

第
二
號

五
・
〇

〃
（
〇
・
三

三
）

二
八
・
六
六

一
四
・
四
九

五

〃（
一
五
二
・

七
三
）

一一
八
・
五
八

一
三
五
・
六

五
五

七
二
・
四
七

五

六
七
八
・
二

七
五

〃（
第
二

號
）

第
三
號

一
〇
・
〇
〃
（
二
八
・

六
六
）

一
七
六
・
八
一

一
〇
二
・
七

三
五

〃
（
一
一

八
・
五
八
）

四
二
・
二
三

八
〇
・
四
〇

五

一
、〇
二

七
・
三
五

八
〇
四
・
〇

五
〇



41　関西大学年史紀要　28

資料

測
点

巨　

离

切　

取

盛　

土

立　

坪

摘
要

断　

面

平
均
断
面

断　

面

平
均
断
面

切　

取

盛　

土

〃（
第
三

號
）

第
四
號

一
〇
・
〇
〃
（
一
七

六
・
八
一
）

二
二
〇
・
二
九

一
九
八
・
五

五
〇

〃
（
四
二
・

二
三
）

四
八
・
五
六

四
五
・
三
九

五

一
、九
八

五
・
五
〇
〇
四
五
三
・
九

五
〇

〃（
第
四

號
）

第
五
號

一
〇
・
〇
〃
（
二
二

〇
・
二
九
）

二
〇
七
・
八

一

二
一
四
・
〇

五
〇

〃
（
四
八
・

五
六
）

六
八
・
六
一

五
八
・
五
八

五

二
、一
四

〇
・
五
〇
〇
五
八
五
・
八

五
〇

〃（
第
五

號
）

第
六
號

一
〇
・
〇
〃
（
二
〇

七
・
八
一
）

一
三
五
・
九

三

一
七
一
・
八

七
〇

〃
（
六
八
・

六
一
）

八
七
・
四
一

七
八
・
〇
一

〇

一
、七
一

八
・
七
〇
〇
七
八
〇
・
一

〇
〇

〃（
第
六

號
）

第
七
號

一
〇
・
〇
〃
（
一
三

五
・
九
三
）

九
二
・
九
四

一
一
四
・
四

三
五

〃
（
八
七
・

四
一
）

一
〇
六
・
二

七

九
四
・
八
四

〇

一
、一
四

四
・
三
五
〇
九
四
八
・
四

〇
〇

〃（
第
七

號
）

第
八
號

一
〇
・
〇
〃
（
九
二
・

九
四
）

四
・
七
〇

四
八
・
八
二

〇

〃
（
一
〇

六
・
二
七
）

一
五
七
・
五

五

一
三
一
・
九

一
〇

四
八
八
・
二

〇
〇

一
、三
一

九
・
一
〇
〇

〃（
第
八

號
）

第
九
號

一
〇
・
〇
〃
（
四
・
七

〇
）

一
一
・
六
一

八
・
一
五
五
〃
（
一
五

七
・
五
五
）

九
三
・
八
四

一
二
五
・
六

九
五

八
一
・
五
五

〇

一
、二
五

六
・
九
五
〇

〃（
第
九

號
）

第
一
〇
號

一
〇
・
〇
〃
（
一
一
・

六
一
）

二
一
・
三
四

一
六
・
四
七

五

〃
（
九
三
・

八
四
）

一
〇
二
・
五
六

九
八
・
二
〇

〇

一
六
四
・
七

五
〇

九
八
二
・
〇

〇
〇

第
一
〇
號

第
一
一

號

四
・
〇

二
一
、三
四

〇
・
二
二

一
〇
・
七
八

〇

一
〇
二
・
五

六一
〇
一
・
三

九
〇

一
〇
一
・
九

七
五

四
三
・
一
二

〇

四
〇
七
・
九

〇
〇

〃
（
第

一
一
號
）

第
一
二
號

三
・
二

〃
（
〇
・
二

二
）

〇
・
〇

〇
・
一
一

〃（
一
〇
一
・

三
九
〇
）

二
六
・
一
四

〇

六
三
・
七
六

五

〇
・
三
五
二
二
〇
四
・
〇

四
八

法
先

一
・
五

〃
（
二
六
・

一
四
〇
）

〇
・
〇

一
三
・
〇
七

〇

一
九
・
六
〇

五

計

八
、八
六
七
・

七
八
八

八
、八
七
五
・

五
〇
九

第
一
號

　
　

混
凝
土
立
壹
坪
當
單
價
表　
　

配
合
一
、
二
、
四

一
金
壹
百
八
拾
貮
圓
九
拾
銭

　
　

壹
切
當
金
八
拾
五
銭

内　
　
　

譯

名　

稱

品
目

長

高
巾
厚
經

員　

數

單
價（
円
）

金
額（
円
）

摘　

要

セ
メ
ン
ト

樽一
二
・
〇

七
・
五
〇
〇

九
〇
・
〇
〇
〇

農
商
務
省
指
定
ノ
品

質
ニ
シ
テ
現
場
着
運

搬
費
共

洗
砂
利

立
坪

〇
・
九

五
〇
・
〇
〇
〇
四
五
・
〇
〇
〇

地
方
産
川
砂
圣
二
分

目
以
上
七
分
目
以
下

節
援
良
質

洗　

砂

〃（
立
坪
）

〇
・
四
五

四
〇
・
〇
〇
〇
一
八
・
〇
〇
〇

地
方
産
良
質
稍
粒
粗

大
ナ
ル
洗
砂

練　

合

人
夫

人一
三
・
〇

二
・
三
〇
〇

二
九
・
九
〇
〇

練
合
セ
槝
固
メ
手
間

共
一
式

計

一
八
二
・
九
〇
〇

第
二
號

　
　

混
凝
土
立
壹
坪
當
單
價
表　
　

配
合
一
、
三
、
六

一
金
百
四
拾
六
圓

内　
　
　

譯

名　

稱

品
目

長

高
巾
厚
經

員　

數

單
價（
円
）

金
額（
円
）

摘　

要

セ
メ
ン
ト

樽八
・
〇

七
・
五
〇
〇

一
六
〇
・
〇
〇
〇
前
同
断

洗
砂
利

立
坪

〇
・
九

五
〇
・
〇
〇
〇
四
五
・
〇
〇
〇

同

洗　

砂

〇
・
四
五

四
〇
・
〇
〇
〇
一
八
・
〇
〇
〇

同

練　

合

人
夫

人一
〇
・
〇

二
・
三
〇
〇

二
三
・
〇
〇
〇

同

計

一
四
六
・
〇
〇
〇



大学昇格前後の関西大学運動場用地の取得と建設経過　42

資料

第
三
號

　
　

セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
立
壹
坪
當
單
價
表

一
金
貮
百
貮
拾
七
圓
九
拾
銭

　
　

立
壹
切
當
金
壹
圓
六
銭

内　
　
　

譯

名　

稱

品
目

長

高
巾
厚
經

員　

數

單
價（
円
）

金
額（
円
）

摘　

要

セ
メ
ン
ト

樽二
一
・
六
七
・
五
〇
〇

一
六
二
・
〇
〇
〇
農
商
務
省
指
定
ノ
品

質
ニ
シ
テ
運
搬
費
共

洗　

砂

立
坪

〇
・
九

四
〇
・
〇
〇
〇
三
六
・
〇
〇
〇

地
方
産
洗
砂
良
質　

材
料
採
集
運
賃
共
一
式

練　

合

人
夫

人一
三
・
〇
二
・
三
〇
〇

二
九
・
九
〇
〇

練
合
其
他
一
式

計

二
二
七
・
九
〇
〇

第
四
號

　
　

観
覧
席
階
段
石
ブ
ロ
ッ
ク
壹
個
當
リ
單
價
表

一
金
壹
圓
八
拾
四
銭

　
　

長
二
尺
高
一
尺
二
寸
巾
一
尺　
　
　
（
※
ブ
ロ
ッ
ク
の
見
取
り
図
）

内　
　
　

譯

名　

稱

品
目

長

高
巾
厚
經

員　

數

單
價（
円
）

金
額（
円
）

摘　

要

混
凝
土

ブ
ロッ
ク

切一、八
七
五
〇
・
八
五
〇
一
・
六
一
四

観
覧
席
階
段
用
ブ
ロッ
ク

製　

作

人
夫

人〇
・
一

二
・
三
〇
〇
〇
・
二
三
〇

型
枠
損
料
及
拵
費
一
式

計

一
・
八
四
四

第
五
號

　
　

側
溝
長
壹
間
當
單
價
表

一
金
七
圓
九
拾
参
銭

内　
　
　

譯

名　

稱

品
目

長

高
巾
厚
經

員　

數

單
價（
円
）
金
額（
円
）

摘　

要

ブ
ロ
ッ
ク
混
凝
土

側
壁

尺二
・
〇
尺一

・
〇

〇
・
四

個三
・
〇

〇
・
七
〇
〇
二
・
一
〇
〇
一
個
立
積
〇
・
八
切
別
紙

第
一
號
混
凝
土
単
價
表
ノ

通
リ
型
枠
損
料
共

同

同底

二
・
〇
一
・
二

〇
・
五

（
個
）

三
・
〇

一
・
〇
五
〇
三
・
一
五
〇
同　

一
・
二
切
同
上

目　

地

モ
ル
タ
ル

切一
・
〇

一
・
〇
六
〇
一
・
〇
六
〇
別
紙
第
三
號
モ
ル
タ
ル
単

價
表
ノ
通
リ

職　

工

練
瓦
工

人〇
・
二

三
・
五
〇
〇
〇
・
七
〇
〇
据
付
目
地
仕
上
迄
一
式

手　

傅

人
夫

人〇
・
四

二
・
三
〇
〇
〇
・
九
二
〇
堀
鑿
及
ブ
ロ
ッ
ク
小
運
搬

并
ニ
職
工
手　

傅
一
人
ニ

付
二
人

計

七
・
九
三
〇

第
六
號

　
　

側
溝
長
壹
間
當
單
價
表

一
金
四
圓
九
拾
七
銭

内　
　
　

譯

名　

稱

品
目

長

高
巾
厚
經

員　

數

單
價（
円
）

金
額（
円
）

摘　

要

ブ
ロ
ッ
ク
混
凝
土

底

二
・
〇
巾
一
・
二

厚
〇
・
五

個三
・
〇

一
・
〇
五
〇

三
・
一
五
〇

一
個
立
積
一
・
二
切

別
紙
第
一
號
混
凝
土

単
價
表
ノ
通
リ
型
枠

損
料
共

目　

地

モ
ル
タ
ル

切〇
・
八

一
・
〇
六
〇

〇
・
八
四
八

別
紙
第
三
號
モ
ル
タ

ル
単
價
表
参
照

職　

工

練
瓦
工

人〇
・
一
二

三
・
五
〇
〇

〇
・
四
二
〇

据
付
目
地
仕
上
迄
一

式

手　

傅

人
夫

（
人
）

〇
・
二
四

二
・
三
〇
〇

〇
・
五
五
二

堀
鑿
及
ブ
ロ
ッ
ク
小

運
搬
并
ニ
職
工
手　

傅
一
人
ニ
付
二
人

計

四
・
九
七
〇
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第
七
號

　
　

混
凝
土
暗
渠　

内
法
高
四
尺
巾
三
尺
長
壹
間
當
單
價
表

一
金
七
拾
圓
貮
拾
六
銭

内　
　
　

譯

名　

稱

品
目

長

高
巾
厚
經

員　

數

單
價（
円
）

金
額（
円
）

摘　

要

基　

礎

混
凝
土
間一

・
〇
巾　
尺

六
・
〇

厚　
〇
・
六

立
坪

〇
・
一

一
四
六
・
〇
〇
〇
一
四
・
六
〇
〇
側
壁
基
礎
及
底
打
兼

用
別
紙
第
二
號
単
價

表
参
照

側　

壁

同

延
長　

〃（間
）

二
・
〇

高
四
・
〇

巾
一
・
〇

〃（
立
坪
）

〇
・
二
二

一
四
六
・
〇
〇
〇
三
二
・
一
二
〇
下
巾
一
尺
二
寸
上
巾

八
寸
両
側
分

同

蓋

同

〃（間
）

一
・
〇

〃
（
高
）

〇
・
七

〃
（
巾
）

四
・
六

〃（
立
坪
）

〇
・
〇
九

一
四
六
・
〇
〇
〇
一
三
・
一
四
〇
同

職　

工

大
工

人一
・
〇

三
・
五
〇
〇

三
・
五
〇
〇

型
枠
拵
ヒ
組
立
取
除

ケ
仕
上
迄
一
式

人
夫

三
・
〇

二
・
三
〇
〇

六
・
九
〇
〇

床
堀
一
人
職
工
手
傅

一
人
ニ
付
二
人
埋
戻

共
一
切

計

七
〇
・
二
六
〇

第
八
號

　
　

観
覧
席
階
段
基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
壹
個
當
單
價
表

一
金
壹
圓
九
拾
参
銭

　
　

長
二
尺
高
一
尺
二
寸
巾
一
尺

内　
　
　

譯

名　

稱

品
目

長

高
巾
厚
經
員　

數

單
價（
円
）

金
額（
円
）

摘　

要

混
凝
土
ブ
ロッ
ク

尺二
・
〇
一
・
〇

一
・
〇

個一
・
〇

一
・
七
〇
〇

一
・
七
〇
〇

階
段
基
礎
及
側
溝
側

壁
兼
用
別
紙
第
一
號

混
凝
土
単
價
表
参
照

人
夫

人〇
・
一

二
・
三
〇
〇

〇
・
二
三
〇

型
枠
損
料
及
拵
ヒ
一

式

計

一
・
九
三
〇

第
九
號

　
　

張
芝
面
壹
坪
當
單
價
表

一
金
参
圓
八
拾
六
銭

内　
　
　

譯

名　

稱

品
目

長

高
巾
厚
經

員　

數

單
價（
円
）

金
額（
円
）

摘　

要

野　

芝

尺一
・
五
尺〇

・
六

〇
・
二

面
坪

一
・
〇

二
・
〇
〇
〇

二
・
〇
〇
〇

地
方
産
根
組
緻
密
ニ
シ

テ
良
質
ナ
ル
モ
ノ
四
十

枚
ヲ
以
テ
一
面
坪
ト
ス

竹
目
串

〇
・
五

本二
四
〇

〇
・
〇
〇
二

〇
・
四
八
〇

芝
一
枚
ニ
付
六
本
挿
四

十
枚
分
竹
代
共

人　

夫

〇
・
六

二
・
三
〇
〇

一
・
三
八
〇

芝
張
及
串
挿
手
間
一
式

計

三
・
八
六
〇

【
資
料
3
】�

関
西
大
学（
理
事
垂
水
善
太
郎
）発
信
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社（
常

務
取
締
役
鷲
野
米
太
郎
）
宛
回
答
書
（
大
正
十
一
年
三
月
四
日
）

大
正
十
一
年
二
月
七
日

受
第
一
六
九
八
号

拝
啓
二
月
十
日
付
御
照
會
之
趣
敬
承
左
記
ノ
通
御
承
知
相
成
度
此
段
御
回
答
申
上

候
敬
具

　
　

大
正
十
一
年
三
月
四
日

�

關
西
大
學
理
事　

垂
水
善
太
郎
（
印
）

北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社

　
　

常
務
取
締
役　

鷲
野
米
太
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

左　

記

一
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
ニ
必
要
ナ
ル
地
域
坪
數
并
ニ
豫
算
書
等
ハ
別
紙
圖
面
及
設

計
豫
算
書
ニ
テ
御
承
知
相
成
度
尚
将
来
維
持
方
法
ニ
付
テ
ハ
本
學
ニ
於
テ
相
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當
方
針
相
立
可
申
候

二
、
本
大
學
及
商
業
學
校
等
収
容
ノ
學
生
ハ
数
年
ヲ
出
デ
ズ
本
學
全
部
移
轉
ノ
後

ハ
六
千
人
以
上
収
容
ノ
見
込
ニ
有
之
候

三
、
将
来
大
學
ニ
對
ス
ル
連
絡
統
一
ヲ
圖
ル
為
中
學
校
設
置
ノ
希
望
ヲ
有
シ
居
候

四
、
専
門
部
ハ
夜
學
ヲ
主
ト
ス
ル
次
第
ニ
付
キ
交
通
等
ノ
便
ヲ
得
タ
ル
上
ハ
無
論

併
置
可
致
筈
ニ
有
之
候

　
　
　
　
　
　
　

�

以　

上　
　
　

【
資
料
4
】�

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
発
信
関
西
大
学
宛
回
答
書
（
大
正
十
一

年
四
月
一
日
）

　
　
　
　
　
　
　

大
正
十
一
年
四
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社　

会
社
印

　
　
　
　

關
西
大
學
御
中

拝
啓
豫
而
御
申
込
相
成
居
運
動
場
設
置
ノ
件
左
記
ノ
通
リ
及
御
回
答
候
也

　
　

�

追
而
左
記
Ａ
Ｂ
二
案
ノ
内
何
レ
カ
御
自
由
ニ
御
採
擇
相
成
度
當
社
ト
シ
テ
ハ

Ｂ
案
ヲ
希
望
致
候
條
申
添
ヘ
候

　
　
　
　
　
　

左　

記

一
、
Ａ
案

（
關
西
大
學
、
北
大
阪
電
鐵
會
社
、
土
井
氏
（
み
か
ん
畑
）
阪
本
氏
ノ
各
所
有

地
ニ
跨
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
曩
ニ
貴
校
ヨ
リ
當
社
ニ
設
計
圖
ヲ
寄
セ
ラ
レ
タ
ル
モ

ノ
ヲ
云
ヒ
以
下
單
ニ
Ａ
案
ト
略
稱
ス
）

　
　
　
　

條　

件

一
、�

貴
校
及
當
社
ハ
其
ノ
所
有
地
ヲ
土
井
阪
本
兩
氏
所
有
地
ハ
本
案
ニ
必
要

ナ
ル
地
域
ヲ
當
社
之
レ
ヲ
買
収
シ
各
無
償
ニ
テ
提
供
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

二
、�

土
井
阪
本
兩
氏
所
有
地
ヲ
相
當
ノ
價
格
ニ
テ
買
収
ニ
應
セ
サ
ル
ト
キ
ハ

貴
校
ニ
於
テ
土
地
収
用
法
ヲ
適
用
シ
當
社
ノ
買
収
ヲ
援
助
ス
ル
コ
ト

三
、
運
動
場
地
盛
地
點
法
式
一
帯
ハ
當
社
ノ
所
有
ト
ス

四
、�

貴
行
（
マ
マ
）表

門
通
路
ニ
沿
ヒ
タ
ル
五
間
巾
ノ
地
域
ヲ
除
キ
其
ノ
南
部
ノ
貴
校

所
有
地
全
部
ヲ
無
償
ニ
テ
當
社
ニ
譲
渡
ス
ル
コ
ト

一
、
Ｂ
案

（
Ａ
案
敷
地
ノ
奥
ニ
接
續
セ
ル
阪
本
氏
所
有
地
内
ニ
Ａ
案
ト
同
大
ノ
運
動
場
ヲ

設
置
ス
ル
モ
ノ
ヲ
云
ヒ
以
下
單
ニ
Ｂ
案
ト
略
稱
ス
）

　
　

條　

件

一
、�

當
社
ハ
Ａ
案
ト
同
大
ノ
運
動
場
敷
地
ノ
全
部
ヲ
所
有
者
阪
本
氏
ヨ
リ
買

収
シ
無
償
ニ
テ
提
供
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

二
、�

阪
本
氏
所
有
地
ヲ
相
當
價
格
ニ
テ
買
収
ニ
應
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
貴
校
ニ
テ

土
地
収
用
法
ヲ
適
用
シ
當
社
ノ
買
収
ヲ
援
助
ス
ル
コ
ト

三
、�

Ａ
案
土
井
氏
所
有
地
全
部
ヲ
關
西
大
學
ニ
於
テ
買
収
ノ
上
當
社
ヘ
無
償

ニ
テ
讓
渡
ス
ル
コ
ト

四
、�

貴
校
所
有
地
中
表
門
通
路
ヨ
リ
南
部
ヲ
全
部
當
社
ヘ
無
償
ニ
テ
譲
渡
ス

ル
コ
ト

五
、�

當
社
ハ
右
土
井
氏
所
有
地
及
貴
校
ヨ
リ
讓
受
土
地
ノ
中
學
校
正
門
ヨ
リ

南
ニ
接
續
セ
ル
地
域
弐
千
坪
ヲ
割
キ
關
西
大
中
學
校
敷
地
ト
シ
テ
無
償

ヲ
以
テ
關
西
大
學
ニ
提
供
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一
、
Ａ
Ｂ
兩
案
ニ
共
通
ノ
條
件

一
、
運
動
場
ノ
名
称
ヲ
千
里
山
運
動
場
ト
ス
ル
コ
ト

二
、�

運
動
場
完
成
後
滿
参
箇
年
ヲ
經
過
シ
タ
ル
後
其
ノ
敷
地
ノ
所
有
權
ヲ
關
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西
大
學
ニ
移
轉
ヲ
爲
ス
モ
ノ
ト
ス

三
、
運
動
場
ハ
一
般
公
衆
ニ
開
放
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

四
、�
運
動
場
使
用
料
ヲ
徴
収
セ
ン
ト
ス
ル
場
合
ハ
貴
校
及
當
社
ノ
双
方
協
定

ス
ル
コ
ト

【
資
料
5
】�

関
西
大
学
発
信
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
宛
回
答
書
（
大
正
十
一

年
四
月
十
七
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
正
十
一
年
四
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

關　

西　

大　

學

　
　
　
　

北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社
御
中

拝
啓
豫
而
御
協
議
中
ニ
屬
ス
ル
運
動
場
設
置
ノ
件
ニ
付
四
月
一
日
付
御
回
答
受
領

仕
候
本
大
學
ニ
於
テ
協
議
ヲ
遂
ゲ
左
ノ
如
ク
決
定
致
候
間
御
承
知
相
成
度
候

一
、
Ａ
、
Ｂ
二
案
中
本
學
ニ
於
テ
ハ
Ａ
案
ヲ
以
テ
調
査
ヲ
進
メ
之
ヲ
以
テ
最
モ
可

ナ
リ
ト
認
ム

一
、
Ｂ
案
ニ
シ
テ
Ａ
案
以
上
有
利
ナ
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
調
査
材

料
ノ
提
出
セ
ラ
レ
タ
キ
コ
ト

一
、
Ａ
案
条
件
第
三
ニ
左
ノ
但
書
ヲ
加
ヘ
ラ
レ
タ
キ
コ
ト

　
　
　
「
但
滿
参
箇
年
後
全
部
ノ
所
有
權
ヲ
無
償
ニ
テ
關
西
大
學
ヘ
移
轉
ス
」

以
上
ノ
外
詳
細
ノ
事
項
ハ
別
ニ
協
議
ス
ル
コ
ト

【
資
料
6
】
電
鉄
評
価
の
根
拠
（
年
月
日
不
詳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
鐡
評
價
ノ
根
據

凡
テ
鐡
道
事
業
價
額
ノ
評
價
ハ
單
ニ
鐡
道
財
産
ノ
金
錢
的
現
價
法
ニ
依
ル
ヘ
キ
テ

ハ
ア
リ
マ
セ
ン
事
業
ノ
過
去
及
設
備
ノ
内
容
以
外
ニ
将
来
ノ
収
益
力
ヲ
モ
考
慮
シ

テ
價
額
ヲ
算
出
ス
ヘ
キ
モ
ノ
テ
ア
ル
カ
ラ
斯
ク
觀
シ
來
ラ
ハ
本
電
鐡
評
價
ノ
根
據

ハ
　

一
、
開
業
線
即
チ
十
三
、
千
里
山
間
建
設
費
約
貮
百
四
拾
萬
圓

　

二
、�

淡
路
、
天
神
橋
筋
東
四
丁
目
間
未
成
線
ノ
特
許
權
（
目
下
工
事
中
）

　
　
　

�

新
京
阪
ノ
垂
涎
措
カ
サ
ル
ハ
勿
論
本
線
ニ
在
リ
マ
ス
ル
カ
而
モ
京
阪
ノ
言

ヒ
値
ハ
本
線
ヲ
措
イ
テ
問
ハ
ナ
イ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス

　

三
、�

地
平
線
ニ
依
ル
工
費
ノ
節
約
（
百
五
拾
萬
圓
）
本
線
ニ
シ
テ
高
架
式
ニ
依

ル
ト
キ
ハ
工
費
四
百
萬
圓
ヲ
要
ス
即
チ
差
額
百
五
拾
萬
圓
也

　

四
、
将
来
ノ
収
益
力

　
　
　

�

本
線
開
通
後
ノ
成
績
ハ
ト
問
ハ
レ
タ
ナ
ラ
収
入
六
拾
五
萬
圓
純
益
参
拾
五

萬
圓
優
ニ
建
設
費
（
五
百
萬
圓
）
ニ
對
シ
六
朱
以
上
ノ
収
益
率
ト
ナ
ル
之

レ
カ
天
六
線
開
通
第
一
年
目
ノ
豫
想
収
益
テ
ア
リ
マ
ス

　
　
　

�

右
ノ
六
拾
五
萬
圓
ヲ
拾
萬
圓
減
シ
五
拾
五
萬
圓
ト
内
輪
ニ
計
算
ス
ル
ト
モ

毎
年
貮
割
五
分
ノ
増
加
率
ヲ
示
シ
テ
遞
増
シ
第
五
年
目
ニ
ハ
収
入
百
参
拾

萬
圓
以
上
、
純
益
八
拾
萬
圓
ヲ
超
ヘ
壹
割
六
分
以
上
ノ
収
益
率
ト
ナ
リ
マ

ス

全
線
開
通
後
電
鐡
収
支
見
込
（
貮
割
五
分
増
）

年
次

乘　

客　

数

電　

鐡　

収　

入

電
鐡
營
業
費

差
引
益
金

一
年
　

六
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
　

五
五
〇
、〇
〇
〇
三
〇
〇
、〇
〇
〇

二
五
〇
、〇
〇
〇

二
年
　

八
、一
二
五
、〇
〇
〇
　

六
八
七
、五
〇
〇
三
五
〇
、〇
〇
〇

三
三
七
、五
〇
〇
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年
次

乘　

客　

数

電　

鐡　

収　

入

電
鐡
營
業
費

差
引
益
金

三
年

一
〇
、一
五
六
、二
五
〇
　

八
五
九
、三
七
五
四
〇
〇
、〇
〇
〇

四
五
九
、三
七
五

四
年

一
二
、六
九
五
、三
一
三

一
、〇
七
四
、二
一
九
四
五
〇
、〇
〇
〇

六
二
四
、二
一
九

五
年

一
五
、八
六
九
、一
四
一

一
、三
四
二
、七
七
三
五
〇
〇
、〇
〇
〇

八
四
二
、七
七
三

備
考
　�

初
年
ノ
収
入
六
拾
五
萬
圓
ナ
ル
モ
安
全
ノ
為
メ
拾
萬
圓
ヲ
減
シ
五
拾
五
萬
圓
ト
シ
計
算
ヲ
立

テ
タ
リ

　
　
　
即
チ
一
日
約
千
五
百
圓
ノ
収
入
ナ
リ

　

五
、
新
京
阪
側
必
要
ノ
程
度
（
需
要
上
ノ
價
値
）

　
　
　

新
京
阪
ヨ
リ
見
タ
ル
本
線
ノ
價
値
ハ
絶
大
ノ
モ
ノ
カ
在
リ
マ
ス

　
　
　

イ　

�

本
線
ニ
依
ラ
サ
レ
ハ
大
正
廿
年
以
後
ニ
至
ル
迄
ハ
大
阪
市
ヘ
乘
入
ル

コ
ト
ヲ
得
ナ
イ
コ
ト

　
　
　

ロ　

�

補
助
金
ノ
下
附
ヲ
受
ク
ル
ニ
ハ
既
成
線
タ
ル
本
線
ニ
依
ラ
ナ
ケ
レ
ハ

ナ
ラ
ヌ
コ
ト

　
　
　

ハ　

�

本
線
ニ
依
ル
ト
キ
ハ
城
東
線
ヲ
利
用
ス
ル
ヨ
リ
モ
工
費
ノ
節
約
壹
千

萬
圓
以
上
ナ
ル
コ
ト

　
　
　

ニ　

�

本
線
ヲ
取
得
ス
ル
ト
キ
ハ
将
来
ノ
勁
敵
ヲ
未
然
ニ
殲
滅
シ
テ
安
心
カ

出
來
ル
コ
ト

　

六
、�

北
大
阪
線
ヲ
利
用
シ
テ
吹
田
ヨ
リ
大
阪
市
ニ
達
ス
ル
ト
京
阪
現
在
ノ
特
許

線
ニ
依
リ
城
東
線
ヲ
利
用
シ
テ
大
阪
ニ
入
ル
ト
ノ
兩
建
築
費
ノ
差
額
（
壹

千
萬
圓
）

以
上
ノ
根
據
ニ
依
テ
假
ニ
枉
テ
之
ヲ
得
ル
ト
シ
テ
モ
相
当
ノ
價
格
ヲ
以
テ
セ
ナ
ケ

レ
ハ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
帳
簿
面
ノ
建
設
費
ニ
百
萬
圓
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
其
價
額

ト
ナ
シ
現
金
ニ
テ
之
ヲ
授
受
セ
ラ
レ
タ
シ
ト
ノ
要
求
ハ
蓋
シ
不
當
テ
ハ
ア
ル
マ
イ

ト
思
ヒ
マ
ス

代
金
ハ
現
金
カ
又
ハ
之
レ
ニ
代
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
授
受
セ
ネ
ハ
ナ
リ
マ
セ
ン
京
阪
ハ

新
京
阪
ノ
株
ヲ
交
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
欲
シ
マ
ス
カ
之
ハ
大
イ
ニ
考
慮
ヲ
要
シ
マ
ス
新

京
阪
ノ
工
事
ハ
七
年
ノ
歳
月
ヲ
要
シ
マ
セ
ウ
、
此
ノ
間
五
朱
ノ
配
當
ニ
株
主
ハ
甘

シ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
然
ル
ニ
北
大
阪
線
ハ
天
六
開
通
後
直
ニ
五
朱
、
第
二
年

目
ニ
六
朱
、
第
三
年
目
ニ
八
朱
、
第
四
年
目
ニ
壹
割
、
第
五
年
目
ニ
壹
割
貮
分
ノ

配
當
カ
出
來
ル
偉
大
ナ
収
益
力
ヲ
持
テ
居
リ
マ
ス
又
新
京
阪
ノ
株
ハ
「
五
拾
圓
拂

込
ノ
モ
ノ
テ
モ
相
場
ハ
額
面
以
下
ハ
勿
論
尚
四
拾
圓
ヲ
落
チ
込
ム
テ
セ
ウ
、
テ
ス

カ
ラ
株
ヲ
受
取
ル
コ
ト
ハ
絶
對
ニ
拒
絶
セ
ネ
ハ
ナ
リ
マ
セ
ヌ

収　

支　

比　

較　

表

イ　

經
過
期
未
成
績

期　

間

収　

入

支　

出

缺　

損

第
六
期

五
五
、九
三
三

六
八

一
〇
三
、四
三
一

一
三

四
七
、四
九
七

四
五

第
七
期

五
九
、八
三
四

〇
二

一
二
〇
、七
五
六

二
二

六
〇
、九
二
二

二
〇

ロ　

月
別
成
績
（
大
正
十
、
十
一
年
對
照
）

期　

間

収　

入

支　

出

差
引
損
益

大
正
十
年

四　
　

月

一
一
、四
三
七

四
六

一
〇
、〇
五
四

四
八

益　

一
、三
八
二

九
八

大
正
十
一

年　

四
月

一
八
、八
七
二

七
二

一
〇
、二
九
〇

六
六

益　

八
、五
八
二

〇
六

大
正
十
年

五　
　

月

　

八
、四
六
一

一
二

一
二
、二
二
四

二
〇

損　

三
、七
六
三

〇
八

大
正
十
一

年　

五
月

一
五
、〇
七
四

三
六

一
四
、八
六
三

一
九

益　
　

二
一
一

一
七

大
正
十
年

六　
　

月

　

六
、七
三
八

二
九

一
二
、五
六
九

二
四

損　

五
、八
三
〇

九
五

大
正
十
一

年　

六
月

一
四
、八
五
一

三
六

一
二
、七
四
四

四
〇

益　

二
、一
〇
六

九
六
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イ　

未
經
過
期
成
績
豫
想

期　

間

収　

入

支　

出

缺　

損

第
八
期

一
〇
〇
、八
四
四

六
五

一
二
六
、九
九
六

七
二

二
六
、一
五
二

〇
七

第
九
期

一
一
五
、九
七
一

三
四

一
三
〇
、四
九
六

七
二

一
四
、五
二
五

三
八

本
年
度
（
四
、
五
、
六
、
月
ノ
成
績
ヨ
リ
推
斷
ス
ル
ト
キ
ハ
）
客
車
八
割
増
外
ニ
貨
車
収
入
二
萬
圓

ノ
見
込

【
資
料
7
】�

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
と
新
京
阪
鉄
道
株
式
会
社
と
の
覚
（
年

月
日
不
詳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覺

鐡
道
分
離
ノ
方
法
ニ
就
テ
ハ
京
阪
側
ニ
於
テ
鐡
道
會
社
ヲ
新
設
シ
本
會
社
電
鐡
部

一
切
ノ
財
産
及
權
利
義
務
ヲ
下
ニ
記
載
ス
ル
條
項
ニ
ヨ
リ
買
収
相
成
度

一
、
本
社
既
定
計
畫
中
鐡
道
關
係
ノ
モ
ノ
ハ
總
テ
新
設
會
社
ニ
テ
踏
襲
セ
ラ
ル
ヘ

キ
コ
ト

二
、
鐡
道
切
離
ノ
際
ノ
鐡
道
價
格
（
開
業
線
及
未
開
業
線
）
ハ
建
設
費
（
本
社
帳

簿
面
ニ
ヨ
ル
）
ニ
金
百
萬
圓
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
其
價
格
ト
シ
現
金
ヲ

以
テ
之
ヲ
授
受
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

但
日
本
勸
業
銀
行
ヨ
リ
鐡
道
財
圑
ヲ
擔
保
ト
シ
テ
借
入
レ
タ
ル
金
壹
百
萬
圓

也
（
一
ケ
年
据
置
九
ケ
年
賦
）
ハ
同
銀
行
ノ
同
意
ヲ
得
テ
債
務
附
ケ
讓
リ
ト

ナ
ス
ヘ
キ
コ
ト

三
、
左
記
ノ
支
出
ハ
鐡
道
建
設
費
ニ
準
シ
電
鐡
部
ノ
負
擔
タ
ル
ヘ
キ
コ
ト

　
　

イ　

電
鐡
営
業
費
缺
損
補
給
（
前
々
期
及
前
期
分
）
約
金
拾
貮
萬
圓
也

　
　

ロ　

關
西
大
學
寄
附
金
四
萬
圓
也

　
　

ハ　

�

千
里
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
（
本
社
分
擔
分
）
約
五
千
坪
ノ
代
金
約
五
萬

圓
也

　
　

ニ　

花
壇
設
備
費
約
七
萬
餘
圓
ノ
半
額
金
參
萬
五
千
圓
ノ
補
給

四
、
左
記
ノ
株
式
ハ
拂
込
額
ヲ
以
テ
京
阪
側
ニ
於
テ
之
ヲ
引
受
ケ
ラ
ル
ヘ
キ
コ
ト

　
　

イ　

浪
速
瓦
斯
株
式
會
社
株
式
參
千
五
百
株
ノ
半
數
（
拾
貮
圓
半
拂
込
）

　
　

ロ　

航
空
運
動
株
式
會
社
株
式
五
百
株
全
數
（
貮
拾
圓
拂
込
）

　
　

ハ　

�

大
阪
住
宅
經
營
株
式
會
社
株
式
貮
萬
壹
千
五
百
株
全
數（
拾
貮
圓
半
拂
込
）

　
　

ニ　

本
社
引
受
申
込
中
ノ
水
道
會
社
株
式
四
千
五
百
株
ノ
半
數

五
、
電
鐡
用
貯
藏
物
品
竝
ニ
注
文
中
ノ
建
設
材
料
ハ
全
部
買
入
價
格
又
ハ
注
文
價

格
ニ
テ
之
ヲ
引
受
ケ
ラ
ル
ヘ
キ
コ
ト

六
、
電
鐡
切
離
ノ
際
ハ
會
社
解
散
ニ
準
シ
始
末
諸
費
用
金
ト
シ
テ
金　
　
　
　

圓

也
ヲ
支
出
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
之
ヲ
買
収
費
用
中
ニ
加
算
セ
ラ
ル
ヘ
キ
コ
ト

七
、
京
阪
側
所
有
ノ
土
地
ハ
該
地
ニ
線
路
ノ
開
通
ス
ル
以
前
ニ
於
テ
之
カ
合
併
又

ハ
讓
渡
シ
テ
京
阪
側
ヨ
リ
提
案
セ
ラ
レ
サ
ル
コ
ト

八
、
電
鐡
切
離
ノ
際
ニ
於
テ
電
鐡
關
係
社
員
ハ
可
成
全
部
ヲ
新
設
會
社
ニ
引
繼
キ

採
用
セ
ラ
レ
尚
既
往
在
職
年
數
ハ
分
限
上
ニ
於
テ
加
算
ス
ル
様
取
計
ラ
ハ
レ

タ
キ
コ
ト

九
、
千
里
山
住
宅
經
営
會
社
建
築
材
料
ノ
運
搬
竝
ニ
南
方
其
他
本
社
所
有
地
及
其

地
帯
地
ノ
埋
立
土
砂
運
搬
ニ
ツ
キ
土
運
車
運
轉
其
他
ニ
付
キ
既
定
計
畫
推
行

上
新
設
會
社
ニ
於
テ
充
分
便
宜
ヲ
計
ラ
レ
タ
キ
コ
ト

十
、
千
里
山
及
十
三
方
面
ニ
對
ス
ル
電
車
運
轉
ハ
現
行
ノ
十
分
間
隔
運
轉
以
下
ニ

下
ラ
サ
ル
ハ
勿
論
将
来
千
里
山
ニ
對
シ
テ
ハ
住
宅
經
営
會
社
及
關
西
大
學
ト

ノ
協
議
ニ
基
キ
運
轉
回
數
ノ
増
加
ヲ
計
ラ
レ
タ
キ
コ
ト

十
一
、
鐡
道
分
離
ノ
當
會
社
（
土
地
）
經
営
ニ
付
テ
ハ
既
定
計
畫
推
行
ス
ル
樣
豫

メ
同
意
シ
置
カ
レ
タ
キ
コ
ト

�

以　

上　
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【
資
料
8
】�

関
西
大
学
（
専
務
理
事
宮
島
綱
男
）
発
信
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

（
技
師
長
鎌
田
樟
次
郎
）
宛
願
い
書
（
大
正
十
一
年
七
月
五
日
）

　
　
　
　
　
　

大
正
十
一
年
七
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
西
大
學
専
務
理
事
宮
島
綱
男

　
　
　
　

北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社

　
　
　
　
　

技
師
長
鎌
田
樟
次
郎
殿

拝
啓
益
御
健
勝
奉
慶
賀
候
陳
ハ
過
日
本
大
學
理
事
會
開
催
ノ
際
ハ
御
多
繁
中
御
出

席
被
成
下
種
々
御
配
慮
ニ
預
候
段
御
芳
情
ノ
程
千
萬
難
有
奉
感
候
尚
運
動
場
設
置

ノ
條
件
ニ
関
シ
理
事
會
ノ
席
上
既
ニ
御
高
聞
ニ
達
置
候
通

一
、
本
大
學
表
門
ニ
沿
ヘ
ル
本
大
學
所
有
地
讓
渡
ニ
関
ス
ル
件
及

二
、�

運
動
場
敷
地
所
有
権
移
轉
ノ
時
期
ニ
関
ス
ル
件
ニ
関
シ
希
望
條
件
符
箋
致
置

候
間
本
大
學
ノ
希
望
徹
底
致
候
様
何
卒
可
然
御
重
役
各
位
ヘ
御
取
成
方
格
別

ノ
御
配
慮
相
煩
度
奉
懇
願
候
先
ハ
右
御
礼
旁
御
依
頼
申
上
度
如
此
御
座
候

【
資
料
9
】�

関
西
大
学
（
専
務
理
事
宮
島
綱
男
）
発
信
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

（
常
務
取
締
役
鷲
野
米
太
郎
）
宛
願
い
書
（
大
正
十
一
年
七
月
五
日
）

　
　
　
　
　
　

大
正
十
一
年
七
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
西
大
學
専
務
理
事
宮
島
綱
男

　
　
　
　

北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社

　
　
　
　
　

常
務
取
締
役
鷲
野
米
太
郎
殿

拝
啓
益
御
健
勝
奉
慶
賀
候
陳
ハ
本
大
學
運
動
場
設
置
ノ
件
ニ
関
シ
テ
ハ
昨
年
来
不

一
方
御
配
慮
相
煩
以
御
蔭
愈
具
体
化
シ
候
段
御
芳
情
ノ
程
千
萬
難
有
奉
深
謝
候
尚

同
運
動
場
設
置
ニ
関
シ
御
申
越
ノ
條
件
何
レ
モ
至
極
御
尤
ノ
儀
ト
拝
承
仕
候
乍
去

過
日
参
社
仕
候
節
モ
御
高
聞
ニ
達
置
候
通

一
、
本
大
學
表
門
ニ
沿
ヘ
ル
本
大
學
所
有
地
讓
渡
ニ
関
ス
ル
件
並
ニ

二
、�

運
動
場
敷
地
所
有
権
移
轉
ノ
時
期
ニ
関
ス
ル
件
ニ
関
シ
本
大
學
ノ
希
望
條
件

符
箋
致
置
候
間
何
卒
貴
臺
格
別
ノ
御
高
配
賜
度
奉
懇
願
候
先
ハ
右
御
依
頼
申

上
度
如
此
御
座
候

【
資
料
10
】�

関
西
大
学
（
総
理
事
山
岡
順
太
郎
）
発
信
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

（
常
務
取
締
役
鷲
野
米
太
郎
）
宛
願
い
書
（
大
正
十
一
年
七
月
五
日
）

　
　

大
正
十
一
年
七
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　

關
西
大
學
總
理
事
山
岡
順
太
郎

北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社

　
　
　
　
　

常
務
取
締
役
鷲
野
米
太
郎
殿

拝
啓
益
御
繁
榮
之
段
奉
賀
候
陳
者
豫
テ
得
貴
意
置
候
千
里
山
本
大
學
敷
地
代
金
中

未
拂
額
金
四
萬
圓
也
御
寄
附
被
下
候
件
ハ
取
扱
上
ノ
都
合
モ
有
之
候
ニ
付
別
紙
寄

附
申
込
書
ニ
依
リ
御
申
込
方
格
別
ノ
御
配
慮
相
煩
度
願
上
候
先
ハ
右
如
此
御
座
候

【
資
料
11
】�

関
西
大
学
（
総
理
事
山
岡
順
太
郎
）
発
信
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

（
常
務
取
締
役
鷲
野
米
太
郎
）
宛
願
い
書
（
大
正
十
一
年
七
月
五
日
）

　
　
　
　
　
　

大
正
十
一
年
七
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

關
西
大
學
総
理
事
山
岡
順
太
郎

　
　
　
　

北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社

　
　
　
　
　

常
務
取
締
役
鷲
野
米
太
郎
殿
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拝
啓
益
御
繁
榮
之
段
奉
賀
候
陳
ハ
運
動
場
設
置
ノ
件
ニ
關
シ
テ
ハ
過
般
来
種
々
格

別
ノ
御
芳
配
相
煩
奉
深
謝
候
就
テ
ハ
今
回
本
大
學
理
事
會
ノ
決
議
ヲ
以
テ
大
正
十

一
年
四
月
一
日
附
貴
答
中
ノ
Ａ
案
ヲ
選
擇
致
候
ニ
付
此
際
別
紙
覺
書
交
換
仕
度
存

候
何
卒
可
然
御
取
運
被
下
度
願
上
候
先
ハ
右
得
貴
意
度
如
此
御
座
候
敬
具

【
資
料
12
】�

関
西
大
学
と
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
で
取
り
交
わ
し
た
運
動
場

設
置
に
関
す
る
覚
書
（
大
正
十
一
年
七
月
五
日
）

　
　
　
　
　
　

關
西
大
學
運
動
場
設
置
ニ
関
ス
ル
覺
書

大
阪
市
外
千
里
山
関
西
大
學
敷
地
ニ
連
接
シ
關
西
大
學
運
動
場
ヲ
設
置
ス
ル
ニ
付

北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社
（
以
下
北
電
ト
略
称
ス
）
ト
關
西
大
學
（
以
下
関
大

ト
略
称
ス
）
ト
ノ
間
ニ
左
ノ
契
約
ヲ
爲
ス

一
、
北
電
ハ
Ａ
案
関
西
大
學
運
動
場
設
置
ニ
必
要
ナ
ル
其
所
有
地
及
土
井
阪
本
両

氏
ノ
所
有
地
ニ
シ
テ
該
運
動
場
設
置
ニ
必
要
ナ
ル
敷
地
ヲ
買
収
シ
何
レ
モ
無

償
ニ
テ
提
供
ス
ル
コ
ト

	

關
大
ハ
Ａ
案
運
動
場
設
置
ニ
必
要
ナ
ル
敷
地
ヲ
該
運
動
場
ノ
敷
地
ト
シ
テ
供

用
ス
ル
コ
ト

二
、
土
井
、
阪
本
両
氏
カ
其
所
有
地
ヲ
相
當
價
格
ニ
テ
賣
渡
ヲ
爲
サ
サ
ル
ト
キ
ハ

關
大
ハ
其
名
ニ
於
テ
北
電
ノ
買
収
ヲ
援
助
ス
ル
コ
ト

三
、
運
動
場
地
盤
地
點
法
式
一
帯
ハ
北
電
ノ
所
有
ト
ス

四
、
關
大
ハ
關
西
大
學
表
門
通
路
ニ
沿
ヘ
ル
五
間
幅
ノ
地
積
ヲ
除
キ
其
南
部
ニ
位

ス
ル
關
大
所
有
地
ヲ
無
償
ニ
テ
北
電
ニ
譲
渡
ス
コ
ト

（
欄
外
付
箋
）
本
項
ノ
土
地
ハ
関
大
ニ
於
テ
將
來
利
用
ヲ
要
ス
ル
地
域
ニ
付
譲
渡
ヲ

爲
サ
サ
ル
コ
ト
ヲ
希
望
ス
已
ム
ナ
ク
ン
ハ
之
ニ
對
ス
ル
相
當
金
額
ヲ
支
拂
フ

モ
妨
ケ
ナ
シ

五
、
運
動
場
ノ
名
称
ヲ
千
里
山
運
動
場
ト
ス
ル
コ
ト

六
、
運
動
場
完
成
後
満
参
ケ
年
ヲ
經
過
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
敷
地
ノ
所
有
権
ヲ
関
大

ニ
移
轉
ス
ル
コ
ト

（
欄
外
付
箋
）
關
大
ハ
本
項
ノ
運
動
場
敷
地
所
有
権
カ
大
正
十
四
年
七
月
五
日
ヲ
以

テ
関
大
ニ
移
轉
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
希
望
ス

七
、
運
動
場
ハ
別
ニ
其
使
用
規
則
ヲ
定
メ
一
般
公
衆
ニ
開
放
ス
ル
コ
ト

八
、
運
動
場
使
用
料
ヲ
徴
収
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
関
大
及
北
電
協
議
ノ
上
其
額
ヲ

定
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以　
　

上

　
　

大
正
十
一
年
七
月
五
日
（
関
西
大
学
印
章
）

　
　
　
　
　
　
　
　

關　

西　

大　

學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

總
理
事　

山
岡
順
太
郎
（
山
岡
総
理
事
之
印
）

【
資
料
13
】�

関
西
大
学
（
総
理
事
山
岡
順
太
郎
）
発
信
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

（
常
務
取
締
役
鷲
野
米
太
郎
）
宛
願
い
書
（
大
正
十
一
年
七
月
五
日
）

　
　

大
正
十
一
年
七
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　

關
西
大
學
總
理
事
山
岡
順
太
郎

北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社

　
　
　
　
　

常
務
取
締
役
鷲
野
米
太
郎
殿

拝
啓
益
御
繁
榮
之
段
奉
賀
候
陳
ハ
豫
テ
得
貴
意
置
候
本
大
學
學
生
及
生
徒
乗
車
賃

ニ
関
ス
ル
件
別
紙
覺
書
ノ
通
御
承
認
方
特
ニ
御
高
配
賜
度
願
上
候
先
ハ
右
如
此
御

座
候
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�

敬
具

【
資
料
14
】�

関
西
大
学
と
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
で
取
り
交
わ
し
た
学
生
・

生
徒
の
乗
車
賃
に
関
す
る
覚
書
（
大
正
十
一
年
七
月
五
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

關
西
大
學
學
生
及
生
徒
乗
車
賃
ニ
関
ス
ル
覺
書

北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社
ハ
左
記
ノ
事
項
ヲ
承
認
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一
、
關
西
大
學
學
生
及
生
徒
ニ
對
ス
ル
梅
田
千
里
山
間
ノ
乗
車
賃
ハ
月
額
金
参
圓

ヲ
超
過
セ
サ
ル
範
圍
内
ニ
於
テ
特
別
賃
率
ヲ
關
西
大
學
ト
協
定
ス
ル
コ
ト

　
　
　
　
　
　

�

以　
　

上　
　
　

　
　

大
正
十
一
年
七
月
五
日
（
関
西
大
学
印
章
）

　
　
　
　
　
　
　

關　

西　

大　

學

　
　
　
　
　
　
　
　
　

總
理
事　

山　

岡　

順　

太　

郎
（
山
岡
総
理
事
之
印
）

【
資
料
15
】�

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
常
務
取
締
役
鷲
野
米
太
郎
）
発
信
関
西

大
学
（
総
理
事
山
岡
順
太
郎
）
宛
回
答
（
大
正
十
一
年
七
月
十
二
日
）

大
正
拾
壹
年
七
月
五
日
付
ヲ
以
テ
御
照
會
相
成
候
運
動
場
設
置
條
件
承
認
ノ
件
左

記
ノ
通
リ
御
回
答
申
上
候

　

�

但
本
回
答
ハ
假
リ
ニ
提
出
致
候
得
共
追
テ
新
重
役
就
任
ノ
上
確
認
ス
ル
コ
ト
ニ

願
度
候

　

二
、�

土
井
、
阪
本
、
所
有
地
買
収
ニ
付
キ
關
大
ノ
名
ヲ
以
テ
買
収
ス
ル
際
ハ
土

地
収
用
法
ヲ
適
用
ス
ル
程
度
迄
盡
力
ス
ル
コ
ト

　

四
、
附
箋
記
載
ノ
希
望
條
件
ハ
此
際
御
回
答
致
シ
難
シ

�

以　

上　
　
　

　
　
　
　
　

大
正
十
一
年
七
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社
（
会
社
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
務
取
締
役　

鷲　

野　

米　

太　

郎
（
印
）

　
　

關　

西　

大　

學

　
　
　
　

總
理
事　

山　

岡　

順　

太　

郎　

殿

【
資
料
16
】�

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
常
務
取
締
役
鷲
野
米
太
郎
）
発
信
関
西

大
学（
総
理
事
山
岡
順
太
郎
）宛
願
い
書（
大
正
十
一
年
七
月
十
二
日
）

大
正
拾
壱
年
七
月
五
日
付
ヲ
以
テ
御
照
會
相
成
候
豫
テ
御
交
渉
中
ノ
貴
校
擴
張
資

金
ト
シ
テ
金
四
万
圓
寄
附
申
込
ノ
件
既
ニ
重
役
會
ニ
於
テ
支
出
ノ
コ
ト
ニ
決
議
致

居
候
得
共
其
後
重
役
多
數
ノ
異
動
ア
リ
近
ク
新
重
役
ノ
就
任
ヲ
見
ル
コ
ト
ニ
候
得

バ
新
重
役
就
任
ノ
上
寄
附
申
込
書
提
出
致
ス
コ
ト
ニ
願
度
右
御
諒
承
被
成
下
度
候

也
　
　
　

大
正
十
一
年
七
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　

北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社（
北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社
之
印
）

　
　
　
　
　
　

常
務
取
締
役　

鷲　

野　

米　

太　

郎
（
印
）

　
　

關　

西　

大　

學

　
　
　
　

總
理
事　

山　

岡　

順　

太　

郎

【
資
料
17
】�
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
地
所
課
長
鎌
田
樟
次
郎
）
発
信
関
西
大

学
（
専
務
理
事
宮
島
綱
男
）
宛
願
い
書
（
大
正
十
一
年
八
月
二
日
）

拝
啓
豫
テ
交
渉
中
ニ
有
之
候
貴
校
運
動
場
用
地
ノ
内
土
井
、
阪
本
兩
氏
所
有
地
買
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収
ノ
件
爾
來
折
衝
ヲ
重
ネ
候
得
共
協
議
相
纏
マ
ラ
ス
乍
遺
憾
貴
校
ヨ
リ
御
交
渉
被

成
下
度
御
依
頼
申
上
候
也

　
　
　
　

交
渉
價
格　
　

公
簿
面　

壱
坪　
　

拾
四
圓
九
拾
五
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

實　

測　

壱
坪　
　
　

八
圓
九
拾
壱
銭

　
　

�

右
價
格
ハ
最
近
ニ
於
ケ
ル
接
續
土
地
買
収
價
格
ニ
有
之
候
間
其
範
圍
内
ニ
テ

御
協
議
願
上
候

　
　
　
　
　

八　

月　

二　

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
所
課
長　

鎌
田
樟
次
郎
（
印
）

　
　

關　

西　

大　

學

　
　
　
　

專
務
理
事　

宮　

島　

綱　

男　

殿

【
資
料
18
】�

関
西
大
学
発
信
北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
地
所
課
長
鎌
田
樟
次

郎
）
宛
願
い
書
（
大
正
十
一
年
九
月
五
日
）

　
　
　
　
　
　

大
正
十
一
年
九
月
五
日

　
　
　
　

北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社

　
　
　
　
　

地
所
課
長　

鎌
田
楠
次
郎
殿

拝
啓
朝
夕
秋
涼
相
覺
候
處
益
御
健
勝
奉
慶
賀
候
陳
者
千
里
山
運
動
場
設
置
ノ
件
ニ

關
シ
テ
ハ
絶
ス
特
別
ノ
御
配
慮
賜
御
厚
情
奉
深
謝
候
同
運
動
場
敷
地
ニ
必
要
ナ
ル

土
井
氏
所
有
地
ニ
關
シ
御
申
聞
ニ
從
ヒ
既
ニ
二
回
學
校
ヨ
リ
直
接
土
井
氏
ト
交
渉

相
試
候
處
不
相
變
不
得
要
領
斯
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
荏
苒
時
ヲ
移
シ
候
事
誠
ニ
遺
憾
ニ

付
乍
不
本
意
此
際
土
地
収
用
法
ニ
依
ル
ノ
已
ム
ヲ
得
サ
ル
ノ
儀
ト
被
存
候
就
テ
ハ

御
多
用
中
誠
ニ
申
兼
候
得
共
右
運
動
場
設
計
ニ
關
ス
ル
材
料
モ
貴
社
ニ
於
テ
御
配

慮
ニ
預
リ
候
事
ニ
候
ヘ
ハ
右
収
用
法
適
用
ノ
手
續
貴
社
ニ
於
テ
可
然
御
手
配
被
成

下
度
奉
懇
願
候
先
ハ
右
乍
略
儀
以
書
中
得
貴
意
度
如
此
御
座
候

時
下
御
自
愛
專
一
ニ
願
上
候�

敬　

具　
　
　

【
資
料
19
】
関
西
大
学
発
信
安
封
宇
吉
宛
願
書
（
大
正
十
一
年
九
月
十
三
日
）

　
　
　
　
　
　

大
正
十
一
年
九
月
十
三
日

　
　
　
　

安　

封　

宇　

吉　

様

拝
啓
秋
暑
ノ
候
益
御
健
勝
奉
賀
候
陳
者
本
大
學
ノ
為
常
ニ
特
別
ノ
御
同
情
忝
シ
御

芳
情
奉
謝
候
今
回
千
里
山
新
校
舎
敷
地
ニ
隣
接
シ
一
大
運
動
場
建
設
致
度
各
般
準

備
致
居
候
同
件
ニ
關
シ
是
非
尊
臺
ノ
御
芳
配
相
煩
度
就
テ
ハ
御
繁
用
中
恐
入
候
得

共
近
日
中
拝
面
ノ
機
ヲ
得
度
存
上
候
乍
御
手
數
御
引
見
被
下
候
日
時
御
一
報
煩
度

願
上
候

先
ハ
右
得
貴
意
度
如
斯
御
座
候�

敬　

具　
　
　

【
資
料
20
】�

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
取
締
役
社
長
秋
岡
義
一
）
発
信
関
西
大

学
（
総
理
事
山
岡
順
太
郎
）
宛
承
諾
書
（
大
正
十
一
年
九
月
十
六
日
）

北
乙
第
三
九
七
號

　
　

大
正
十
一
年
九
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市
北
區
中
之
島
四
丁
目
貮
拾
八
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社
（�

北
大
阪
電
氣
鐵
道

株
式
會
社
之
印
）
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取
締
役
社
長　

秋
岡
義
一
（
社
長
印
）

　
　

關　

西　

大　

學

　
　
　
　

總
理
事　

山　

岡　

順　

太　

郎　

殿

大
正
拾
壱
年
七
月
五
日
附
ヲ
以
テ
御
照
會
相
成
候
當
社
電
鐵
天
六
線
開
通
ノ
曉
貴

學
學
生
通
學
ニ
對
ス
ル
特
別
賃
率
協
定
ノ
件
左
記
ノ
通
リ
承
認
候
也

一
、
天
六
、
千
里
山
間
ノ
定
期
乘
車
賃
金
ハ
營
業
開
始
後
五
ヶ
年
ヲ
限
リ
壱
ケ
月

金
参
圓
ト
為
ス
コ
ト

【
資
料
21
】�

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
取
締
役
社
長
秋
岡
義
一
）
発
信
関
西
大

学
（
総
理
事
山
岡
順
太
郎
）
宛
承
諾
書
（
大
正
十
一
年
九
月
十
六
日
）

北
乙
第
三
九
八
號

　
　

大
正
十
一
年
九
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市
北
區
中
之
島
四
丁
目
貮
拾
八
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社
（�

北
大
阪
電
氣
鐵
道

株
式
會
社
之
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
締
役
社
長　

秋　

岡　

義　

一（
社
長
印
）

　
　

關　

西　

大　

學

　
　
　
　

總
理
事　

山　

岡　

順　

太　

郎　

殿

大
正
拾
壱
年
七
月
五
日
附
ヲ
以
テ
御
照
會
相
成
候
千
里
山
貴
學
校
舎
隣
接
地
ニ
運

動
場
建
設
ニ
付
キ
敷
地
提
供
方
申
出
ノ
件
左
記
ノ
條
件
ニ
依
リ
承
認
候
也

一
、
北
電
（
北
大
阪
電
氣
鐵
道
株
式
會
社
ノ
略
稱
）
ハ
Ａ
案
關
大
（
關
西
大
學
ノ

略
稱
）
運
動
場
設
置
ニ
必
要
ナ
ル
北
電
所
有
地
及
土
井
、
阪
本
兩
氏
ノ
所
有

地
ニ
シ
テ
該
運
動
場
設
置
ニ
必
要
ナ
ル
敷
地
ヲ
買
収
シ
テ
何
レ
モ
無
償
ニ
テ

提
供
ス
ル
コ
ト

　
　

關
大
ハ
Ａ
案
運
動
場
設
置
ニ
必
要
ナ
ル
關
大
所
有
地
ヲ
敷
地
ト
シ
テ
使
用
ス

ル
コ
ト

二
、
土
井
、
阪
本
兩
氏
カ
其
所
有
地
ヲ
相
當
價
格
ニ
テ
賣
渡
ヲ
爲
サ
ヽ
ル
ト
キ
ハ

關
大
ハ
其
名
ニ
於
テ
北
電
ノ
買
収
ヲ
援
助
ス
ル
コ
ト
此
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
土

地
収
用
法
ヲ
適
用
ス
ル
程
度
迄
盡
力
ス
ル
コ
ト

三
、
運
動
場
地
盛
地
點
法
式
一
帯
ハ
北
電
ノ
所
有
ト
ス

四
、
關
大
ハ
關
大
表
門
通
路
ニ
沿
ヘ
ル
五
間
幅
ノ
地
積
ヲ
除
キ
其
南
部
ニ
位
ス
ル

關
大
所
有
地
ヲ
無
償
ニ
テ
北
電
ニ
讓
渡
ス
ル
コ
ト
（
約
壱
千
弐
百
坪
）

五
、
運
動
場
ノ
名
稱
ヲ
千
里
山
運
動
場
ト
ス
ル
コ
ト

六
、
運
動
場
敷
地
ノ
所
有
権
ハ
適
當
ノ
時
機
ニ
於
テ
關
大
ニ
移
轉
ヲ
爲
ス
モ
若
シ

關
大
ニ
於
テ
將
來
運
動
場
ヲ
癈
止
ス
ル
場
合
ハ
北
電
ヨ
リ
提
供
シ
タ
ル
土
地

（
土
井
、
阪
本
兩
氏
ノ
土
地
ヲ
關
大
名
義
ニ
テ
買
収
セ
ル
場
合
モ
含
ム
）
ハ
之

レ
ヲ
無
償
ヲ
以
テ
北
電
ニ
返
戻
讓
渡
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
此
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
同

地
上
ノ
建
設
物
ハ
一
切
北
電
ニ
於
テ
補
償
ヲ
認
メ
サ
ル
コ
ト

七
、
運
動
場
ハ
別
ニ
其
使
用
規
則
ヲ
定
メ
一
般
公
衆
ニ
開
放
ス
ル
コ
ト

八
、
運
動
場
使
用
料
ヲ
徴
収
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
關
大
及
北
電
協
議
ノ
上
其
額
ヲ

定
ム

�

以　
　

上　
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京
阪
土
地
株
式
会
社
時
代
の
文
書

【
資
料
22
】�
関
西
大
学
（
総
理
事
山
岡
順
太
郎
）
発
信
京
阪
土
地
株
式
会
社（
社
長

秋
岡
義
一
）
宛
願
い
書
（
大
正
十
三
年
九
月
三
日
）

拝
啓
貴
社
益
御
繁
榮
奉
賀
候
陳
ハ
先
年
來
種
々
御
高
配
相
煩
居
候
弊
學
グ
ラ
ウ
ン

ド
ノ
一
部
ト
シ
テ
御
寄
附
下
サ
ル
ベ
キ
他
人
所
有
土
地
収
用
價
格
今
回
大
阪
府
審

査
會
ニ
於
テ
別
紙
裁
決
書
ノ
通
リ
決
定
相
成
候
間
然
様
御
高
承
被
成
下
度
願
上
候

右
グ
ラ
ウ
ン
ド
ノ
建
設
ハ
弊
學
ノ
施
設
中
最
モ
緊
急
ヲ
要
シ
候
儀
ニ
付
格
別
ノ
御

同
情
相
仰
度
ト
同
時
ニ
該
グ
ラ
ウ
ン
ド
ノ
建
設
ハ
同
地
方
開
發
上
重
大
ノ
關
係
ヲ

有
シ
候
次
第
ニ
付
此
邊
特
ニ
御
賢
察
ノ
上
所
要
ノ
敷
地
御
寄
附
方
何
卒
至
急
御
芳

配
賜
度
偏
ニ
奉
懇
願
候
先
ハ
右
御
願
迄
如
斯
御
座
候

�

敬　

具　

　
　
　

大
正
十
三
年
九
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

關　

西　

大　

學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

總
理
事　

山　

岡　

順　

太　

郎

　
　

京
阪
土
地
株
式
會
社

　
　
　

社
長　

秋　

岡　

義　

一　

殿

【
資
料
23
】�

鎌
田
樟
次
郎
（
京
阪
土
地
株
式
会
社
）
発
信
宮
島
綱
男
（
関
西
大
学
）

宛
書
状
（
大
正
十
三
年
九
月
十
八
日
）

拝
復

秋
冷
相
加
り
寒
處

愈
々
御
健
勝
奉
賀
候

豫
々
懸
案
之
グ
ラ
ウ
ン
ト

用
地
も
審
査
會
ニ
て

決
定
致
し
過
般
来
よ
り

野
村
幹
事
長
よ
り
御
交

渉
之
趣
拝
参

期
日
一
週
間
前
迄
ニ

準
備
致
し
御
手
悶

不
致
候
間
御
安
神
被
成
下
度
候

御
鳳
書
ニ
て
承
り
候
御
儀

御
令
閨
ニ
次
い
で
貴
下

も
御
不
例
之
よ
し
其
後

の
御
経
過
奈
何
ニ
御
座
候
哉

次
第
ニ
御
良
好
と
は

存
じ
候
共
充
分
の
御
療

養
切
ニ
祷
上
候

孰
れ
拝
鳳
之
節

萬
縷
可
申
述
候
得
共

不
取
敢
貴
酬
迄

如
此
御
座
候

　
　
　
　
　

恐
々
敬
具

九
月
十
八
日

　
　
　
　
　

鎌
田
樟
次
郎

宮
嶋
先
醒　

貴
下
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【
資
料
24
】�

関
西
大
学
と
京
阪
土
地
株
式
会
社
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
仮
契
約
書

（
大
正
十
三
年
九
月
二
十
六
日
）

　
　
　
　
　

假　
　

契　
　

約　
　

書

關
西
大
學
（
以
下
単
ニ
大
學
ト
稱
ス
）
ト
京
阪
土
地
株
式
會
社
（
以
下
単
ニ
會
社

ト
稱
ス
）
ト
ハ
大
學
ニ
於
テ
計
畫
ノ
運
動
場
設
置
ニ
關
シ
左
ノ
契
約
ヲ
締
結
シ
タ

リ
　

第
一
條　

運
動
場
ノ
區
域
ハ
別
紙
圖
面
ノ
通
ト
ス

　

第
二
條　

會
社
ハ
運
動
場
ノ
區
域
内
ニ
在
ル
其
ノ
所
有
地
（
約
弐
千
五
百
六
拾

五
坪
）
ヲ
大
學
ニ
提
供
シ
無
償
ニ
テ
其
ノ
使
用
ニ
供
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　

第
三
條　

會
社
ハ
運
動
場
ノ
區
域
内
ニ
在
ル
他
人
ノ
所
有
地
（
約
弐
千
五
百
六

拾
弐
坪
）
ヲ
買
収
ノ
上
大
學
ニ
提
供
シ
無
償
ニ
テ
其
ノ
使
用
ニ
供
ス
ル
モ
ノ

ト
ス

　

第
四
條　

前
二
條
ノ
土
地
ハ
運
動
場
完
成
後
参
年
ヲ
経
過
シ
タ
ル
ト
キ
無
償
ニ

テ
大
學
ニ
譲
渡
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　

前
項
ノ
期
間
ハ
會
社
ニ
於
テ
支
障
ナ
キ
限
リ
之
ヲ
短
縮
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

　

第
五
條　

會
社
カ
其
ノ
相
當
ト
認
メ
タ
ル
價
格
ニ
テ
第
三
條
ノ
土
地
ヲ
買
収
ス

ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
大
學
ニ
於
テ
土
地
収
用
法
ニ
依
リ
之
ヲ
収
用
ス
ル

モ
ノ
ト
ス

　
　

前
項
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
會
社
ハ
其
収
用
補
償
金
額
ヲ
前
條
第
一
項
ノ
期
間
満

了
ト
同
時
ニ
大
學
ニ
寄
附
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
但
シ
収
用
補
償
金
ノ
拂
渡
又
ハ
供

託
ニ
當
リ
大
學
ノ
要
求
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
會
社
ハ
収
用
補
償
金
額
寄
附
ノ
時

迄
無
利
息
ニ
テ
其
ノ
立
替
ヲ
爲
ス
ヘ
シ

　
　

前
條
第
二
項
ノ
定
ハ
前
項
ノ
場
合
ニ
之
ヲ
準
用
ス

　

第
六
條　

會
社
ハ
運
動
場
ノ
區
域
ニ
接
續
ス
ル
其
ノ
所
有
地
ニ
シ
テ
運
動
場
ノ

法
敷
ニ
相
當
ス
ル
部
分
ニ
大
學
ニ
於
テ
盛
土
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
承
諾
ス
ル
モ
ノ

ト
ス

　

第
七
條　

大
學
ハ
其
ノ
校
舎
表
門
通
路
ニ
沿
ヘ
ル
幅
員
五
間
ノ
地
積
ヲ
除
キ
其

ノ
南
部
ニ
位
ス
ル
所
有
地
（
約
壱
千
弐
百
坪
）
ヲ
無
償
ニ
テ
會
社
ニ
譲
渡
ス

ル
モ
ノ
ト
ス

　

第
八
條　

大
學
ハ
運
動
場
ヲ
「
千
里
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
ト
名
ツ
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

　

第
九
條　

大
學
ハ
一
定
ノ
使
用
規
則
ノ
下
ニ
運
動
場
ヲ
一
般
公
衆
ノ
爲
ニ
開
放

ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　

第
十
條　

大
學
ニ
於
テ
運
動
場
ノ
使
用
料
ヲ
徴
収
セ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
額

ニ
付
豫
メ
會
社
ノ
同
意
ヲ
經
ル
モ
ノ
ト
ス

　

第
十
一
條　

大
學
ニ
於
テ
運
動
場
ヲ
廃
止
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
會
社
ヨ
リ
無
償
ニ
テ

譲
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
土
地
及
會
社
ヨ
リ
寄
附
ヲ
受
ケ
タ
ル
土
地
収
用
補
償
金
額

又
ハ
當
該
収
用
土
地
ヲ
無
償
ニ
テ
會
社
ニ
返
戻
又
ハ
譲
渡
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

右
假
契
約
ノ
證
ト
シ
テ
本
書
弐
通
ヲ
作
リ
雙
方
壱
通
ヲ
領
置
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

　
　
　
　

大
正
拾
参
年
九
月
弐
拾
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
關
西
大
學
（
關
西
大
學
印
章
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　

宮
島
綱
男
（
宮
島
綱
男
之
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
阪
土
地
株
式
會
社（
京
阪
土
地
株
式
會
社
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
締
役
社
長　

秋
岡
義
一（
社
長
之
印
）

※�

筆
者
注　

次
の
書
類
は
後
年
（
昭
和
三
年
）
の
も
の
で
あ
る
が
、
資
料
24
の
仮

契
約
書
の
あ
と
に
一
緒
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
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新
京
甲
第
一
九
四
八
號

拝
啓
愈
御
隆
昌
奉
賀
候
陳
者
大
正
十
三
年
九
月
二
十
六
日
貴
方
ト
ノ
間
ニ
運
動
場

設
置
ニ
關
ス
ル
假
契
約
締
結
ノ
處
今
般
該
契
約
ニ
基
ク
當
會
社
ノ
權
利
義
務
一
切

ヲ
新
京
阪
鐵
道
株
式
會
社
ヲ
シ
テ
承
繼
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
致
候
間
御
了
承
被
下
度

双
方
連
署
ヲ
以
テ
右
得
貴
意
候

　
　

昭
和
三
年
二
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
阪
土
地
株
式
會
社
（
京
阪
土
地
株
式
會
社
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
締
役
社
長　

渡
邊
嘉
一（
社
長
之
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
京
阪
鐵
道
株
式
會
社（
新
京
阪
鐵
道
株
式
會
社
之
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
締
役
社
長　

太
田
光
凞
（
社
長
之
印
）

　

財
団
法
人
關
西
大
學

　
　

總
理
事　

山
岡
順
太
郎
殿

【
資
料
25
】�

関
西
大
学（
理
事
宮
島
綱
男
）発
信
京
阪
土
地
株
式
会
社
宛
領
収
証（
大

正
十
三
年
九
月
二
十
七
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

領　

収　

證

一
金
弐
萬
参
千
弐
百
拾
圓
弐
拾
銭
也

　
　
　

�

但
大
正
拾
参
年
九
月
二
十
六
日
附
本
學
ニ
於
テ
計
画
ノ
運
動
場
設
置
ニ
関

ス
ル
契
約
書
第
五
條
但
書
ニ
依
ル
御
立
替
金

右
正
ニ
受
領
候
也

　
　

大
正
拾
参
年
九
月
弐
拾
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
團
法
人
関
西
大
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　

宮
島
綱
男

　
　

京
阪
土
地
株
式
會
社
御
中

【
資
料
26
】�

関
西
大
学
発
信
京
阪
土
地
株
式
会
社
宛
領
収
書（
大
正
十
四
年
四
月
九

日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

領　

収　

書

一
金
五
百
圓
也

　
　
　

但
關
西
大
學
對
土
井
伊
三
郎
ノ
訴
訟
費
用
概
算

右
正
ニ
受
領
候
也

　
　

大
正
十
四
年
四
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

關　

西　

大　

學

　
　

京
阪
土
地
株
式
會
社　

御　

中

【
資
料
27
】�

白
川
法
律
事
務
所
発
信
関
西
大
学
宛
領
収
証（
大
正
十
四
年
四
月
九
日
）

第
三
十
二
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　

證

一
金
五
百
圓
也

　
　
　

但

右
正
ニ
領
収
候
也

　
　

大
正
十
四
年
四
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市
東
區
北
濱
四
丁
目
二
十
三
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
川
法
律
事
務
所
（
白
川
事
務
所
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話　

長　

本
局
千
百
六
十
三
番
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資料
　
　

関
西
大
学
殿

【
資
料
28
】�

関
西
大
学
（
総
理
事
山
岡
順
太
郎
）
発
信
京
阪
土
地
株
式
会
社
（
社
長

渡
辺
嘉
一
）
宛
本
契
約
締
結
願
い
書
（
大
正
十
四
年
七
月
二
十
四
日
）

拝
啓
貴
社
益
御
清
榮
奉
賀
候
毎
々
爲
本
學
種
々
御
高
配
ヲ
賜
リ
御
芳
情
難
有
奉
深

謝
候
陳
ハ
本
學
運
動
場
敷
地
ノ
一
部
御
寄
附
被
下
候
儀
ニ
關
シ
先
年
締
結
相
願
候

假
契
約
永
ク
其
儘
ト
相
成
居
候
ヘ
共
愈
近
々
起
工
仕
度
存
候
ニ
付
テ
ハ
此
際
本
契

約
ニ
御
改
メ
被
下
度
候
様
不
堪
切
望
候
尚
右
假
契
約
締
結
ノ
當
時
ト
今
日
ト
ハ
其

間
事
情
ノ
異
ル
モ
ノ
不
尠
候
ヘ
バ
別
紙
ノ
通
御
訂
正
ノ
上
本
契
約
締
結
被
成
下
候

ハ
ゞ
幸
甚
ノ
至
ニ
奉
存
候
先
ハ
右
御
依
頼
旁
得
貴
意
度
如
斯
御
座
候　
　

敬　

具

　
　
　
　

大
正
十
四
年
七
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

關
西
大
學
總
理
事　

山
岡
順
太
郎

　
　

京
阪
土
地
株
式
會
社

　
　
　
　

社
長　
　

渡　

邊　

嘉　

一　

殿

（
割
印
）

第
七
條　
　

ノ
第
二
項
ト
シ
テ
左
ノ
一
項
ヲ
加
フ
ル
コ
ト

　
　

但
シ
大
學
ハ
別
ニ
定
ム
ル
契
約
ニ
依
リ
之
ヲ
買
戻
ス
モ
ノ
ト
ス

第
八
條　
　

ヲ
左
ノ
通
改
正
ス
ル
コ
ト

　
　

大
學
ハ
運
動
場
ヲ
「
大
學
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
ト
名
ツ
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
條　
　

ヲ
削
除
ス
ル
コ
ト

第
十
一
條　
　

ノ
第
二
項
ト
シ
テ
左
ノ
一
項
ヲ
加
フ
ル
コ
ト

　
　

�

前
項
ノ
場
合
ニ
於
テ
會
社
ハ
第
七
條
ニ
依
リ
大
學
ガ
會
社
ヨ
リ
買
戻
シ
タ
ル

土
地
ノ
價
格
並
ニ
相
當
利
息
ヲ
大
學
ニ
支
拂
フ
モ
ノ
ト
ス

【
資
料
29
】
契
約
書
修
正
案
（
年
月
日
不
詳
）

第�

七
條
第
二
項　

大
學
ハ
壹
坪
當
リ　
　
　
　

ニ
相
當
ス
ル
金
額
ノ
無
償
給
付
ヲ

以
テ
前
項
土
地
ノ
無
償
讓
渡
ニ
代
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
但
シ
此
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
現

ニ
訴
訟
中
ニ
在
ル
第
五
條
第
一
項
ニ
依
リ
収
用
シ
タ
ル
土
地
ノ
補
償
金
額
カ
判

決
確
定
又
ハ
和
解
ノ
結
果
増
加
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
壹
坪
當
リ
増
加
額
ト
對
等

ノ
割
合
ニ
依
リ
壹
坪
當
リ
給
付
金
額
ヲ
追
加
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
八
條　

削
除

第
十
條　

削
除

第�

十
一
條　

大
學
ニ
於
テ
運
動
場
ヲ
廃
止
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
大
學
ハ
會
社
ヨ
リ
讓
渡

ヲ
受
ケ
タ
ル
土
地
及
寄
附
ヲ
受
ケ
タ
ル
土
地
収
用
補
償
金
額
又
ハ
該
當
収
用
土

地
ヲ
無
償
ニ
テ
會
社
ニ
返
戻
又
ハ
譲
渡
シ
會
社
ハ
大
學
ヨ
リ
讓
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル

土
地
又
ハ
給
付
ヲ
受
ケ
タ
ル
金
額
ヲ
無
償
ニ
テ
大
學
ニ
返
戻
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

【
資
料
30
】
阪
本
熊
蔵
所
有
地
ニ
関
ス
ル
件
（
年
月
日
不
詳
）

阪
本
熊
蔵
所
有
地
ニ
関
ス
ル
件

地　

番

公
簿
面
畝
歩

実
測
坪

所
要
実
測
坪
所
要
坪
ヲ
公
簿
面
ニ
按
分
セ
ル
坪

畝

（
坪
）

（
坪
）

畝

一
七
一
三

三
・
二
二
一
五
二
・
五
〇
一
〇
九
・
七
〇

二
・
一
九
八
五

一
七
一
四

九
・
一
七
三
四
六
・
〇
七
一
七
二
・
四
九

四
・
二
三
三
四

一
七
一
五

一
・
二
四

六
三
・
一
三

三
三
五
一

〇
・
九

二
三
・
二
二

二
三
・
二
二

〇
・
九
〇

小
計

一
反
五
・
一
二
五
八
四
・
九
二
三
〇
五
・
四
一

七
・
二
二
一
九

一
八
〇
〇

九
・
一
一
三
六
五
・
七
五

合
計

二
四
・
二
三
九
五
〇
・
六
七
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�

円

所
要
坪
実
測
十
円
ト
シ
テ�

三
、〇
五
四
・
一
〇

〃　
　

公
簿
面
十
四
円
九
十
五
銭
ト
シ
テ�

三
、四
七
一
・
二
四

四
筆
全
部
実
測
十
円
ト
シ
テ�

五
、八
四
九
・
二
〇

〃　
　

公
簿
面
十
四
円
九
十
五
銭
ト
シ
テ�

六
、九
〇
六
・
九
〇

五
筆
全
部
〃�

一
一
、一
〇
七
・
八
五

所
要
部
分
ヲ
公
簿
面
十
四
円
九
十
五
銭
残
地
実
測
十
円
ト
シ
テ�

六
、二
六
六
・
三
四

京
阪
土
地
ヘ
交
渉

　
　
　

運
動
場
ニ
関
ス
ル
件　
　
　
　
　

円�

円

会
社
所
有
地　
　
　

二
、五
六
五
坪　

単
価
一
〇�

二
五
、六
五
〇　　
　

土
井
〃　
　
　
　
　

二
、二
二
二�

二
三
、二
一
〇
・
二
〇

〃　
　
　
　
　
　
　

訴
訟
費
用�

五
〇
〇
・
〇
〇

阪
本
所
有
地　
　
　

�

三
〇
五
・
四
一　

公
簿
面
一
四
・
九
五�

三
、四
七
一
・
二
四	

六
、九
〇
六
・
九
〇

計�
五
二
、八
三
一
・
四
四

五
六
、二
六
七
・
一
〇

一
、
五
萬
圓
也
（
分
リ
の
時
京
阪
が
受
取
る
）

二
、
の
り
ヲ
減
ジ
タ
ル
コ
ト

三
、
余
分
ノ
土
地
ヲ
大
学
ニ
テ
引
受
ク

（
千
二
万
坪
）

【
資
料
31
】
地
図
（
年
月
日
不
詳
）

※�

筆
者
注　

土
地
を
色
分
け
し
た
地
図
が
あ
り
、
色
ご
と
に
地
番
と
面
積
を
表
示

し
て
い
る
。
な
お
、
資
料
30
、
33
の
記
載
か
ら
桃
色
の
地
番
「
一
七
三
四
番
地
」

は
「
一
七
一
四
番
地
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

関
西
大
学
運
動
場
敷
地　

縮
尺
六
百
分
ノ
壱

橙
色　
　

三
三
五
一
番
地　

原
野　

九
歩　
　

二
三
坪
二
二

黄
色　
　

一
八
〇
〇
番
地　

九
畝
拾
壱
歩　
　

三
六
五
坪
七
五

青
色　
　

一
七
一
五
番
地　

壱
畝
弐
拾
四
歩　

六
三
坪
一
三

緑
色　
　

一
七
一
三
番
地　

参
畝
二
十
二
歩　

一
五
二
坪
五
〇

桃
色　
　

一
七
三
（
マ
マ
）四

番
地　

九
畝
拾
七
歩　
　

三
四
六
坪
〇
七

【
資
料
32
】�

関
西
大
学（
理
事
宮
島
綱
男
）発
信
京
阪
土
地
株
式
会
社
宛
領
収
証（
大

正
十
四
年
九
月
一
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

領　

収　

證

一
金
七
百
圓
也

　

�

但
大
正
十
三
年
九
月
二
十
六
日
附
本
學
ニ
於
テ
計
画
ノ
運
動
場
設
置
ニ
關

ス
ル
契
約
書
ニ
基
キ
阪
本
熊
蔵
ヨ
リ
買
収
ス
ル
土
地
代
金
内
入
金

右
正
ニ
受
領
候
也

　
　

大
正
十
四
年
九
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
團
法
人
關
西
大
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　

宮
島
綱
男

　
　

京
阪
土
地
株
式
會
社
御
中
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【
資
料
33
】�

関
西
大
学
（
理
事
宮
島
綱
男
）
発
信
京
阪
土
地
株
式
会
社
宛
覚
書
（
大

正
十
四
年
九
月
二
日
）

　
　
　

覺　
　

書

關
西
大
學
運
動
場
新
設
ノ
爲
メ
該
敷
地
ニ
使
用
ス
ル
大
阪
府
三
島
郡
千
里
村
大
字

佐
井
寺
阪
本
熊
藏
所
有
ノ
左
記
土
地
ヲ
便
宜
上
關
西
大
學
ノ
名
ニ
於
テ
賣
買
契
約

ヲ
締
結
致
候
ニ
付
之
カ
代
金
六
千
九
百
六
圓
九
拾
錢
也
ハ
大
正
拾
參
年
九
月
貮
拾

六
日
附
假
契
約
書
ノ
趣
旨
ニ
基
キ
一
時
貴
社
ニ
於
テ
無
利
子
ニ
テ
御
立
替
被
下
度

候
爲
後
日
覺
書
依
而
如
件

　
　
　

不
動
産
ノ
表
示

　

大
阪
府
三
島
郡
千
里
村
大
字
片
山
字
十
八
谷
千
七
百
拾
參
番
地

　

一
田
參
畝
貮
拾
貮
歩

　

同
所
壹
千
七
百
拾
四
番
地

　

一
田
九
畝
拾
七
歩

　

同
所
壹
千
七
百
拾
五
番
地

　

一
田
壹
畝
貮
拾
四
歩

　

同
所
參
千
參
百
五
拾
壹
番
地

　

一
原
野
九
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
　

大
正
十
四
年
九
月
貮
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
圑
法
人
關
西
大
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　

宮　

島　

綱　

男

京
阪
土
地
株
式
會
社　

御
中

【
資
料
34
】�

関
西
大
学（
理
事
宮
島
綱
男
）発
信
京
阪
土
地
株
式
会
社
宛
領
収
証（
大

正
十
四
年
十
月
五
日
）

　
　
　
　
　
　
　

領　

収　

書

一
金
六
千
貮
百
六
圓
九
拾
錢
也

但
大
正
拾
四
年
九
月
貮
日
付
覺
書
ニ
基
ク
本
學
運
動
場
新
設
ノ
爲
阪
本
熊
藏

ヨ
リ
買
ヒ
受
ケ
タ
ル
土
地
代
金

右
正
ニ
領
収
候
也

　
　

大
正
拾
四
年
拾
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
圑
法
人
關
西
大
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　

宮　

島　

綱　

男

京
阪
土
地
株
式
會
社　

御
中

【
資
料
35
】�

関
西
大
学
発
信
京
阪
土
地
株
式
会
社
宛
領
収
証
（
大
正
十
四
年
十
一

月
二
十
日
）

　
　
　
　
　
　
　

領　

収　

證

一
金
四
拾
圓
也

　
　

但
阪
本
熊
藏
ヨ
リ
土
地
買
入
ノ
爲
メ
盡
力
シ
タ
ル
吉
田
由
吉
氏
ヘ
ノ
謝
禮

右　

正　

ニ　

領　

収　

候　

也

　
　

大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
日

�

財　

圑　

法　

人　

關　

西　

大　

學

　
　

京
阪
土
地
株
式
會
社　

御　

中


